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序章

1 研究動機

この研究は知的障害のある青年達を対象とした養護学校(現在は特別支援学校)の、

楽教育の現状に対する疑問から始まった。楽しく歌ったり踊ったりするレクリエーション

であったり、青年達は大人の巧みな演奏の中に音や踊りを混ぜて参加するだけであったり、

あるいは、発表会での出来映えを気にして教師が一方的に技術を教え込んだりする、とい

う授業が行われていたりもする。また、言葉や運動諸機能の能力を高める手段としてのみ

音楽が用いられる場合もある O 音楽教育において感性や感情を育む教育が疎かにされてき

たということである。

では、知的障害のある青年達の音楽教育はどうあるべきか。感性を通して音やリズムを

摺み、そこで生み出される感情内容を感じ取り、音声や身体の動きや音(楽器等)を媒体

に作品を形づくる活動を通して、個性的で創造的に生きる意欲を培う教育が求められる。

一方、情報過多で効率優先の現代社会において、障害のある青年達は自分が何にどう感

じているのか、そして、何をしたいのか等を確かめたり試してみたりする場が持ちにくく

なっている。また、自分を表現する方法が分からずパニックに陥ったり、周聞から与えら

れるままの存在になったりすることすらある。

このような現状において表現活動の持つ意味は大きい。自己の内面にあるものを、音や

言葉や身体や色彩等の表現媒体を通して形づくり、そこで自己認識や自己実現を行い、今、

正に「私がそこに存在する」という実感を持つことができるからである。

そこで筆者は、勤務していたある大学の附属養護学校(知的障害のある児童・生徒を対

象)の高等部に在籍する、 16歳から18歳までの青年達に、自分の自由な発想で表現できる

と思われる「創作ミュージカルJの活動を構想し、実施した。 1990年から1992年までのこ

とである。この実践が本研究の準備としての先行実践となった。ミュージカルでは、青年

達は言葉や身体の動きや音楽等の媒体と関わって、まるで本来の自分に巡り会ったかのよ

うに生き生きと表現した。筆者はそこで生み出される音楽が躍動的で個性に溢れているこ

とに驚いた。

では、彼らは一体どのような音楽行為を展開しているのか、また展開し得るのか。やや

もすれば否定的に捉えられる彼等の単純で素朴な音楽行為のどこに、人を感動させる面白

さがあるのか。このような問題について追求したいと考えた。

2 研究の目的

本研究の目的は、養護学校高等部に在籍する16歳から18歳までの青年男女を対象とした、
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告由な「曲づくり j と「歌づくり Jの事例分析を通して、知的障害のある青年達がどのよ

うに音楽に関わっていくのかを探ることである。

具体的には以下の4つの視点から分析・考察を行う。

①知的障害のある青年連は一体どのような音楽行為を展開するのか、また、展開し得る

のか。

②知的障害のある青年達が自己の内にあるものを表現する際に、身近にある言語が表現

媒体としてどう機能し、曲(楽器による作品)や歌を生み出すのか。

③知的障害のある青年達が音楽表現を行う際に、内面のイメージがどう働いているのか。

また、そのイメージと所産としての作品との間には、どのような関連が見られるのか。

④知的障害のある青年遠の音楽行為には健常と言われる青年達には見えにくい、しかし、

奇異や異常という意味ではない独特の面白さがある。彼等の音楽行為のそのような独自性

がどこにあるのか。

この研究は障害と音楽との結び付きを探ろうとか、福祉的な観点から障害のある人の音

楽行為を美化しようとするものではない。現在に生きる様々な人々の中で、とりわけ知的

障害のある青年達が、学校の授業という社会的に整えられた環境の中ではあるが、何らか

の制約や抑制から解き放たれたとき、個としての自発的な音楽をいかに出してくるのか、

彼らの音楽行為の本質に目を向けて、描き出すことを目的としている。

3 研究の方法

研究の方法は事例分析に中心を置く。先行実践のときと同じ養護学校高等部の、比較的

知的障害が軽度な青年男女(社会生活年齢は 7歳程度から13歳程度まで)を対象に、筆者

独自の曲づくりと歌づくの活動を構想し実施した。 1993年から2001年までのことである。

その活動過程を 2台から 3台の録画機器(八ミリビデオカメラ)で、個々の青年と個々の

グループについて詳細に録画した。録画機器の操作は大学生を中心に筆者と養護学校の教

員が行った。

この研究は上記の期間全体にわたって行われたが、本論文ではとりわけ1993年に行った

rwころころころ』の絵本から曲を作るj 活動、 1996年に行った「探音語・擬態語から曲

を作るj活動、 1996年に行った「自分達で、作った詩に歌を作る」活動、 2000年に行った f既

成の詩から曲を作るj 活動を取り上げる (1)。その中から曲づくりや歌づくりの発想や手

法に特徴があり、自らの言葉や自らの身体や音(楽器)等の媒体と意識的・無意識的に関

わって、意欲的に表現を行ったとみられる15名の青年男女を抽出する。そして、個々の活

動記録を筆録し、その記録をそれぞれの研究自的に沿って分析・考察する。

(1)曲づくり・歌づくりとは

授業分析を行うために曲づくりと歌づくりの活動を構想した。
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曲づくりとは (2)、本論文では楽器音を中心として、その使い方や組織の仕方を試行錯

誤しながら、即興で自分なりの発想、を生かしたまとまりのある音楽作品に作り上げていく

活動、と定義する。つまり、自らの表現欲求を掘り起こし、現実化し、発展させていく活

動である。

歌づくりとは、自分達が作った詩(短い文章)に自由に旋律を付ける活動である。

音楽行為の諸梧を見る方法として、曲づくりと歌づくりを分析対象としたのは、これら

は音を自由に操作する活動なので、決められたことを行うのとは違って、内面と音楽との

相草作用が成立しやすいことや、そこで音楽的思考や感覚や音の操作が目に見える形で現

れてくるので、彼等の音楽行為の全体的な姿が捉えられる、と考えたからである。

実際の活動は青年遠の実惑を考えて以下のように計画した。

曲づくりは音を鳴らすことを中心とするが、言葉や身体の動き等の、音以外の媒体と結

び付けて展開できるようにした。

曲づくりと歌づくりの素材を、近感を通して対象が知覚できる絵本や、日常慣れ親しん

でいる古語(人の名前、擬音諾・擬態語、日常の話し言葉、短い詩、童話)や、身近にあ

る自然音(身体の音、竹等)に求めた。

楽器は扱いやすく、しかも、青年連の欲求を満たすと考えられる打楽器(簡易打楽器や

ドラム類や、竹を材料とした音具等)を中心に、ピアノ、弦楽器(キンダーハープ、ギタ

ー、ダブルベース等)、リコーダー(ソプラノ、アルト、テナー)、邦楽器(琴、鼓、締

め太鼓等)を準備し、自由に使えるように手の届くところに置いた。

活動場所として、運動量や活動人数が多い場合は学校の体育館、互いの音や声が確認で

きる位置関係を考えた活動では音楽室(兼サロン)や教室等、暑い夏の日は風通しの良い

木陰、学校行事等で発表する場合は体育館の舞台を使うことにした。

指導は、個としての自発的な表現を引き出すために、学校という意罰的に仕組まれた教

育の場ではあるが、許容的、且つ、受容的に行う。特に、青年達の音楽行為がどんなに素

朴で断片的なものであっても、また、音楽としては意外に感じる表現であっても、すべて

肯定的に受け入れることにした。

次に活動の詳細について説明する。

1つの活動は第 1学期 (4月から 7月まで)を中心に、 5回から 9団程度まで、行った0

1回の活動時間は実施した年度や題材によって異なるが、大体60分穂度である。授業は筆

者が中心になって行い、他に養護学校の音楽科教官が 1名ないし 2名付いた。

曲づくりは気の合う仲間とのグ、ノレープ活動とし、そこで作品を 1つ作ることにした。仲

間同士で支え合ったり、コミュニケーションを成立させたりすることで活動が楽しく活発

になる、と考えたからである。但し、歌づくりは個人で行った。
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表現に関する指示は一切、行わなかった。筆者(教師)の役割は授業の進行役である。

rooをしましょう J、「こんな風に鳴らして下さい」、 rooをしてはいけません」等と

いう、表現に関する言葉は一切掛けなかった。活動が停滞している場合に限って、行動を

引き出すために、「何を表したいのJrどんな音を鳴らしたいの」と声を掛けたぐらいで、

あとは自由にさせた。

毎回の演奏開始時や演奏終了時には、「どんな嵐に鳴らしたのJr何を表現したのJと

尋ねて、自分が音で、行っている行為を意識化させた。

また、友達の感想、を開く時間を設けたり、自由に楽器を鳴らして「楽器でどんなことが

できるのかj と、音を探求したりする時間も設けた。

このような曲づくりと歌づくりを構想するにあたって、 20世紀を代表するドイツの作曲

家で音楽教育家でもある、カール・オルフの(CarlOrff 1895-1982)の音楽教育を参考にし

た。

(2)カーノレ・オノレフ (Carlurff)の音楽教育

カール・オノレフの音楽教育について説明する。

オルフは、「エレメンターノレな音楽 (elementare Musik) Jという、独患の概念に基づい

た音楽教育を提唱している。そして、「エレメンタールな音楽は音楽のみではなく、動き、

ダンス、言葉と結び付いていて、人を聴き手としてではなく、共演者として包含する音楽

である。それは精神以前のもので、大きな形式や構成を持たず、小さな並列形式、オステ

ィナート、小さなロンド形式をもたらす。エレメンターノレな音楽は、あくまでも大地に根

ざした、自然で身体的で誰にでも習得、体験可能な、子供にふさわしい音楽であるJと述

べているは)。

Was ist weiterhin elementare Musik? Elementare Musik ist nie Musik allein， sie ist mit 

Bewegung， Tanz und Sprache verbunden， sie ist eine Musik， die man selbst tun muss， in die man 

nicht als Horer， sondern als Mitspieler einbezogen ist. Sie ist vorgeistig， kennt keine grosse Form， 

keine Architektonik， sie bringt kleine Reihenformen， Ostinati und kleine Rondoformen. Elementare 

Musik ist erdnah， naturhaft， korperlich， fur jeden erlern幽 underlebbar， dem Kinde gemass. 

それは子どもが育まれた自然や風土や言語や生活等、子どもの魂の深淵から音楽を引き

出そうとする教育である。

ここでは音楽行動の本来的性質に依拠した活動、つまり、音のみを使うのではなく、言

葉や身体の動きが本有的に結び付いている音楽を素材として即興を行い、そこで創造性を

培うことをねらいとする。また、子どもの普段の遊びから活動を出発させ、それを音楽的
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なものへと系統的に発展させていく方法がとられる。

では実際、どのような活動が行われているのか、オルフ自身が制作に関わった映像、

((Music for Children))と ((DasOrff Institut)) (4) を通して見てみる。

((Music for Children)>の映像では、最初に、 5歳か6歳ぐらいの子どもが昔から伝わる

お手合わせをして遊んでいる姿が紹介されている。唱えている言葉に意味はないが、韻を

踏んでいて響きが面白い。そこには話し言葉の自然な抑揚やリズムを生かした、言葉と手

拍子による小さな音楽が生まれている。

Eene Beene Suppra Heene / Diefe Dafe Domine・/Ecker Brosse Kaiser Noke / Zinke 

手 重
T 手 ztT 

手 $
ナ手 手 手 手ザギ 手

Zanke Draus . / 

手手

次に、子ども逮が“Ringel，Ringel Reiha"という、広くドイツに広まっている遊戯歌を歌

いながら踊り、打楽器(木琴や鉄琴やウッドブロック等)を鳴らしている様子が写し出さ

れる。ここでも歌と輪舞と楽器音が一つになった晋楽が生まれている。

更に、((Das Orff Institut>)の映像を見ると、日常の光景を短い言葉(解説ではわらべ歌

と紹介している)で表し、その言葉を音楽の素材として表現を作り出している。 7歳か8

歳ぐらいの子どもが、「ピリーが草原に座っている。鍋牛さん、仕立屋さん、餌を食べて

いる。指鳴らし、ハッタンカップj、と拾の流れの中で唱えながら、膝打ちゃ手拍子、ジ

ャンプや足拍子を行っているのである。

Billi auf der Wiesen sitzen / Hat ein' Schneck' ein Schneider fressen / schnapp. hattam kapp • 

絞膝膝 1事 日宰 庁案 1事 日書 手(ジャンプ) 足 足

映像の中の子ども達は嬉しそうな表情を浮かべて音を鳴らし歌い動作を行っている。そ

の映像を見て、子ども本来の生命力を解放した、生き生きした音楽が生まれているという

印象を受けた。

筆者はオルフの音楽教育の理念と言うより、次の1)から4)として記す、オノレフの音楽へ

のアプローチの仕方を適用して、筆者独自の曲づくりと歌づくりを考案した。

1)雷葉と動きと音楽を一体とした表現を扱う。

表現手段を音だけに限定しないことは、興味関心が様々な青年達に対応できるという実

践上の利点がある。また、それが知的障害のある青年遠の音楽行為の自然な姿であるとも

考えられる。

2)言葉、特に、擬音語・擬態語や日常の話し を曲づくりの材料とする。
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これらの言葉にはリズムや抑揚が自然に備わっていて、それ自体で音楽的素材になる。

また、青年連も普段からこれらの

3)即興表現を重視する。

に馴染んで、いるので、ある程度自由に使いこなせる。

子どもが即興で音を鳴らし歌い踊るというオノレフの活動は、筆者が考えている曲づくり

に相当する。即興では、青年達は音楽の技術的な面から解放されて自己を発揮できるであ

ろうし、内界と表現との相互作用も成立しやすいと考えた。

4)普段の遊びから音楽教育を出発させる。

遊びから活動を出発させることによって、学校の授業という抵抗から青年連を解放する

ことができるし、また、遊び(例えば、ボール遊びゃ絵本で遊ぶ)の中にある動きやりズ

ムが、音楽的なものへ発展していく過程が見えると考えた。

4 知的障害者とは

研究対象となった知的障害者とは、どのような障害や特性を持つ人なのであろうか。(1)

障害の捉え方、 (2)知的障害とは何か、という 2点から概観する O

(1)障害の捉え方

「障害」とは何か。「障害Jという言葉を辞書(広辞苑)で調べると「さわり。妨げ。

じゃまJと記されている。英語 (GENIUS英和辞典)では r(心身〕の障害Jはdisorder(心

身機能の異常や不調)、 handicap(身体障害。不利益)、 disabi1ity(病気などで能力を欠く)

等と表され、その意味は様々である。離害について一雷で定義することは難しい。

国連の専問機関である WHO(世界保健機構)が「障害j の概念を規定しているので、見

てみることにする。

WHO(世界保健機構)は1980年に国際障害分類(International Classification of Impairments， 

Disabilities and Handicaps; ICIDH)の試案(1993年以降は「試案」とし、う表現は削除)を発

表し、障害とは何かを検討してその概念的モデルを提示した。ここでは図 1の国際障害分

類1980年版)(勺こ示すように、障害を疾患または変調 (Disease or Disorder)→機能障害

(Impairment)→能力障害(Disability)→社会的不利 (Handicap) という構造で分類し、「疾病

による心身の変調から障害が発生し、そのi嘩害はまずく機能障害>が起こり、そこから<

能力障害>、<社会的不利>へとつながっていく J(6) という関連になっている。

図 1WHOの国際降客分類

Disease 一一一一一一~ Impairment一一一一一→ Disability一一一一一一歩 Handicap
or Disorder 

疾患
または変認

機能障害 能力隊客 社会的不利

¥¥  
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この概念は障害があることは病気であり、社会に適応していくためには障害のある状況

からの回復や治療が必要であるという、「障害」にのみ着目した内容になっている。

そのことに対して反省がなされ、 2002年には障害に対する負のイメージの払拭や人権の

立場から、『国際生活機能分類一国際障害分類改定版(International Classification of 

Functioning， Disability and Health; ICF) ~が新たに発表された。園 2 に記すように、 r((障害》

という表現を《健康状態》という表現で示している。その《健康状態》を《心身機能・構

造》、《活動》、《参加》と 3次元で表し、それぞれが棺互に作用しており、また環境因子

や細入国子といった背景因子を重視しているjヘ
図2国際F彦容分類改定版

Health condition健康状態

(disorder or disease) (変錦または病気)

! 一寸
Body Functions and _一一一一一 Activities Participation 

Structures 活動ー 参加

心身機能・身体構造

し-

個人因子

ここでは環境を含む人間同士の関係に目を向けた内容となっている。障害者個人の行動

を改善するのではなく、障害を軽減させるために環境整備を行ったり、周囲の人々の障害

に対する見方を変化させたり、あるいは、障害者自身が自分に自信と尊厳を持って生きる、

というようなことが重視されているほ)。

つまり、障害の見方や捉え方は社会の人々や環境のあり方と深く関わっているというこ

とである。

このような障害の捉え方の変化の背景には、ノーマライゼーション (normalization)の概

;念の普及や、「障害者の権利宣言(1975年12月9日に第30回国連総会で採択)J等の、障害

者観の時代的変濯が関わっている。

「ノーマライゼーションj の概念とは、「障害者が他の市民と問様に社会の一員として

種々の分野の活動に参加することができ、すベての人がノ、、~白-一一一-一一一一-由-一-白凶凶白白-白

していこう」ド(凶川9幻)とする考え方である。この言葉を最初に生み出したのは、デンマークの

社会省行政官であったニノレス・エリック・パンク・ミケノレセン (NielsErik Bank-Mikkelsen 

1919-1990)で、彼は「ノーマライゼーション」という言葉と思想をはじめて盛り込んだ、

デンマークの r1959年法Jを成立させている。

また、 f障害者の権利宣言Jには「障害者はその人間としての尊厳が尊重される生まれ

ながらの権利を有するJ(問)という内容が盛り込まれていて、「障害のある人の権利に対し

ての明確な意識化J(11)が主張されている。我が国ではこの「樟害者の権利宣言j が採択さ

門
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れた12月9日を、「障害者の日Jにしている。

このような障害者施策の取り組みは、 1983年の f臨連・障害者の10年J、更に、 2002年

の「アジア太平洋障害者の10年」へと引き継がれていく。

障害者施策の動向は、我が国で1993fJ三(平成10年)に制定された印章害者基本法Jに見

られるように、権利の宣言から f障害者の自立及び社会参加の支援J ([2)へと、主張が変化

してきている。吏に、 2005年(平成17年)には障害者運動の深化を受けて、障害者の自立

支援推進を図る「障害者自立支援法j が施行されるのである。

障害のある児童・生徒の教育においても同様で、我が由のこれまでの教育の宿り方では

充分でないとして、「特別の指導を特別の場Jで行う「特殊教育j から、「障害のある児

・生徒等の視点に立って、一人一人のニーズ、を把握し必要な支援を行う」という「特別

支援教育Jへの転換を図っている。そのために、「教育、福祉、医療、労働等が一体とな

った相談支援体制を整備し、乳幼児期から学校卒業にわたって(略)、棺談と支援を行う

ことが必要であるJとしている問。

つまり、障害者観の国際的動向を踏まえて、障害のある児童・生徒の学習や発達を、個

人のニーズに応じてこれまで以上に充分、保証しようとする改革がなされているのである O

(2)知的障害とは何か

次に、 f知的障害j について、①知的障害の定義、②知的障害の原因、 ③知的障害の

程度、@知能の発達的特徴、⑤知的障害者の心理的特性、という側面から概観する。

①知的障害の定義

我が国で現在「知的障害Jと言われている用語は、以前は「精神薄弱Jという用語が使

われていた。しかし、「精神薄弱Jという用語は人格全般に問題を有するかのような響き

があり、誤解や偏見を生じ安いという批判がなされ、問題視されていた。日本精神薄弱者

福祉連盟は用語問題についての検討を重ね、 1993年の11月に「精神薄弱」に代わる用語を

「知的発達障害」または、それを館略化して「知的障害とする」と決定した。 1999年4月

からは精神薄弱者福祉法や障害者基本法等、すべての法律上の表記が「精神薄弱Jから「知

的障害」に変更された川。

では、「知的樟害Jとはどのような障害なのであろうか。我が国では「知的障害Jの法

令上の一般的な定義、また、教育や福祉や医療の分野に共通した定義は存在しない。そこ

で、障害児教育等を専門とする研究者の中野善達の見解と、文部科学省特別支援教育科が

2002年(平成14年)に知的障害の概要として出した内容を紹介する。

中野は次の 3つの条件が揃っている場合を「知的障害Jとする。「第 1に知的機能が明

らかに平均より低いこと、第 2に適応行動に障害があること、第 3にこれらが18歳までに

現れることである。(略)知的に明らかに低いとは、個別知能検査で平均より 2SD (Standard 
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Deviation標準偏差)以上低い、 IQで言えばおおよそ70以下を言う。(略)適応行動の障害

とは(略)、乳幼児期では感覚運動機能、意志の伝達能力、身辺処理能力、社会性等の発

達、児童期・青年前期では学業に関する能力、金銭や時間感覚、自己統制力、社会的相互

関係に関する能力の発達、成人期では(略)職業と社会的責任の遂行能力が評価の対象と

なる。知的障害は測定知能と適応行動の双方の障害が18歳以前に発現した場合をいうので

あり、知的発達の遅れのみでは知的障害とはいわない(略)0 J (15) 

また、文部科学省特別支援教育課から平成 14年 6月に出された、「就学指導の手引きj

においては、

知的障害とは、「発達期に起こり、知的機能の発達に明らかな遅れがあり、適応行動の

困難性を伴う状態Jをいう。「発達期に起こり」とは、発達期(一般的には18歳以下)以

降のけがや加齢による知的機能の低下による知的機能の障害とは区別されることを意味し

ている。知的機能は認知や言語などにかかわる機能であり、「知的機能の発達に明らかな

遅れがあり j とは、精神機能のうち、情緒臨とは区別される知的屈に同年齢の子どもの平

均的水準より、明らかに遅れがあることを意味している O 適応行動は、「他人との意志の

交換Jr日常生活や社会生活Jr安全Jr仕事Jr余暇利用j 等に関する機能として考えら

れ、「適応行動の閤難性を伴う状態Jとは、適応行動がその年齢で一般的に要求される状

態までに至っておらず、全体的な発達の遅れとして現れていることを意味している州。

と述べている。

この他に、世界の知的障害者の教育や福祉に大きな影響力を持つものとして、アメリカ

精神遅滞学会 (AmericanAssociation on Mental Retardation: AAMR刻)やWHOの定義がある(“仰川lげ川7η)

以上見てきたように、定義には分野や組織や学会等によっても理念的な背景が異なるた

め、若干の相違はあるが大きな違いはない。また、定義そのものも「障害の捉え方」の項

目で述べたように、その時代の要請に応え修正が加えられていく現状がある。

そのような状況において、本論では知的障害とは、中野善達の定義と文部科学省特別支

援教育課が出してきた見解を併せ持つものとして捉える。

②知的障害の原因

中野によれば、知的障害の原因として、生理的要菌、病理的要因、心理・社会的要菌に

分類する考えがよく用いられていると言う。

生理的要因とは、知能レベノレ規定にかかわる多くの遺伝子の組み合わせが、知的障害に

相当する低い知能を引き起こす場合である。病理的要理として遺伝要因(ダウン症候群に

見られるような染色体異常や、フェニールケトン尿症等の先天代謝異常等)や、外的要因

(個体発生の過程で脳を障害する感染・中毒・外傷等の要因)がある。心理・社会的要因

として知能の発達にかかわる様々な学習刺激の質と量が乏しかったり、不適切である場合、

知的発達が遅れ知的障害をもたらすことがある、と中野は言っている川
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③知的障害の程度

知的障害の程度は知的能力(知能テスト等)や適応行動能力(社会生活能力検査等)州

の両面から把擢できる。しかし、これらの測定数値は一生の聞を通じて不変なものではな

く、環境や情緒的な要因によってもテスト結果は影響を受けるし、知能テストの結果と社

会生活能力検査の結果が必ずしも一致するとは限らない。そのために、これらの検査結果

は障害の程度を分類する単なる指標であり、絶対的なものではない。

中野は2005年にアメリカ精神医学会 (APA American Psychiatric Association) から出され

た精神疾患診断マニュアノレ第W版 (DSM-N-TR Diagnostic and Statistical Manual of Mental 

Disorders)や、 1992年に世界保健機構 (WHO)の国際疾病分類 OCD-IO)から出された f知

能遅滞の程度と診断基準Jを参考にして、 IQ50-----70が軽度精神遅滞(程度知的障害者)、 IQ

35-----50が中皮精神遅滞(中度知的障害者)、 IQ20-----35が重度精神遅滞(震度知的障害者)、 IQ

20以下が最重度精神遅滞(最重度知的|障害者)と、おおよその分類をしている。

中野作成による、知能遅滞の程度と診断基準の IQレベル(DSM剛 N-TR， 2005， ICD-IO， 

1992) を表 1として示す(20)。

差是1 主，1能遅滞?の稜皮と診断基準の IQレベノレ<OSM-IV-TR，2005， ICD舗10，1992)

知能遅滞の程度 DSM-JVのJQレベル JCD日10のIQレベル

程度 1若干申遅滞 50-55からおよそ70 50から69

"TI!主(中毒事)務神返様 35-40から50-55 35から49

玄皮務祢返滞 20--25から35-40 20から34

査を震度j尉申遅滞 20-25~;J，下 20未満

④知能の発達的特徴

健常者といわれる人の発達的諸機能は個人によって差はあるが、一定の系統的発達パタ

ーンを踏みながら形成されてし、く。また、発達的機能が開発される)1頃序には一定の筋道が

ある。例えば、キース・スワンウィック (Keith Swanwick) は、音楽的発達は2才ぐらま

では純粋に感覚的に昔素材と関わりを持つ、 3歳から 7歳ぐらいまでは音楽的なでたらめ

弾きやで、たらめ歌いが自立つ、 8歳から 13歳頃になると音楽の慣用的な語?去を用いて曲を

作ろうとするような、「大人の1辻界に合わせようとするJ欲求によって特徴づけられる、

J...吉宏人 (21)
ιー"にコノ 。

知的障害のある人の発達は緩やかで清報の保持能力も弱く、健常者と同じ時期に同じよ

うなことが出来るようになるのは難しい。しかし、基本的には健常者と呼ばれる人逮と問

じような発達的傾序で能力が育っと言われている。つまり、発達の筋道そのものは原則的

には同じである o

⑤知的障害者の心理的特性

ハU
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思考や心理的特性については知的能力によって思考レベルも異なり、また、情緒発達の

未成熟や偏り等があって、一言で述べることは難しい。コミュニケーションが苦手、頑回

で融通がきかない等とマイナス面が強調されたり、純粋で素直、真面白等と美化されたり

することもある。

筆者が分析対象とした青年達の場合、抽象的・総括的に物事を理解することは難しいが、

具体的な事柄であれば筋を追った理解が可能であると思われた。調理実習を行った時のこ

とである O 社会生活年齢が10歳程度の安男(依名)は、ビニール袋に入った「もやし」を

袋ごと水につけて洗っていた。包丁を使う場面では刃先を上に向けて切ろうとしていた。

しかし、教師が見本を見せると正しくできた。具体的な指導が必要なのである。

5 先行研究

知的障害者の音楽行為に関する研究はどのような状況にあるのだろうか。知的障害者の

音楽行為を、「障害者の芸術活動j をも含めたl幅広い観点から捉えて、先行研究を概観す

る。その上で、本論文の独自性がどこにあるのかを考える。

(1)障害者の芸術活動に関する研究状況

障害者の芸術活動の研究は、主に、①障害者の芸術(音楽)教育 (2へ②障害の特性と

術、③芸術と福祉(アウトサイダー・アート((Outsider A託》やアーノレ・ブリュット ((ArtBrut>) 

等)等の側面からなされている。

①障害者の芸術(音楽)教育

障害者の音楽教育の研究は音楽的発達に関する研究や、指導法の研究(指導のねらいを

どこにおくか。教材の選択をどう行うのか。支援をどう行うか。交流の場をどう設定する

か、等)を中心になされている。

前者には、特別支援学級の知的障害児に音楽に運動(手拾子や足ぶみ)を合わせる同期

活動をさせて、リズム・パターンの種類によって同期反応がどう違うのか、また、児童個

々によって同期の状況はどうかという調査を行って、その上で教材の選択や指導の仕方に

ついて検討した斉藤一雄の研究がある (2:j)。後者には、子どもの発達の視点に立って、

どもに応じた指導のねらいをどう定めるか」を論じた遠藤恭子の研究 (24)等がある。

特に前者は知的樟害のある人の音楽行為を見る、という意味で本論文と重なるところが

ある。しかし、斉藤は演奏上の運動スキノレを問題にし、本論文は内面(イメージ等)と関

わった表現を見ていく点で、両者は異なる。

②障害の特性と芸術

障害の特性と芸術については、障害のある人が作る音楽や描く絵画に光をあてて、その

宅

j
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芸術の可能性をポ唆したり、障害の特性と作品の特徴との関連について論じる研究がある。

代表的なものとして、佐藤慶子の W3i感の音楽一音のない音楽への扉-Jlや、奥平俊六

の「自閉症の人はなぜ篭車が好きなのか一絵画作品を手がかりに一」をあげることができ

る。

佐藤は音楽を耳のためにのみあるのではなく、眼でみたり手で触れたりして、五感で感

じるものとして捉える。そして、既存の音楽観を見直し、音楽とは何か、音のない世界の

音楽とはどういうものか、聾者と聴者が共有できて、しかも音楽として自立し得る音楽と

はどういうものか、を追求している(却。

奥平は自閉症の人が描く絵画作品を手掛かりに、「自閉症の人はなぜ篭車がすきなの

か」、を論じている制。

これらの研究は轄害のある人の芸術に光をあてるという意味で、本論文に近いものがあ

る。しかし、対象とする障害の種類等は異なる。

③芸術と福祉(アウトサイダー・アートやアール・ブリュット)

最近、芸術と福祉を結び付け、障害者の芸術活動を社会の中に椴づかせようとする運動

が活発に展開され、注目を浴びている。

その代表的な研究として、奥平俊六の「コミュニティ・アート美術部門の活動ーアウト

サイダー・アートをめぐってJ(27)や、服部正の「日本の福祉施設と芸術活動の現在一アウ

トサイダー・アートと障害者アートのはざまでJ(28)や「アーノレ・ブリュットと日本j 側、

がある。

奥平は「アウトサイダー・アートーその解釈と公開-Jをテーマとして、障害のある人

の美術をどう解釈し、それをどう社会に提示していくのかを、現場の実践に携わっている

人と共に検討している。

この研究は本論文と研究の対象は美術と音楽というように異なるが、障害のある人の芸

術をどう解釈するのか、という点において共通するところがある。

また、服部は「アウトサイダー・アートの出自と現在の位置」について論じている。障

害者の芸術活動が注目を浴びる現代において、アウトサイダー・アート等の活動の展開の

控史を知っていることは重要であると考えるので、次に、報部の研究を紹介しておく。

「アウトサイダー・アート」とは、服部によれば、美術学校などで正規の教育を受けて

いない人が制作した美術作品のことをさす。しかし、作品の多くは知的障害のある人、自

閉症やダウン症の人、精神疾患を有する人等、障害者福祉とつながりの深い人達によって

制作されたものである。

それは1900年代初頭に精神室学の領域で始まり、 1920年代のヨーロッパにおいて、超現

実主義者と言われるシュノレレアリスト(S urrealist)によって注目された。アウトサイダー
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-アートはその持代に評価を得ていた芸術よりも、先鋭的で反体制的なもの、未知の前籍

的なものとして捉えられた。フランスの美術家ジャン・デュビュッフェ(Jean Dubuffet 

1901-1985) は、このような芸術を fアーノレ・ブリュット(生の芸術)Jと名付けた。

現代社会においてアウトサイダー・アートはその出自に反して、社会福祉と深い関係を

持つ。 1971年の国連による「知的障害者の権利宣言」の採択、 1983年の「障害者の10年」

の取り組みがあって、障害のある人が社会参加する 1つの方法として芸術活動が意識され、

彼等の作品への関心が高まった。

自本においてアウトサイダー・アートは、芸術によって福祉を社会化するという目的を

持って展開されていった。先駆的な動きとして1955年前後、精神科医の式場経三郎が知的

障害のある貼り絵画家の山下清を世に出した。その目的は福祉の社会化にあった。この時

代では作品が芸術的に価値があるかどうか、その良し悪しは問題ではなかった。また、福

祉施設にとって芸術は一貫して「教育Jの鰐題でしかなかった。

1990年代に入ると、障害のある人の社会参加が進んだことが契機となって、福祉施設で

の芸術創作活動が盛んになった。 1995年には奈良県の財団法人たんぽぽの家と、日本障害

者芸術文化協会(現在のエイブル・アート・ジャパン)が共同で、「エイブワレ・アート・

ムーブメント ((ableart movement)) Jという運動を展開し、日本各地で啓発活動等を行った。

それは社会福祉的な理念に基づくものであった。

2000年以降、福祉施設での創作活動は一般的になったが、この活動を「美術j と呼ぶこ

とはなく、障害のある人の社会参加を促すことができる創作活動として、 fアートJとい

う言葉が用いられた。その中には、手織りの布の製造やカレンダーの原画を措くこと等が

含まれ、商品生産の領域に近いものが少なくない。特徴的なことは美術の観点からの評価

や批判が存在しないことである。

服部は以上のようにアウトサイダー・アートの出自と現在の位置について述べている。

次に、 fアーノレ・ブリュットj の活動についてであるが、これは先述したように、フラ

ンスの美術家ジャン・デ、ユビュッフェが生み出した言葉で、「反文化Jr皮権威主義Jr反

アカデミーJ(30)として構想されたものである。デュビュッフェは、「アール・ブリュット」

を、「芸術的教養に毒されていない人々が制作した作品をさすことばだ。(略)作者が自

分自身の衝動のみから始め、あらゆる段階においてすべてを自分自身で再発見した、完全

に純粋で生の芸術だJ(31)等と定義している。

このような fアーノレ・ブリュットj の活動に対して、服部は、「し、わば文化的芸術に対

抗するイデオロギーとして構想されたもので、デ、ュビュッフェの審美眼が選んだ作品に基

づいてJ概念を構築するものであり、社会運動ではなく美術運動であるJωと言う。

以上をまとめると次のようになる。
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アウトサイダー・アートは20世紀の初期に精神医学の領域で始まり、未知の前帯的な芸

術として捉えられていたが、現代においては社会福祉と深い関係を持って展開されている。

一方、アーノレ・ブリュットは社会運動ではなく美術運動として捉えられている。

日本のアウトサーダー・アートは障害者福祉と抱き合わせの活動として展開されている

ので、美術運動としてのアール・ブリュットとは別のものである、と服部は述べている。

(2)本研究の特色

以上概観してきたように、捧害者の芸術活動に関する研究は、①韓害者の芸術(音楽)

教育、②障害の特性と芸術、③芸術と福祉(アウトサイダー・アートやアーノレ・ブリュツ

ト等)、等の側面に光をあててなされている。但し、②障害の特性と芸術は、③芸術と福

祉の研究と震なる部分がある。

本論文は先に述べたように、大きく捉えるとよ記の①②③のどの研究とも一部重なると

ころはあるが、このような状況の中で独自性として次の点をあげることができる。

1)知的障害のある青年達の音楽行為をあるがままに描き出す。そして、彼等の音楽行為

の独自性について考察する。

ここでは、学校の授業という社会的に整えられた環境の中ではあるが、知的賭害のある

青年達が、何らかの抑制や制約から解き放たれたときに出してくる、個としての自発的な

表現を見ていく。

2)充分な観察と、分析対象となった青年達が発する言葉に基づくフィーノレド研究である。

筆者が知的障害のある青年達に自由な曲づくりと歌づくりの授業を行い、その活動過程

を八ミリビデオカメラで詳細に録画した。その記録を筆録する。筆録に際しては、青年達

が表そうとしたことを、現れてくる音だけではなく、表情、身撮り手振り、身体動作、語

られる言葉や発せられるつぶやきなども、できる限り忠実に書き取るよう心がける。その

記録を基に、また、筆者が実践の場でつぶさに観察してきたことも含めて、考察する。

つまり、知的障害のある青年達の音楽行為の生の姿を、一貫した観察と考察に基づいて

描き出す、という点に特色がある。本研究は教育的な目的から出発したが、知的障害者の

理解という福祉的な観点からの研究にとどまるのではなく、彼等の作り出す音楽を知り、

それをどう解釈するのかに向けて踏み出す、苦楽学的研究lこ充分つながると考える。

6 論文の基本構成

本論文の基本構成は次の通りである。

第1章 絵本 rwころころころ』を題材とする曲づくりの諸事例J

知的障害のある青連年は一体どのような音楽行為を展開しているのか、また展開し得る

のか。諸事例の観察を通して彼等の音楽行為の特徴的な点を言語化して紹介する。
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資料として、 1993i!三の5月と6月に、先に述べた養護学校高等部の 1年生から 3年生(16

歳'"'-'18歳)までの男女を対象に行った、 rwころころころJの絵本から曲を作ろう」とい

う活動の記録を用いる。この活動に参加した青年遠の中から、言葉や身体の動きや音の使

い方に特徴があり、特に意欲的に活動した男女6人を抽出する。そして、 1)各自の曲づ

くりの特徴的な点を記述し、 2) その記述結果を基に、彼ら各自が身近にある言語と身体

の動きという媒体と関わって、音楽をどう生み出したのかを見ていく。

第 2章 「音楽行為にみられる言葉と音楽(曲)との関わり一擬音語・擬態語を素材と

して-J

第 1章では、絵本を素材として音や音楽が生み出される過程をみたが、すでにそこには

言葉(擬音語・擬態語やストーリー)の発生も合わせて見られた。そのことを受けて、本

では言葉からの曲づくりに焦点をあてて考察する。

言葉から音楽が発生するあり方として、I)言葉の持つジズムや抑揚から音楽を膨らませ

ていく場合、そして、 2)言葉の持つ意味から音楽を膨らませていく場合、の 2つが考えら

れる。本章ではそのうちの1)について、 1996年の 5丹8日から 6月17日まで、計10回行っ

た、「擬音語・擬態語から曲を作ろう」という活動の記録を基に検討する。分析の対象と

して、活動の中で言葉が比較的よく出てリーダーとしても活躍した3名を抽出する。そし

て、彼ら各自が言葉と音楽とをどう結び付けて曲を生み出したのかを考察する。

第3輩「音楽行為にみられる言葉と音楽(歌)との関わり一自分逮が作った詩を素材と

して-J

本章では言葉から音楽が発生するもう 1つのあり方として、言葉の持つ意味・内容から

音楽を膨らませていく場合についてみていく。ここでは資料として、 1996年の9丹と 10月

に計7閉行った、「自分逮が作った詩から歌を作ろう j という活動の記録を用いる。その

中から、特に活発に活動し邑分の力で歌を生み出した4名を抽出し、彼ら各自が言葉と旋

律をいかに結び付けて歌を生み出したのかを考察する。

第4章「音楽行為におけるイメージの働き一童話『雪渡り』の詩を素材として-J

第 1主主から第3章までの諸事例において、知的障害のある青年達の多くに、自分の内面

に導かれて曲づくりや歌づくりを震関していく姿が観察された。彼等の音楽行為をみてい

くとき、イメージの作用を抜きに語るわけにはいかない。そのことを受けて、本章では曲

づくりを行う過程で起こるイメージの働きについて、それがどのようなものなのかを考察

する。資料として、 2000年5月と6月に計 5回行った、 r(既成の)詩に曲を作ろう Jとい

う活動の記録を用いる。その中から喜々として活動し、自分の気持ちを言語で豊かに表し

た2名を抽出する。そして、彼等各自について、イメージとそれに伴って現れてくるパフ
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ォーマンスを対応させて、両者の関係を明らかにする。

第5章「知的障害のある青年達の音楽行為の独自性一身体性と言語性-J

第1章から第4章まで論じてきた、知的障害のある青年達の音楽行為には、健常者と呼

ばれる青年には見えにくい、しかし、決して奇異や異常な音楽行為という意味ではない

独特の面白さがあった。それは見ている者も一緒に楽しませたり感動させたりしていた。

そのような独特の面白さがどこにあるのか。このような観点から、知的障害のある青年遠

の音楽行為の独自性について、これまで、に扱ってきた15事例を基に考察を行う。

7 人権に対する配慮

本論文を作成するにあたっては 障害のある人達の人権に対して、①研究対象となった

人達については、基本的には知的障害のある青年という言い方で表す、②実践を行った学

校名は明らかにしない、③個人の名前はすべて仮名とする、④個人のプロフィールを記す

場合は、その人を理解する上で必要な範囲にとどめる、⑤添付する写真は活動する青年達

の様子が伝わり、しかし、傭人を特定できないよう、配慮する。

注

(1)他に、 1994年には、「人の名前から曲を作ろう J(1月と 2月)、「絵本『もけらもけら』

から曲を作ろう J(4月から 7月まで)、 1995年には「春夏秋冬の音楽を作ろう J(4月か

ら7月まで)、 1997年には「身体楽器で曲を作ろう J(4月から 7月まで)、 1999年には、

「絵本『おじさんのかさ』から出を作ろう J(4月から 7月まで)、 2001年には、「竹の楽

器で曲を作ろう J(4丹から 7月まで)と、「祭りの曲を作ろう J(10月と 11月)を行って

いる。また、 1998年には r<<ジャングノレの太鼓》という曲に動きをつくろう J(4月から

7月まで)という活動を行っている。

(2)我が国では平成元年度小学校学習指導要領に、「音楽をつくって表現できるようにす

る」という項目が、また、平成20年度告示の新学習指導要領に、「音楽づくり Jという項

目が設けられ、必ず指導するようになっている。特別支援学校の場合は、小・中・高等学

校学習指導要領に準ずる扱いである。

また、「音楽づくり Jと「曲づくり」とは似た活動であるが、筆者はこのような創作活

動においては、感覚やイメージや思考等の内面を特に重視したいと考えたので、「音楽づ

くり」とは別に「曲づくり Jと呼ぶことにする。

(3) Carl Orff 1964 Das Schu/wer，ιRueckblick und Ausblick Orff-Institut 1963 Jahrbuch. B. 

Schott's Sohne-Mainz S.16 

(4)仰lusicfor Children)) :Scrヤtedby Carl Orff， Produced by Neue Kulturfilmgesellscha丘Germany，
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English ve1'sion fo1' Canada produced by the National Film Boa1'd. 

この映像はオノレフ自身が台本を作成し、音楽プロデ、ューサーをオルフの弟子でありオノレ

フ教育の生渡の協力者で、あった、グニルド・ケートマン (Gunild Keetman) がつとめてい

る。音楽活動は MozarteumSchool of Music (Salzburg， Aust1'ia) の生徒達が行っている。

Mozarteumとは後に問所にオルフ研究所(O1'ff-Institut) が設立され、オノレフ教育の中心と

なったところである。映像で、の音楽活動はオノレフの音楽教育を典型的に表すものになって

いる。

((Das ORFf.・-INSTITUT)):Manusk1'ipt He1'mann Regne1'， Produktion Wilfried Feldhute1'， Eine 

P1'oduktion Baye1'ischen Rundfunks Studienprogramm. 

この映像はオノレフの良き理解者で共に教育に携わった、ヘノレマン・レグナー (Hermann

Regner) が台本を作成している。映像ではオルブ研究所を紹介し、そこで学生が学んでい

る姿や、子どもがオノレフセミナーのメンバーとして、レッスンを受ける姿を写し出してい

る。

尚、上記二つの映像の作成年丹は不明である。しかし、オノレブの年表(01'ff Ca1'l 1976 

Cαrl Orff und sein Werk. Dokumentation sl， Verlegt bei Hans Schneide1' . Tutzing S.283)によると

1953年に仰向』枕furKinder)Jが作成されたと記述されていることから、これらの映像も同

じ頃に作成されたのではないかと思われる。

(5) 図 1、図 2 佐藤忠 f第4章 障害とその心理的影響 I 障害と障害者JW老人・

障害者の心理一新版介護福祉士養成講座7 第 3 版-~福祉士養成講座編集委員会編集

2007中央法規 p.111

(6)昇地勝人「第 I部第 1節 障害の概念JW障害特性の理解と発達援助一教育・心理・

福祉のためのエッセンスー』昇地勝人・欄香代子・長野恵子・古川昌子編 2002ナカニシ

ヤ出版 p.11

(7)昇地勝人間上 p.11

(8)障害の捉え方については次の資料も参考にしている。

上田敏『盟瞭生活機能分類 ICF の理解と活用~ 2009韻文社 pp.5-31

厚生労働省ホームページ「国際生活機能分類一国際障害分類改訂版-J (日本語販)

くh抗p://www.mh!w.go.jp/houdou/2002/08/h0805ぺ.htm!>

(9)財毘法人和歌山県人権啓発センターより出された『人権啓発用語辞典』を参考にして

し、る。くh社p:叫/ρ/www

(仕10ω)樟害者の権利宣言(臨際連合の!樟嘩害者の権手科!せiに関する決議)((Un耐1吋由i託te吋dNations R恥es則olt凶1託財t“ωiぬO∞n 
O∞n t白heR則ig偵htおsoぱfDisabled Pe1's印onsωs心))1975年lロ2月 9日(第3叩O回国連総会決議3447)

くht抗tp下:!.ρ/八w町帆ww4.ocn.ne.吋.jp/~yama-欄欄次長.

(仕11ο)昇地勝人 20∞02p. 1口3 
(12)障害者基本法「第 1 出港民IJJ 1993 くhttp://www.houko.com/00/01lS45/084.HTM幽〉

ウ

i
t
i
 



(13)文部科学省の調査研究協力者会議は2003年3月に、「今後の特別支援教育の在り方に

ついてj の最終報告をまとめて答申している。

くhttp://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousaJshotou/018/toushin/030301.htm・> r特別支援教育J

という用語はこの報告に端を発している。そして、この本文はその報告に基づく。

(14)昇地勝人 2002p.69、及び、「厚生省(現在は厚生労働省)障害保険福祉部」から

出された、「精神薄弱を改め知的障害にJという資料を参考にしている。

くhttp://www.jinken-net.com/old/tisiki/kiso/shou/tisiki41.html>

(15)中野善達・守屋圏光『者人・障害者の心理改訂版』福村出版 2006p. 103 

(16)日本支援教育実践学会監修の『特別支援教育用語集』を参考にしている。

くhttp://shok.co.jp/ozakilwords/words/page92.html>

(17)米国精神遅滞協会の第 10瓶『知的障害:定義、分類および支援体系~ (American 

Association on Mental Retardation: AAMR， Menta! Retardation: Definition， Classification， and 

砂'stemsofStψ'[Jorts 10th Edition)では、「知的障害(原初では精神遅滞と記されている)は、

知的機能および適応行動(概念的、社会的および実用的な適応スキノレによって表される)

の双方の明らかな制約によって特徴づけられる能力障害である。この能力障害は18歳まで

に生じる。j と記述している。この定義は米国精神遅滞協会/栗田広、捜辺勘持訳 (2004)

『知的障害一定義、分類および支援体系-~ (日本知的障害福祉連盟)による。

また、 WHOの国際疾病分類第10回改訂版では (WHO，lnternationa! Statistical Classification 

of Diseases and Re!ated Health Prob!ems.・lCD-lO) r精神遅滞は精神の発達停止あるいは発達

不全の状態であり、発達期に明らかになる全体的な知能水準に寄与する能力、例えば、認

知、言語、運動および社会的能力の障害j と定義している。この定義は WHO/融道男、

中根充文、小見山実、岡崎祐士、大久保善朗監訳 (2006)WICDぺ0精神および行動の障害

一臨床記述と診断ガイドライン新訂版…』医学書院 p.236による。

(18)中野善達・守屋国光 2006pp.103-104 

(19)例えば、新版 rs幽M 社会生活能力検査Jは、身辺自立、移動(自分の行きたいところ

への移動等)、作業(道具の扱い等)、意志交換、集団参加、自己統制の、 6領域から構

成されている。

(20)中野善達・守屋国光 2006p. 105 

(21)キース・スワンウィック(訳)長島真人他『新しい音楽教育の理論的指標 音楽と心

と教育~ 1998音楽之友社 p.90

Keith Swanwick ((Music， Mind，αnd Education)) 1988 Routledge London 

(22)障害者の芸術教育と言えば音楽教育だけではなく美術教育等も含まれるが、本論文で

はテーマと関わって音楽教育についてのみ見てし、く。また、障害と音楽については音楽療

法も関係するように思うが、これは音楽を用いた治療が目的となり、本論文が追求したい

こととは異なるので言及しない。
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(23)斉藤一雄「知的障害児における歌唱教材によるリズム同期の分析JW学校音楽教育研

究~ Vol.l2日本学校音楽教育実践学会 2008pp.174-183 

(24)遠藤恭子 r4 子どもに応じた指導のねらいをどう定めるかJW障害児の音楽表現を

てる』日本学校音楽教育実践学会編 2002pp. 36-43 

(25)佐藤慶子『五感の音楽一音のない音楽への扉-~ 2002株式会社ヤマハミュージック

メディア

(26)奥平俊六「自閉症の人はなぜ電車が好きなのか一絵画作品を手がかりとして-J W芸

術と福祉ーアーテイストとしての人間-J藤田治彦編 2009大阪大学出版会

(27)奥平俊六「コミュニティ・アート美術部門の活動ーアウトサイダー・アートをめぐっ

てJ((ART AND COMMUNICATION r芸術とコミュニケーションに関する実践的研究J研

究報告書ii2009独立行政法人日本学術振興会人文・社会科学按興プロジェクト研究授業

pp.292-299 

(28)服部正「日本の福祉施設と芸術活動の現在ーアウトサイダー・アートと離害者アート

のはざまでJW芸術と福祉ーアーテイストとしての人間一」藤田治彦編 2009大阪大学出

版会 pp.241-262

(29)服部正「アール・ブリュットと日本JWアーノレ・ブジュット…パリ、 abcdコレクショ

ンより一「生命のアートだJ~ 山本淳夫編集 2009 滋賀県立近代美術館 pp.015-027
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(31)ブリュノ・ドシヤノレム、パノレパラ・シャファージョヴァ-r abcdとはJWアール・ブ
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県立近代美術館 p.009
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第l章 絵本fころころころjを題材どする曲づくりの諸事例

第 1節 曲づくりを行う青年達

知的障害のある青年は一体どのような音楽行為を展開するのだろうか。また、展開し得

るのか。本主主では曲づくりの諸事例の観察を通して、彼等の音楽行為の特徴的な点を舎語

化して紹介する。

資料として1993年の5月6日から 6丹28日まで、序論で、述べた養護学校高等部で、行った

r W ころころころ~ (1)の絵本から曲を作ろう」、という活動の記録を使用する。ここでは 1

年生から 3年生 (16歳"-'18歳)までの男女が、自発的lこAグループ(男子 2名)、 5グルー

プ(男女2名)、 Cグループ(男子4名)、 Dグループ(男子2名、女子3名)、 Eグノレーフ。

(女子3名)、に分かれて曲づくりを行っている。本章では言葉や身体の動きや音の使い

方に特徴があり、特に意欲的に活動した、 Aグループ。の義男と秀之、 Bグループ。の佳子と忠

男、 Cグループロの大分、 Dグループの友子(名前はいずれも仮名)を抽出する。そして、1)

各自の曲づくりの特徴的な点を記述し、 2)その記述結果を基に、彼ら各自はし、かに言葉と

身体の動きと音という媒体を相互に関連づけたのか、という視点から見ていく。

その場合の言葉とは、擬音語・擬態語、表したい内容と関わって発する断片的な雷葉や

ストーリー、演奏中に現れる掛け声等を雷う。身体の動きとは、表したい内容に関わって

現れてくる身体上の動きで、ここには楽器で音を出す捺に出てくる身体の動きや、動作自

体で何かの表現媒体となる動きを含む。音とは楽器から出される音響を雷う。

以下の事例に共通する事柄として、1)各自のプロフィーノレは、 1993年5月に養護学校が

実施した、新版S-M社会生活能力検査の結果によって得られた発達像(2)と筆者の観察によっ

て記す、 2)青年達の発話はすべて音声として受け止め平仮名と片仮名で記す、ということ

がある。

第2節 曲づくりの概要

この活動は1993年の 5月6日(第 1時)から、 5月10日(第2時)、 5月14日(第3

時)、 5月28日(第4時)、 5月31日(第5時)、 6月7日(第6時)、 6月14日(第7

時)、 6月28日(第8持)まで計8回行った。活動時間は第 1時から第4時までは60分程

度、第5時から第8時までは40分担度である。

「曲づくり j とは序章で述べたように楽器の音を中心として、却興でまとまりのある音
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楽作品に作り上げていく活動である。グループ活動として、それぞれ1つの作品を作るこ

とにした。

活動の展開は次の通りである。

第 1時では筆者が『ころころころJの絵本を読み聞かせた。その後、青年達は自発的に

グループを作った。そこで絵本の中から気に入った場面を 1枚"'2枚選択した。次に、選

んだ場面を 1人ずつ擬音諾・擬態語で表したり、自由に楽器を鳴らしたりした。

第 2時から第4時までの前半20分程度は全員で活動した。第2時では絵本の中の色玉に

なった積もりで自由に身体表現を行った。第3時と第4時ではドッジボール、ピンポン、

ゴムボーノレ等の転がる玉で遊んで、その表現の様態を身体で模倣した。

後半40分程度は曲づくりである。ア.先ず、グループに分かれて曲づくりをした。イ.

そのあと発表した。発表は、1)表したい場面(絵)を 1人ずつ擬音語・擬態等で表現し、

2)次にグループで横奏し、 3)その後、表したことを 1人ずつ言葉や動作等で、説明した。但

し、時間の都合で1)と3)はどちらか一方になることもあった。ウ.最後に友達の感想、を関

いた。

第 5時から第8時までは全体活動は行わず曲づくりだけを行った。曲づくりの内容は第

7時を除いて、第2時から第8時まで同じである。第7時では 1回目の発表を録音して聴

き、その後、グ、ノレーブαで相談して第2国自の演奏を行った。

活動の展開を表 1-1として示す。

表1-1 舌動の展開
|活動時間 宣車J内饗
第1時 l.筆者による絵本の読み鶴かせ。

2.グループづくり
3. 曲づくり
ア.絵本の中から気に入った場面を選択する。
イ.選楽器んだを場面を擬音語・擬態語で表す。
ウ. 自由に鳴らすc

第2時 l.全員で活動
絵本の中の色玉になった積もりで自由に身体表現する。
2.酪づくり(第7時を除いて、第2時から第8時までは下記の通りである)
ア.グループに分かれて曲づくりをする。
イ
.発表する。
1)選択した場面を 1人ずつ操音語・擬態等で表す。.
2)グループで演奏する。

3)表友達しのた感こ想と、をを言閤葉や動作等で説明する。
ウ.く

第3時と l.全員で活動
第4時 転がる玉(ドッジボール、ピンポン、ゴムボール等)で遊び、その表現の様態を身体で

模倣する。
2.曲づくり(第2時に閉じ)

第第5時と l.曲づくり
6時
第7時 l.歯づくり 1 (演奏を録音)

2.曲づくり 2
!第8時 l.曲づくり

活動は体育館で、行った。活動人数(16人)や活動内容からみて音楽室は狭すぎると予想さ

れたからである。

1
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授業は筆者が行い、青年連の指導に養護学校の教員 1名が付いた。筆者は曲づくりが停

滞している場合に限り、青年連の音楽行動を引き出すために声を掛けたが、あとは好きな

ようにさせて、青年達が出してくる表現は全面的に受け入れた。

準備物として、絵本『ころころころJ、図形楽譜(絵本を一枚ずっぱらぱらにしたも

の)川、転がる玉(ボールやどンポン等)、遊具(坂道や梯子等)、楽器(打楽器《簡易打

楽器、 ドラム類、オルフ楽器》、ピアノ、弦楽器《ギター、ダブ、ノレベース》、リコーダー

《ソプラノ、アルト、テナー、パス>>)等を用意し、青年達が自由に使える場所に罷いた。

関形楽譜(絵本のコピーの縮小版)を次頁に添付する。

第3節 曲づくりの諸事例

ここでは6人の曲づくりを、(1)義男、 (2)秀之、 (3)佳子、 (4)忠男、 (5)大介、 (6)友子

の順に見ていく。

(1)義男の事例

義男は高等部 1年生 (16歳)である。ダウン症候群(先天性染色体異常症の一種)によ

る知的障害があり、新版S-M社会生活能力検査によると、社会生活年齢は 9歳程度、意志交

換は10歳程度、集盟参加は8歳程度、自己統制は8歳程度、身辺自立は10歳程度、移動は12

歳程度、作業は10歳程震である。また、彼は普段から言葉で自分の内面を表したり、想像を

膨らませてお話の世界に浸ることが好きな青年である。

1.曲づくりの展開と分析

義男の曲づくりを観察を通して先敢りすれば、①断片的な音を鳴らしている、②複数の

断片的な音を連結して鳴らしている、③音にダイナミックスや速度の変化を付けて鳴らし

ている、④音と言葉と動きを結合させて総合的に表現している、という 4段階の可能性が

ある。

この段暗に即して、1)義男の曲づくりの特徴的な点を記述し、 2)その記述結果を基に、

言葉と動きと音という媒体の相瓦の関連性を見てし1く。

①断片的な音を鳴らしている

義男は仲良しの秀之と自発的にグルーフ。を組んだ。そして、色々ある絵の中から出づく

りの題材として「しゅうてんjの絵を選んだ。

この段階の特徴的なこととして、絵や転がる玉の表現の様諒を見て、独力でどんどん言

葉を出してくることがある。絵を見て「ころ ごろごろごろごろ ぐる ぴしゃんJ、と

ワムワ山
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抑揚や強弱を付けて言う。また、ボーノレを転がしながら「ごろごろごろごろJと言ったり、

ピンポンの表現の様態を fころころっとっと ころころっとっとj とリズミカノレに表した

りしている。そして、楽器演奏になると、スネア・ドラムを音源として選び、 「ごろごろ
乙又二~

ごろは言うと連打を鳴らし、 fころころっとっとj と言うと(よお3丹 )とい

うリズムの反復で鳴らしていた(第1時から第4時まで)。

この段階では、義男は直感的に絵や転がる玉から受ける感覚を擬音諾・擬態語に表した。

そして、気に入った楽器で、しかも、擬音語・擬態語の音色に{以たスネア・ドラムを音源

として濯び、擬音語・擬態語の持つリズ、ムをそのまま音に変換して、リズム・パターンを

生み出したと考えられる。

②複数の断片的な音を連結し、③その音にダイナミックスの変化を付けて鳴らしている

この段階では、絵を見て「ぐるぐるぐるぐる (cresc.)ぐるぐるぐるぐる (cresc.)ひ

ゅーしゅわ ぷ一 (dim.) Jと言うと、楽器で、はためらうこともなく、<クレッシエンドの

連打が 2回・最後の方をヂィミヌエンド(dim.)していく音の羅列・一呼吸おいて単発音>

という部分をつないだ作品を作った(第5時から第7時まで)。

この段階では、創作した擬音語・擬態語の並び方や強弱を丸ごと楽器操作に反映させて、

曲を作ったと考えられる。つまり、 「ぐるぐる (cresc.)Jという擬音語・探態語はクレ

ッシエンドの連打に、 「ひゅーしゅわ ぷー (dim.) Jという擬音諾・擬態語はディミヌ

エンドの音の羅列になった。そして、最後に止めの単発音を打っと、強弱の変化のある一

連の曲が生まれてきた。出には始まりと終止の部分があったので形式らしきものが備わっ

たと雷える。

④音と言葉と動きを結合させて総合的に表現している

この時期、秀之と 2人で絵を見て、 「かみなりでここのとめで(絵を指さして)あなあ

いてJ、という小さなストーリーを作った。そして、く次第に速く強くなる連打が3間・

「さいごのしあげだj という言葉と身体の動き・ 「それJという掛け声ーと、スネア・ドラ

ムを打つダ、イナミックな動きと、フォルテ (forte)の単発音>、という部分を連結した作品

を作った0・身体の動きとは、脇自もふらず遊具の梯子まで、走って行ってよじ差是り、梯子の

上段から大音響をたてて飛び降り、走って元の場所まで、震ってきてその周辺を一回りする、

という動作であった(第8時)。

この段階では、義男は音や絵という今ある材料を結び付けて小さなストーリーを作った。

その内容に沿って、ダイナミックスや速度の変化のある音と、身体の動きと、説明的な言

葉や掛け声を結合させた作品を作った。 rさいごのしあげた、j という説明的な言葉や、

「それj という掛け声ーは、気勢をあげて仲間と拍子を合わせようとしたところに発せられ

た。また、身体の動きは楽器ではとうてい表し切れないと思ったことを動作に助けを借切

円むつ中



た。そこに、これまでの表現を総合的に生かした作品が生み出されたと考えられる。

以上の、出づくりの展開の様相を表 1-(1)として表す。横項目には絵やボーノレや表現媒

体(言葉、動き、音)の相互の関連性を、縦項目には曲づくりの過程を記す。

表
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2. イ乍品

最終作品を次頁に譜例 1-1として表す。ピデオで録画されたものであるが、義男が表

現しようと思ったことを、実際の音だけではなく、身体動作や言葉等も出来る眠り忠実に

汲み取って、楽譜作成することを試みた。

出はスネア・ドラムの音色、擬音語・擬態語と一体となったりズム、序・中間部・終結

部という曲形式、ダイナミックス(ピアノ。クレッシエンド。フォルテ)、速度(次第に

速く。リタノレダンド)、 .，1 =160、という音楽の諸要素によって構成されている。言葉(掛
け声、説明的な言葉) ・身体の動き・音を結合した総合的な作品で、全58秒からなる。

(2)秀之の事例

次に、秀之の曲づくりを見てし、く。

秀之は高等部 1年生 (16歳)である。知的障害の抱に特に目立った障害はない。新版s-

M社会生活能力検査によると、社会生活年齢は11歳程度、意志交換は9歳程度、集団参加

は10歳程度、自己統制は 9歳程度、身辺自立は11歳程度、移動は13歳程度、作業は13歳程

度である。多感な青年で、普段でもハイハットを大音響で打ち鳴らし遊ぶ姿が見られる。

1.曲づくりの展開と分析

秀之の曲づくりを観察を通して先取りすれば、①複数の断片的な音を連結して鳴らして

円
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譜例 1-1 所用開 58秒 J = 160 

時間車由。 3 ハ
υi
 

15 20 25 30 

fかみなりでここのとめであなあいてj

dzmに速く

グロッケン

-=ごごごニ

義男 1 p一一一一一一一一一一
スネア・ドラムIJ .. IJ.I ~I-~- くり返しー
秀之

ノ、イハット

スネア・ドラム

グロッケン

fさいごのしあげだ

「さいごのしあげだj

身体の動き

遊具の梯子まで制、梯子に授り、梯子の上段かふ

音饗をたてて飛び降り、走って元の場所に戻り、 j湾、

を一回りする

「それj

「それj
J 11 

nt 

ハイハット

付
凶計一 fにせもんのパンツ

あかいのj
1I 

いる、②音に言葉を加えている、③音にダイナミックスの変化を付けて鳴らしている、④

音と言葉と動きを結合させて総合的に表現している、という 4段階の可能性がある。

この段階に即して曲づくりを見ていく。

①複数の断片的な音を連結して鳴らし、②その音に言葉を加えている

仲員しの義男と 2人で自発的にグノレーフ。を組み、曲づくりの題材として色々ある絵の中

から「しゅうてんj の絵を選んだ。

この時期、絵を見ても擬音諾・擬態語を言々ず、ボーノレ等の表現の様態を模倣する活動

でも見ているだけであった。しかし、楽器は鳴らしている。スネア・ドラムを連打や単純

なリズムで、打ったり、グロッケンをグリッサンドで鳴らしたりして 最後は「せーのーで

こりやJ~いう掛け声を発して、スネア・ドラムをフォノレテで一打した(第 1 時から第 5

時まで)。

この段階では複数の断片的な音を連結し、掛け声を発して音と言葉を結合させた曲を生

み出している。掛け声は気勢をあげて仲間と音を合わせようとしたところに発せられた。

また、精神や感情が不安定な思春期の時期にある秀之は、大音響の出る楽器を力一杯打ち

鳴らすことで、エネノレギーを発散させ、そこで生み出される大音響によって自己の存在を確

認していたと考えられる。
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③音にダイナミックスの変化を付けて鳴らしている

この時期、ダイナミックスの変化を持つ曲を作った。義男のスネア・ドラムの、<クレ

ッシエンドの連打(序) ・音の羅列(中間部) ・フォルテの単発音(終結部)>、という

曲を引き立てるように、秀之は常時ノ¥イハットを等間隔で弱く打ち続けた。また、義男の

序・中間部・終結部という曲のつなぎ自で、ピプラスラップ(打楽器の一種)を、タン・

タン・ターンとクレッシエンドさせながら打ったり、義男の音色を目立たせるように、ハ

イハットとグロッケンの音色を重ねて弱音で鳴らしたりした(第6時と第7時)。

この段措では、 2人で作る曲の全体的な音のバランスを考えて、弱音(p)やクレッシエン

ドを扱ったと蓄える。

④音と言葉と動きを結合させて総合的に表現している

この時期の特徴的なこととして、義男と 2人で「かみなりでここのとめ(絵を指さし

て)で、あなあいて」という小さなストーリーを作り、そのストーリーに沿って、<音

(序) ・ 「さいごのしあげだJという言葉、身体の動き、 「にせもんのパーンツあ一かい

のJという言葉(中間部) ・ 「それJという掛け声、ダイナミックな身体の動きを伴うフ

ォルテの単発音(終結部>という部分を連結した作品を作った。音の鳴らし方はこれまで

と大きな変更はないが、新たにハイハットをばちで撫でる奏法を開発している。身体の動

きは義男と同様の動作(遊具の梯子を目がけて走り、梯子によじ登り、その上段から大音

響をたてて飛び降り、走って元の場所まで戻ると、その周辺を一回りする)を行った。ま

た、身体動作を行いながら、 「にせもんのパーンツあ一かいのj と叫んでいる。友達をか

らかうこの言葉にはほんの少し抑揚やリズムが付けられていた。演奏終了後、秀之は嬉し

そうに「はしる とびおりるのいれた がーんといったJと説明した(第8時)。

この段階では、今ある音や絵を結び付けてストーリーを作り、その筋書きに沿って、言

葉と動きと音を結合した総合的な作品を生み出している。ここでで、発せられた ftにこせもんの

ノ~~一-司司切-司相

種でで、、秀之は歌を曲の中に盛り込むことで、活動を一層楽しめるものにしたと言える。ま

た、雷の動作は音では表し切れないことを身体の動きに助けを借りたと考えられる。掛け

声は気勢をあげようとして発せられ、ダイナミックな身体の動きを引き出している。

以上の、秀之の曲づくりの展開の様相を次貰に表 1-(2)として表す。また、秀之の場合、

自分で音を操作するだけではなく、相手の音を刺激として音楽を生み出す場面が見られた

ので、音についてはその両方から記す。

2. イ乍品

最終作品を義男の事例と一緒に譜例 1-1として28真に記す。

曲は打楽器(ハイハットとグロッケン)の音色、無拍(ハイハットをなでる。グリッサ
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ンド)と単純なリズム、序・中間部・終結部の由形式、ダイナミックス(フォノレテ)、

Jニ160の速度、という諾要素によって構成されている。言葉(からかい歌、掛け声、説明
的な言葉) ・身体の動き・音を結合した総合的な作品で、全58秒からなる。

表 1-(2) 曲づくりの展開の様相

ほ~IIな 言業

表現媒体

動き ーー幅柵帽欄明司司・ーー茸
E 自4与の姿 ! 絡患の主宰

①複数の断片的 11絵
な音を連結し、

②音に言紫を加

えて鳴らしてい

ゑ
③音にダイナミ 11絵

ックスの変化を

イ寸けて~~らして
いる

舗と言葉と動11絵+
きを結合させて

総合的に表現し

ている

(3)佳子の事例

，<スネア・ドラムの連打や単純:

!なリズム、グロツケンのグリツ

fせーのーでこりやJ: 3>0サンド・掛け持とフォノレテのー

;打>

;言葉と音の結合

:ハイハット、弱音、等間階、つ(義男の音

! J!なぎ自でどプラスラップをタン)<クレッシエンドの
:----- タン・タン・ターンとクレッシi連打(序)・苦手の緩
: エンドで :;;1) (中間部)・ブオノレ

lハイハットとグロッケンの青色(テの単発音(終結部)
: ;を重ねる、弱音

fかみなりでここの<:義男の資

とめであなあいて

fさいごのしあげだよ， rかみなりJ: <音(序)・ fさいごのしあげ;
=-rの動作ーラF iだJ、身体の拶jき、 fにせもんの:

「それJ 一一~，ダイナミッ l パンツあかいのJ (中間部)・「そ;
1クな腕+jれj とダイナミックな動きとフj

「にせもんのパーンオノレテの単発音(終結部>

ツあかいの:::>抑揚、リズム ; 

lハイハットの新たな管色 ; 
;言葉・動き・音の総合的な表現:

佐子は高等部 1年生(16識)である。知的障害の他に特に呂立った障害はない。新版s-

M社会生活能力検査によると、社会生活年齢は 9歳程度、意志交換は10歳程度、集団参加

は8歳程度、自己統制は8歳程度、身辺自立は10歳程度、移動は12歳程度、作業は10歳程

度である。音楽の時間は特に身体活動に興味を持っている。また、普段から友達と楽しそ

うに会話をする姿が見られる。

1.曲づくりの展開と分析

佳子の曲づくりを観察を通して先取りすると、①断片的な音を鳴らしている、②複数の

断片的な音を連結し、その音に動きや言葉を加えている、③音と動きを結合させている、

という 3段階の可能性がある。

この段階に却して見ていく。

①断片的な音を鳴らしている

佳子は忠男とグループを組み、 2人で「ころころころ かいだんみちJと、 「やまみち

ころころ ころころころj という 2枚の絵を選択した。

この時期の特徴的なこととして、立奏用木魚を規則正しく等間隔で打ち続けていること
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がある(第1時と第2時)。

規則正しく等間隅で打つリズムは脈拍や心拍に通じるリズムであり、佳子の心身を解放

させるほど自然なジズムであると考えられる。

②断片的な音を連結し、その音に動きや言葉を加えている

この時期、擬音語・擬態語や説明的な言葉をどんどん出してきた。絵も見ず「どんどん

どんとこしょこしょころころ(略)Jと筈う。また、絵を指で指しながら「ころころころ

で(略)さいごにマラカスいれて さいごにたいこ(太鼓)いれて さいごにはしっても

どってきますJと言う。そして、楽器演奏の際にはスネア・ドラムとマラカスを音源、とし

て選択し、<スネアドラム・マラカス・身体の動き・スネアドラム(略) >という順番に

連結して鳴らした。スネア・ドラムは心拍のように等間備で、打っている。途中で現れてき

た身体の動きとは、走って行って壁にぶつかり、また元の位置に庚ってくる、という牧恵

達が行っている動作の模倣で、あった(第3時と第4時)。

この段階では直感的に擬音諾・擬態語を出してきた。そして、演奏の際には自分が気に

入った楽器で、しかも、 「どんどんどんJという擬音語・擬態語の音色に似たスネア・ド

ラムや、 「こしょこしょJという擬音語・擬態語の音色に近いマラカスを、音源として選

択したと考えられる。また、作ろうとしている曲の構想、を諮り、大体、自分が思っている

ように曲を作っている。現れてきた身体動作は、活動がより楽しめるものになると感じて、

用いたと思われる。そのことによって音と動きを結合した作品が生まれてきている。

次に、絵を見て「ぴゅーぴゅーぴゅー・どんどんどん・ (略)Jと言うと、宮葉のリズ

ム通りにスネア・ドラムを打って、最後は「おわり j と言って曲を閉じた(第5時)。

ここでは言葉のリズムに一体化させて音のリズムを生み出している。また、音で終止を

作るまでには至らず言葉の助けを借りている。言葉と音の垣捜は低いと言える。

③音と動きを結合させている

更に「かいだんjの絵を見て、 「わたしはかいだんおりてるみたいなかんじJや、 「か

いだんのぼってダッシュしてJと語り、その断片的なお話に沿って、<スネア・ドラムを

心拍のように規則正しく打つ(枠打ちゃスネアを撫でる奏法も槌ぜる) ・身体の動き・ス

ネア・ドラムを規員IJ正しく打つ>という部分を連結して作品を作った。身体の動きとは、

遊其の梯子まで、走って行って、その階段を登って下り、また元の位置に戻ってくる動作で

あった(第6時から第8時まで)。

この段措では、今ある晋や絵や動きという材-料を結び付けて断片的なお話を語った。し

かし、音では表し切れず、あるいは、動作の方がより楽しめると考えたので、本物の階段

を上り下りする動きに助けを借りた。そのことによって音と動きを結合した作品が生まれ

てきたと言える。また、この作品は心拍のように規員Ij正しくスネア・ドラムを打っている
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ところに特徴があると言えよう。

以上の、佳子の曲づくりの展開の様相を表1ー (3)として表す。

(占、-- --、----'........山'"・p 円、 H

曲¥づ¥¥く絵句等の1、商務媒体「¥、 絵やボーノレ等
表 現 媒 体

言葉 動き 音3 1 
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t立奏用木魚等間隔

②断片的な音を連絡し、 長会 「どんどんどんとこしよこしょ; 〉;スネア・ドフム、マフカス

音に!ItIJjきや言葉告と加え ¥¥も ころころ(路)J ;等間!潟

ている 「ころころころで(賂)さいご;

にたいヤい札て、さいごにはしl皇室に向かつて走:<スネア・ドラム・マラカス
つでもどってきます」 一~，り、元の{立震に身体の動き・スネア・ドラ

l戻る(模倣)--:3'>{ム(路)> 
2 ;王子と窃Jきの結合2 

絵 ニョ‘ 「ぴゅーぴゅーぴゅー・どんど:

どんどん・」 〉 l言葉のリズムから音のリズムt 

fおわりj ;終止、言葉と音の結合
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絵¥¥
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ってダッシュして」 〉り、下り一る一等一一手h:t1)フ-・身体の動き・スネア・
t ム>

2. 作品

最終作品を譜例 1-2として記す。

譜例 1-2 所用時間 1分 42秒 J = 120-12 

時間約 0 25 50 
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スネア・ドラム って下り、走って元の佼震に戻る J~JJj-

木繁 iまiま頗次遂行

曲はスネア・ドラムの複数の音色(枠や皮を打つ音。スネアを擦る音)、有拍(主に規

則正しく打つ拍)と無拍(スネアを撫でる)のリズム、序・中間部・終結部という曲形式、

J =120-126の速度によって構成されている。音と動きを結合した全1分42秒からなる作品
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である。

(4)忠男の事例

忠男は高等部3年生(17歳)である。ダウン症候群による知的障害がある。また、場面

繊目症のため、家庭では話せるが学校では言葉を通してのやり敢りが難しい。しかし、表

情や身振り・手振りを通して、友達とにこやかにコミュニケーションを交わしている姿が

見られる。新版S-M社会生活能力検査によると、社会生活年齢は7歳程度、意志交換は6

歳程度、集団参加は6歳程度、自己統制は9歳程度、身辺自立は10歳程度、移動は9歳桂

度、作業は8歳程度である。

1.曲づくりの展開と分析

忠男の曲づくりを観察を通して先取りすると、①断片的な音を鳴らしている、という 1

段階の可能性がある。

①断片的な音を鳴らしている

忠男は佳子とグループを組む。曲づくりの題材として、 「やまみち ころころ ころこ

ろころJの絵を選択した。

この時期、絵を見ても何も言わず、絵本に描かれた色玉を 1つずつ頗番に等間隔(規則

正しい拍)で、指で、なぞ、った。そして、楽器演奏になると鉄琴をほぼ順次(上行・下行)に

等間隔で、打った。鉄琴か木零を使う音源の選択は最終屈まで変吏はない(第1時と第2

持)。

この段階で、は気に入った楽器を音源、として選択し、視覚で、捉えた形象を等間隔の指の動

きで表し、その身体感覚を楽器操作に反映させて楽器を鳴らしたと脅える。また、等間隔

のリズムは脈拍に通じるリズムであり、順次進行は単純で滑らかな音の流れであることか

ら、忠男にとって精神の安定につながる音を鳴らしていたと考えられる。

次に、高音から低音へ(右から左へ)、低音から高音へ(左から右へ)へと、左右に揺

れながら、グリッサンドを等間隔で連続的に鳴らした(第3H寺と第4時)。

規則正しく拍を刻むリズムをパルスのリズムと呼ぶならば、規即正しくグリッサンドを

繰り返す線的なリズムは呼吸のリズムに似ている。脈拍や呼吸に調和させた動きは、心身

を解放するほど自然な動きであると考えられる。そこで生み出される音は、まさに肉体に

備わっている生命のリズムであると言うことができるであろう。

第5時以降も曲づくりに大きな変更はなく、佳子と顔を見合わせて楽しそうに活動に興

じていた。最終的には、 1本のマレットでレレドレミファファララシ(略) ドシラソ・・

(略)と、ほぽ)1慎次に規則正しい拍を打ち、佳子が鳴らし止めると忠男も止めた。

ここではパルスのリズムを基盤とした、曲の原型と呼べるほど素朴な作品が生み出され
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たと言える。

以上の、，忠男の曲づくりの展開の様相を表 1-(4)として表す。

言葉 i 動き ;ー・“一回幽欄伊但仲間賞一司ーーー
。占I~民

。捕かれた色玉を 1つずつ等間;鉄琴(木怒)

ている 11 隔でなぞる 一一一一一一一台以順次(上行・下行)

;等間隔で拍を表.iJむ

:友右に綴れながら一一一一~I グリッサンドそ等間隔で鳴らす
:11慎次に規則I乏しく拍を打つ
:曲の原型

2.作品

忠男の作品を譜伊0-2として32買に記す。

曲は木琴の音色、有拍(等間縞)のリズム、仲間に合わせた終止、ほぽ)1国次進行、 J= 
120"-' 126の速慶、という諾要素によって構成されている。全l分42秒からなる作品である。

(5)大介の事例

大分は高校 2年生(1 6歳)である。知的障害の他に特に目立った障害はない。新版S-M

社会生活能力検査によると、社会生活年齢は10歳程度、意志交換は11歳程度、集団参加は

9歳程度、自己統制は11歳程度、身辺自立は11歳程度、移動は11歳程度、作業は10歳程度

である。思春期特有の照れや自信のなさから、表現することに戸惑いを感じているように

見受けられるが、グ、ノレーフ。による曲づくりは楽しそうに取り組んでいる。

1.曲づくりの展開と分析

大介の曲づくりを観察を通して先敢りすると、①複数の!腕片的な音を連結し、②音にダ

イナミックスの変化を付けて鳴らしている、③音と言葉、音と動きを結合させている、と

いう 3段措の可能性がある。

①複数の断片的な音を連結し、②音にダイナミックスの変化を付けて鳴らしている

大介は健と章と太郎の4人でグループを組んだ。彼等はそこで、 「さかみち ころころ

ころころころj 、 「ころころころ ころころころ(裳が描かれた道)J、 fすべりだい

ころころころJ、という 3枚の絵を選んだ。

この時期の特徴的なこととして、 3枚の絵をつないで図形楽譜のように扱ったことや、

グループの指持者として仲間が鳴らす音を使って曲を作ったことがある。先ず、 fさかみ

ち ころころ ころころころJの絵の稜線を、 「とんとんとんとんとんj と言いながら指

で、なぞった。楽器演奏の際には、大介は 1人ずつ順番に音を鳴らすよう指示した。鳴らし

方は自由である O 大介自身はフロアタム(ドラムの一種)を一打した。メンバーの断片的

d
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な音が連結したところで、大介は「大きく Jという指示を出した。そこでメンバーが)1慎番

にフォルテ(f)の断片的な音を鳴らすと、大介は「おわろかJと雷って曲を閉じた(第 1時

から第2時まで)。

この設階では、絵の中の坂道の稜線をなぞ、った線的な動きを、記号的に断片的な音の連

結に結び付けた、また、坂道の登りから受ける視覚的な感覚を音量の増加(フォルテ)に

結び付けた、と考えられる。

次に、大介達は「さかみちj と「ころころころ ころころころ(雲の道)Jの2枚の絵

を音で表すことにした。大介は、最初は 1つのパートが鳴らし、そこに他のパートが加

わって音を重ね、最後は一斉にフォノレテで、鳴らすよう指示した。大介自身はドラムを等間

隔で、打ったり、グロッケンのグリッサンドを鳴らしたりしていた(第3持)。

この段階で、は坂道を登って雲まで行くという視覚(絵)から受ける感覚を、つまり、

が増大していくような感覚を、音の重なりや音量の増加(フォルテ)に結び付けたと考え

られる。

③音と言葉と動きを結合させている

この時期、大介達は「すべりだい ころころころJの絵を表すことにした。健が絵を見

て「スキーにしたらジャンプできるj と言うと、大介は「ジャンプ5かい ころがる 3か

い(略)Jと言う o そして、大介は一人ずつ順番に音を鳴らし、その後は、全員でジャン

プや転がる動作を入れるよう指示を出して、曲を作った(第4時) 0 

この段階では絵からスキーをイメージした。それを音で表そうとするが表し切れない、

あるいは、身体の動きを入れる方がより楽しめると思った。そこで動作に助けを借りたと

考えられる。大介達にとって音と動きの境界はさほど意識されていないと言える。

更に、大介は絵を見て、 「ゅうえんち、ゴーカートj と言うと、音を少し鳴らした後は

遊具の坂道に登ったり、遊具の梯子に撃ったりする指訴を出したが、最終的には教室を走

り回ったりピアノの下をくぐったりする動作に落ち着いて、曲を作った。終止では「おわ

りJと言って曲を閉じている(第5時から第8時)。

この段階では今ある絵や音や動きを材料として、遊園地のゴーカートという断片的なお

話を出してきた。そして、音を鳴らした後はゴーカートに乗る動作を行うことにした。そ

のことによって、音と身体の動きと「おわり」という雷葉を結合した作品が現れてきた。

以上の、大介の曲づくりの展開の様相を表 1-(5)として次頁に記す。

2.作品

最終作品を譜伊U1 -3として次頁に記す。

曲は打楽器(フロアタム)の音色、無拍(連打)のリズム、序(音) ・中間部(動き)

・終結部(雷葉による)という曲形式、 J =132の速度という諸要素によって構成されて

戸
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いる。主に音と動きを結合した全1分30秒からなる曲である。 但し「おわり」という言葉

の音色も入っている。

表 iー (5) 的づくりの展開の様相

ごな:
絵やボーノレ等 表現媒体

~紫 s 
動き 音

φ複数の断片的 絵 〉砂 とんとんとん・・・さ...'絵の中の坂道の稜線告と指でな Bフロアタムの一打

な王子を連結し、 ¥¥主 :ぞる 〉;断片的な音をつなぐ

②王子にダイナミ 大きく 〉;フォルテ

ックスの変化を おわろか
1 

〉 :終止
付けて鳴らして ;ドラムを等間隔で打つ、グ

いる :ロッケンでグリッサンド

品会 ;音を草まねる フォノレテ

③王子と青葉と動 絵 〉 スキーにしたらジャンプ: s 

きを結合させて できるジャンブ5かい
し、る ころがる 3かし、 一一一弘;ジャンプや転がる動作一一→"...:音と動きの結合

~~ 、 ゅうえんち ゴーカート : 〉

一一台遊具の坂道や梯子に登る

:教室を走り回ったり、ピアノ:

;の下をくくれったりする一一寺旨:lll)Jきと音と fおわり Jとい

おわり ;ぅ言紫の総合

譜例 1-3 所用時間 1分 30秒..l= 132程度

時間給。 23 45 68 90 

「ゅうえんち、ゴーカートJ

大介 指揮| 音の指示

フロアタム I J 桝
動きの指示 fおわり j

一江訂-
健

鉄歪手

身体の動き

ょ1LIーくり返し ¥一一一一
教室を返り回ったり、ピアノの下を

くぐったりする 一一一一一一一一--

章

欠席

太郎

費生彩 ~r_~ 

(6)友子の事例

友子は高等部2年生(17歳)である。ダウン症候群による知的障害があり、新版S-M社会

生活能力検査によると、社会生活年齢は 9歳程度、意志交換は 9歳程度、集団参加は 7歳程

境、自己統制は8歳程度、身辺自立は11歳程度、移動は8歳程度、作業は12議程度である。

音楽が好きで、特に曲に合わせて身体を動かすことが得意である。

1.曲づくりの展開と分析

友子の曲づくりを観察を通して先取りすると、①断片的な音を鳴らしている、②複数の

断片的な音を連結して鳴らしている、③音にダイナミックスの変化を付けて鳴らしている、
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という 3段階の可能性がある。

①断片的な音を鳴らしている

友子は啓介、貴、千絵、牧恵の 5人で自発的にグ、ノレープを組んだ。そして、曲づくりの

題材としてグループで、 1枚、 「でこぼこみち ころころころj の絵を選んだ。

この時期の特徴的なこととして、ピンポンが跳ねる様態をびよーんと 1つ垂直に跳びあ

がる動作で表すと、絵を見ても一言「ひゅ…j と言い、また、楽器操作の際には木琴を

( .. 1 ~伊 )とスタッカートの単音で鳴らし、そのリズムの繰り返しで曲を作った、と

いうことがある(第1時から第4時まで)。

この段階では、垂直に跳び上がった身体の感覚を、擬音語・擬態語や音に反映させて、

リズム・パターンを生み出したと考えられる。

②棲数の断片的な音を連結して鳴らしている

この時期、友達が鳴らす際だ、つボンゴの連打に乗せて鉄琴や木琴を(Lr lr i圃
と鳴らしたり、友達の金属性マラカスのざ~ざ~という拍に合わせてグリッサンドを開発

した。そして、これら 2つのリズムを連結して鳴らした(第5時から第7時まで)。

この段階では友達が鳴らす音の動きに共振してリズムを生み出し、音の漸進性によって

これらのリズムを連結したと考えられる。

@音にダイナミックスの変化を付けて鳴らしている

この時期、友達の鳴らすボンゴとシンパルの連続音に乗って、パス鉄琴を、<基本形

(A)、変化形(A'A" . .)、終止形>、という順につないで、鳴らした。基本形(A)とは、

等間隔のリズムを打ったあとグリッサンドを鳴らすパターンである。変化形とは等間隔の

リズ、ムでは重音や皮進行を鳴らすパターンである。等間隔のリズムを打ったあとグリッサ

ンドを鳴らして、最後に終止:音を持っているのが終止のパターンである O 友子はグリッサ

ンドは優しく弱し1音で、高音と低音に離れた重音は力強い音で、中音域の重音は弱音で鳴

らした。終止は友達の「せーのj としづ掛け声に合わせて鉄琴を一打した。筆者は友子の

作品を聴いて、インドネシアのガムラン音楽のように感じた(第8時)。

この段階では、友達が鳴らす音や告身が生み出す音の動きに身体感覚を共振させて、次

々とリズムを生み出し連結した。そして、青板にかかるエネルギー量や友子自身の音楽的

感性によって、音にダイナミックスの変化を付けて鳴らしたと考えられる。また、 )1慎次進

行や反進行や跳躍による奏法によって、無意識的に音の線が生み出されているが、これら

は旋律の萌芽と言えるであろう。

以上の友子の曲づくりの展開の様相を表1ー (6)として記す。
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言葉 動き
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コー:木若手、(i ~ 凶 )という!

:スタッカートの単音とその繰i
は翠ム
j鉄祭(木琴)を等間隔で打つ4ボンゴの連打
iグ芦ッサンドを際発 4一一一↓金属製マラカスの
:これら 2つのリズムを連総-E-!-ざーぎーという

;パス鉄琴、基本形・変化形・:ボンゴとシンパノレ

1終止形 (AAν-・)の曲、 (A:の連続音

Jは等間隔のリズムとグリヲ多("rせーのJ
:ンドをつなぐs'' 

;俊しく弱い音、力強い王手、 : 

: ~.\lい音、旋律の萌芽、ガムラ 1
;ンのような音楽 匂

2.作品

最終作品を譜例 1-4として表す。

譜例 1-4

時開戦。

所用時間 1分27秒 j = 132 
15 

30 

「然言言j

友子

欽塁手

f 

PH…肝
江戸fhTihiJヰ L
'-'..札u-¥μY LL十...L..J.ごご

/ミt.iλ
1m二
往生三さ

h三に口百コーー
はt= irrf1" 

…W -----I--I--よ
f
 
b
 

lI t/ki u 
出は鉄琴の音色、有拍(等鰐隅)と無拍(グリツサンド)の

リズム、序・中間部・終結

部という曲形式 (AA'A" • •• Aは等間隔のリズムとグ、リツサンドをつなぐ)、旋律の

萌芽(順次進行、反進行、跳躍)、強い音や弱い音、広音域・
狭音域の震音、 J=132の涼

度という諾要素によって構成されている。全1分27秒からなる曲であ
る。 ブ ー
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第4節考察

以上、報告してきた絵本『ころころころ』を題材とした曲づくりの分析より、抽出した

6人の曲づくりの展開の様相を、1.曲づくりの過程、 2.言葉と動きと音の関連性とい

う視点から考察する。

1.曲づくりの過程

曲づくりの過程は、①断片的な音を鳴らしている、②複数の断片的な音を連結して鳴ら

している、③音に言葉や動きを加わえている、④音に速度やダイナミックスの変化を付け

て鳴らしている、⑤音と言葉と身体の動きを結合させて総合的に表現している、という段

階で、あった。⑤については、音として言葉や動きを得て総合的な表現になってくる、とい

うことである。①から⑤までは更に、(1)曲の原形を形成する(①~③)、 (2)曲の原形を

広げ深める(④と⑤)、という 2つの大きな段階に整理することができる。

曲の原形を形成する段階では、断片的な音を鳴らすことから始める青年もいれば、最初

から断片的な音を連結させて鳴らす青年もいた。また、音だけを媒体として曲を作る青年

もいれば、音と身体の動き、あるいは、音と身体の動きと言葉を結合させて曲を作る青年

もいた。

2.雷葉と動きと音との関連性

上記で述べたように、曲づくりにおいては、言葉や身体の動きや自分や友達が鳴らす音

を介在させて、音楽に関わっていく青年達の姿が観察された。ではそこで、言葉と音、動

きと音、言葉と動き、言葉と動きと音とはどのように関わっていたのであろうか。(1)曲の

原形を形成する、 (2)出の涼形を拡げ深める、という 2つの段階に治って見ていくことにす

る。

(1)曲の原形を形成する

曲の原形を形成する段階では、①雷葉と音、②動きと音、③言葉と動きとの間に密接な

関連が見られた。

①言葉と音

この段階では言葉として、ア.擬音語・擬態語、イ.掛け声、ウ.終止を表す言葉、エ.

からかい言葉が現れた。

その中でも特に擬音語・擬態語と音とは密接に関わっていた。

擬音諾・擬態語の音色に似た楽器を音源として選択し、擬音語・擬態語の持つリズムに
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一体化させてリズム・パターンを生み出し、擬音語・擬態語の配列通りに音を鳴らして、

曲形式の前段階と言えるほどのものを、生み出す傾向が見られたのである。

例えば、佳子は絵から受ける感覚を「どんどんどんとこしよこしょころころJと表すと、

「ど、んどんj という音色に似たスネア・ドラムと、 「こしよこしょJという音色に近いマ

ラカスを音源として選択した。

義男はピンポンが転がる様子を「ころころっとっとJと表すと、スネア・ドラムを(

治討心)と鳴らし、絵版て「ぐるぐるぐるぐる ぐるぐるぐるぐる ひゅーし

ゅわ ぷ-J と言うと、その一連の言葉の配列通りに、スネア・ドラムを連打で 2間

( rぐるぐるぐるぐる ぐるぐるぐるぐるJ)鳴らしたあと、音を羅列し(rひゅーしゅ

わ ぷーJ)、最後に終止の 1打を鳴らして曲形式を作ったのである。

②動きと音

動きとして、ア.楽器を操作する際に現れる身体の動きや、イ.対象を捉えようとする

身体の動きが観察された。これらの動きが晋と関連していた。

ア.楽器を操作する際に現れる身体の動き

身体を前後に揺すりながら等間隔で拍を刻んだ、り、左右に揺れながら等間隔でグリッサン

ドを行う姿が観察された。前者は脈拍や心拍に、後者はーまとまりの線的な音が連続して現

れることから、呼吸に調和させているように思われる。このような動きは青年連の心身を解

放するほどに自然な動きであり、そこで生み出される音は生命の音と言えるのではないだろ

うか。

「やまみちJの絵を選択した忠男は、題材を意識することもなく、ひたすら等間隔で鉄琴

(木琴)を打ち続けたり、規則正しい間縞でグリッサンドを連続的に鳴らしていた。

「かし、だんみちj の絵を選択した佳子も、スネア・ドラムを等間隔で打ち、マラカスを

等間隅で、振って、これらのリズムを基盤として由を作った。

イ.対象を捉えようとする身体の動き

表したいことを一旦、手や全身の動きで表して、その身体感覚を音に置き換えて、リズム

・パターンやリズム・パターンの連結を生み出す姿が観察された。

リズム・パターンとしての表れは、忠男と友子の事例に見ることができる。

忠男は絵の中にある色去を一つずつ等間隔で指で、なぞ、ると、その身体感覚を木琴操作に置

き換えて、等間隔のリズムを生み出した。

友子はボーノレが跳ねる様態を垂躍に 1つ跳びあがる動作で表すと、その身体感覚を木琴操

作に生かしてスタカートの(J ~際)という単音を生み出した。
リズム・パターンの連結としての表れは大介の事例に見られる。彼は絵に描かれた fさか
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みちJの稜線を指でなぞると、その線的な動きを楽器操作に反映させて断片的な音を次々と

連結させた。

③書葉と動きと音

ここでは音や絵や動きという今ある材料を結び付けて、日常生活と関わった事柄を断片

的な言葉で、語っている。その中身を表そうとするが音では表し切れず、身体の動きに助け

を借りている。そのことによって作品に、動きと音の結合が生じている。音は等間隔で

宇丁っていることが多いので、語った言葉と音がどう関連しているのかは定かではない。

佳子と大介の作品にこのことを見ることができる。

佳子は「わたしはかいだんおりてるみたいなかんじj と言うと、スネア・ドラムを主に

等間隔で、打って、その後、遊具の梯子を登り下りする動作を行った。

大介は「ゅうえんち、ゴーカートJと言いながら、フロアタムを少し鳴らし、そのあと、

ゴーカートを表す動作を行っている。

(2)曲の原形を拡げ深める

この段階では言葉と膏との需に密接な関連が観察された。

言葉とはストーリーのことである。音や絵等、今ある材料を結び付けて筋書きのあるス

トーリーを作ると、そのストーリーの内容を音で写し出そうとした。そのことがダイナミ

ックスや速度の変化による音楽的表情を生み出すことにつながった。また、ストーリーの

内容を音だけでは表し切れないので、写実的な動作に助けを借りた。そのことによって、

掛け声や動きや音を結合した、これまでの表現を総合的に生かした作品が生まれてきた。

この事例は義男の作品に見ることができる。

絵を見て fかみなりでここのとめであなあいてJというストーリーを作ると、その筋書

きに沿って、<次第に速く強くなる連打が3回・ 「さいごのしあげだJという言葉と自分

達が雷に変身した動き・ 「それJという掛け声とスネア・ドラムによるフォルテの単発音

>、という作品を作った。

注

(1)元永定正『ころころころ~ 1988福音館書肱

(2)発達像の記述はその青年を知る上で必要であると思われる範割に止める。

(3)絵本には赤、黄、青色等の小さな色玉が、 「さかみちJや「でこぼこみちj を跳んだり

跳ねたりしながら転がってし1く様子が線や幾何学模様で描かれている。それは前衛音楽で

用いられる時間や音程を表した図形楽譜のように見える。青年達には自分達が選んだ絵を、

1枚ずつカラーコピーをして持たせた。
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曲づくりを行う青年達
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第2章音楽行為にみられる言葉ど音楽(曲)どの関わり
一提音語・擬態語を素材として一

第 1節 曲づくりに連なる言葉

第 1章では絵本『ころころころ』を題材とした曲づくりの諸事例において、絵を素材と

して音や音楽が生み出される過程を見たが、すでにそこには言葉(擬音語・擬態語やスト

ーリ一等)の発生も合わせて見られ、それが曲づくりに連なっているという事態も観察さ

れた。そのことを受けて、本章では言葉からの曲づくりに焦点をあてて考察したい。

先ず、言葉から音楽が発生するあり方として、以下の 2つの場合を考えることができる。

即ち、 1)言葉の持つリズムや抑揚から音楽を膨らませていく場合、そして、 2)雷葉の持つ

意味から音楽を膨らませていく場合、である。言ってみれば、1)は作品の「形Jに、 2)は

イメージ等、作品の「中味Jに関わるものと言える。

本章ではそのうちの1)について明らかにする。

分析の対象として、 1996年の 5月8日から 6月17日まで、計10回行った、「擬音語・擬態

語から曲を作ろう j という活動の記録を用いる。この曲づくりには 1年生から 3年生(16

歳"'-'18歳)までの、男女15名が取り組んでいる。その中から、擬膏語・擬態語やストーリ

ーが比較的よく出てグノレーフリーダーとしても活躍した、陽介と幸子と春子(いずれも仮

名)の 3人を抽出する。そして、彼ら各自が言葉と音楽とをいかに結び付けて曲を生み出

したのか、という視点から分析する。

事例の分析にあたっては、1)各自のプロフィーノレを、 1996年5月に養護学校が実施した

新版S-M社会生活能能力検査の結果と、筆者の観察を通して記す。 2)青年達の発話はすべ

て音声として受け止め平仮名と片仮名で記す。

第 2節 曲づくりの概要

この活動は1996年の 5月8日(第 1時)、 5月15日(第2時)、 5月20日(第 3時)、 5

月22自(第4時)、 5月27日(第 5時)、 5月29日(第 6持)、 6月2日(第7時)、 6月l

O日(第8時)， 6月17日(第 9H寺)、 6月19日(第10時)、に行った。 1回の実施時間は6

0分程度である。

「曲づくり j とは序論で述べたように、主に楽器による音を操作して、即興でまとまり

のある音楽作品に作りあげてし1く活動である。ここでは仲良しの4名から 5名程度でグノレ
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一プを組み、それぞれ 1つの作品を作ることにした。

活動の展開は次の通りである。

第 1時では全員で活動した。各自が自由に擬音語・擬態語を発したり、仲間同士でそれ

らをつないだり、擬音器・擬態語に合わせて身体の動きを作ったりした。第2時ではグル

ープづくりを行った。全15名の青年達は自発的に、幸子グ、ループ(4名)、陽介グループ(5名)、

恵グ、/レープ(6名)に分かれた。そこで擬音語・擬態語を作った。何かを意味する言葉でも、

あるいは、意味のない言葉でも、また、グ、ノレープで 1っとは眼らず複数でもよいことにし

た。擬音語・擬態語が決まると平仮名や片仮名や絵で色画用紙に描いた。その後、クツレー

プごとに作った擬音語・擬態語を発表した。第3時から第10時までは曲づくりを行った。各活

動の前半約30分はグ、ループに分かれて行い、後半約30分は発表した。発表では、ア.最初、表

したいことを 1人ずつ言葉や動作で説明し、イ.次にグ、ノレープで演奏を行い、ウ.その後、

表したことを 1人ずつ説明した。但し、時間の関係でアとウの活動はどちらか片方とした。

エ.最後に友達の感想を聞いた。曲づくりの内容は第8時を除いて毎回同じである。第8

時は 1回目の発表演奏を録音し、それを聴いて話し合い、 2回目の発表を行った。

活動の展開は表 2-1として示す。

仇 ιd ム 世評'..JV/  I~与も " 

活動時間 活 動 内 容
第1持 1 .全員で活動

ア.各自が自由に擬音語・擬態語を発する G

イ.作った擬擬音態語・擬態語を仲て身間体同士の動でつなを作ぐ。るo
立.擬音語・ 語に合わせ き

第2時 1. グループづくり
ア.自発的にグループを組む。
2.擬音語・擬態語づくり
ア.グ、ノレープで探音詩・擬態語を作る O

エウ 作作っったた提擁音音語語・・擬擬態態語語をを、発平表仮す名るや片仮名や絵で色画用紙に描く。

第 3時か 1 .曲づくり
ら第 7時 ア.グループに分かれて曲づくりをする。
まで イ.発表する(発表内容は第 8時を除いて、第 3時から第 10時ーまでは

同じ)。
1)表したいことを 1人ずつ言葉や動作で、説明する。
2)グループで演奏する0--，
3)表したことを 1人ずつ説明する(但し、1)と 3)はどちらか片方)
ウ.友達の感持を聞く立

第8時 1. 曲づくく り1 (演奏を鍛音)
2. EIbづり 2

第第9 時 1.曲づくり
10時

活動は体育館で、行った。音楽室は活動人数(15名)からして狭すぎると予想されたから

である。但し、第8時(6月10日)は学校行事の都合で体育館が使用できなかったので、

戸外の広場で、行った。

授業は筆者が中心になって、他に養護学校の教員 2名が青年達の指導に付いた。筆者は

活動が停滞している場合に限って、青年連の行動を引き出すために声をかけたが、あとは
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一切干渉せず、彼らの出してくる表現はすべて「個性的ですばらしいもの」として肯定的

に受け入れた。

楽譜と楽器を用意した。楽譜とは、青年達が色画用紙に平仮名や片仮名で描いた擬膏語

・擬態語や絵である。楽器として打楽器(簡易打楽器、ドラム類、オルフ楽器)、ピアノ、

弦楽器(ギター、ダブルベース)、リコーダー(ソプラノ、アノレト、テナー、パス)を用

意し、青年達が自由に使える場所に置いた。

第 3節 曲づくりの諸事例

曲はどのようにして生まれてきたのであろうか。そこで、言葉と音楽はどのように関わ

っていたのであろうか。以下に、(1)陽介、 (2)幸子、(3)春子、の曲づくりを見ていく。

(1)陽介の事例

陽介は高等部 3年生(17歳)である。知的障害の他に目立った障害はない。新販S-M社

会生活能力検査によると、社会生活年齢は13歳程度、意志交換は13歳程度、集匝参加は13

歳程度、自己統制は13歳程度、身辺自立は13歳程度、移動は13歳程度、作業は13歳程度で

ある。何事に対しても真面白で一生懸命取り組み、高等部のリーダーとして活躍している。

特にスポーツが得意である。

1.曲づくりの展開

陽介の曲づくりを観察によって先取りすれば、①擬音語・擬態語を作る、②曲の涼形を

形成する、③曲の掠形に特徴を付ける、④曲に音楽的表情を付ける、という 4段措の可能

性がある。

陽介の曲づくりの展開をこのプロセスに沿って説暁する。

①擬昔語・擬態語を作る

陽介は仲良しの 5人でグループを組み自発的にリーダーとなった。そして、誰とも相談

せず 1人で提音語・擬態語を作った。発表時には自分が今、関心を持っている事柄を、擬

音語・擬態語とストーリーとして同時に出してきた。ここには身振りや手披りの動作も付

いていた。

では、彼はどのような擬音語・擬態語を作ったのであろうか。

陽介は大きな目を見開いて、「かたな〔刀〕とじゅう〔銃〕とにぶら〔不明〕がたたか

っているj、「せんごくじだい」、「だだだだだだだだだ・・・・ばーん(mf) ばーん(合

ぐさつ あ一一」と、胸を突き刺す身振り等を付けながら言った。
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他のメンバーは、「やがとぶおと ぼーん」等と言っている。彼らはこの擬音語・擬態

語を、楽譜として色画用紙に平仮名や片仮名や矢の絵で書いた(第 1時と第 2時)。

陽介グループが作った楽譜

擬音語とは音響・音声を真似て作った語(1)、擬態語とは状態・身振りを真似て表す言葉

であるへ 擬音語・擬態語とストーリーはもともと直結していて、擬音語・擬態語を発す

ることは、その言葉が生ずる状況を思い浮かべることになる O そのためにこれら 2つの言

葉は同時に出てきたと考えられる O また、プリミティブな表現では言葉と動作が一体にな

っている場合がよく見られる。

②曲の原形を形成する

いよいよ曲づくりである口陽介は先ず曲の原形を作った。それは擬音語・擬態語の音色

や、擬音語・擬態語の持つリズムや、擬音語・擬態語の並び方から生み出された。

事例を通して説明する D

陽介はサスペンデッド・シンバルを音源として選んだ。そして、サスペンデッド・シン

パルの中央を連打した後、 一音ずつ、タン、タン、ターンと打った。それを基本のパター
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ンとして、連打で、は音板の縁に沿って打つ変化形や、連打のあとに終止の音を 1つだ、け打

つ終止のパターンも作った。それらを、基本のパターン・これを変化させたパターン・終

止音を持つパターン、という傾につないで鳴らした(第3S寺前半)。

この段階では、ストーリーと擬音語・擬態語を発することが、銃の鳴り響く戦場を思い

浮かべさせることにつながった。そこで彼はこの場の雰囲気に合う、しかも、「だだだ・

.・ばーん・・・ばーん・リという擬音語・擬態語の音色に近いサスベンデッド・シン

バノレを音源として選び、擬音語・擬態語のリズムを丸ごと音に変換して、リズム・パター

ン(リズム・フレーズ)を生み出した。それを基本のパターンとして数種類のリズム・パ

ターンも作った。そして、音楽を構成する材料が揃ったところでこれらをつないだ。その

曲には始まりの部分と終止の部分があったので、形式らしきもの(形式の前段階と呼べる

ほどのもの)が備わった、と考えることができる。

③曲に特徴を付ける

陽介は曲の原形を形成すると更にその曲に特徴を付けた。ここではストーリーの創作が

重要な役割を担った。今ある材料(擬音語・擬態語や音や楽譜)を結び付けてストーリー

を作ると、そのストーリーに出てくる音響や場の状況を、まるで本物のように音で写し出

そうとした。そのことがダイナミックスや速度の変化、テクスチュア、新たなワズムなど

の音楽的諸要素の働きとして曲において現実化され、曲に特徴が付いた。

陽介は「せんそうをイメージしましたJ、「ダイナマイトはくりよくがあるJ、「だだだ

だだだだだだ・・ (cresc.) ばーん(mf) ばーん(mf) ばーん(の 」と言うと、サスベ

ンデッド・シンパルの連打をクレッシエンド(cresc.)しながら、しかも、全体的に強い音

で鳴らした。そのことで、ダイナマイトが爆発するかのような雰囲気が曲に生じてきた。

また、陽介は「せんそう まりこさんのや(矢)を〔ダイナマイトと〕どうじにイメー

ジしましたJと言うと、ダイナマイトに対応させたサスベンデッド・シンパノレの音と、ま

り子が鳴らす木琴の矢が飛ぶ音を問時に鳴らした。

更に、陽介は「たたかいや うまのなきごえとか かくとうぎ〔格闘技〕とか イメー

ジしています」と言うと、新たに馬の「ひひーん」という噺きを模したリズムを作って鳴

らした(第 3時後半から第6時まで)。

つまり、ストーリーに出てくる音響を表そうとしたことがダイナミックスの変化に、複

数の状況を表そうとしたことが音の重なりにつながった。また、新たなストーリーを付け

加える過程で新たなリズムも生じ、曲に広がりが出てきたと言える。

④曲に音楽的表情を付ける

陽介はこの段階で初めて立ち止まった。作った曲を振り返り、その曲にストーリーを付

けて、自分が音で、行っていることに意味づけをしたのである。曲づくりはこの時点から作

幽 47“



った曲とストーリーの相互作用によって発展していった。ここではストーリーのイメージ

を表すものとしての、表情豊かで滑らかな流れを持つ曲が生まれてきた。表情はダイナミ

ックスやテンポの変化において現実化された。

では、陽介は曲にどのようなストーリーを付けたのだろうか。

彼は自分が鳴らしたサスペンデッド・シンパノレのクレッシエンドの連打を振り返り、そ

こに、「あばれだしたときはわ一一 (cresc.)どかどかj というストーリーを付けた。また、

タン、タン、ターンと 1音ずつ打つ音を振り返って、「たいほうのばあいは ばーん ど

かんj というストーリーを付けた。

そして、その内容に沿って曲を作った。

暴れ出した場面ではアッチェレランド (acceI.)の連打を鳴らした。大砲を撃つ場面では、

タン (mf) タン(f)ターン (ff)と鳴り響かせて打った。そのことによって曲に切迫した雰

屈気が生じてきた。

また、<基本形・変化形・終止形>という 3つのパターンのつなぎ目でも、テンポやダ

イナミックスの漸次の変化を効果的に用いて、途切れることなく一気に鳴らした(第7時

から第10時まで)。

2.作品

陽介の最終作品を譜例 2-1として記す。

譜例 2-1 所用時間 58秒 J = 150 

待問勅 0 7 15 22 30 

「あばれだしたときは、わ一一(cresc.)どかどかJrたいほうのばあいは、ばーん どかんj

汀訂=:JJ二ごお玉し .. 1 ) j ) 1- j J 1打力引
サスベンデッド・

シンパノレ
童話百のあちこちを打つ

.，l J J一一
曲申 .. 

JT百百了二三三三三三三三一
H
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曲はサスベンデッド・シンパノレの音色、言葉のリズムと一体化したリズム、基本形・変

化形・終止形 (AA'A"')という形式、クレッシエンド (cresc.)、 mf、mf、百というダイナ

ミックス、だんだん遅く (rit. ) ..1 =150の速度、という諸要素によって構成されている。

全58秒からなる作品である。
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(2)幸子の事例

幸子は高等部 3年生(17歳)である。ダウン症候群による知的障害があり、新版S-M社

会生活能力検査によると、社会生活年齢は 9歳程度、意志交換は11歳程度、集団参加は 7

歳程度、自己統制は12歳程度、身辺自立は11歳程度、移動は 7歳程度、作業は10歳程度で

ある。音楽が好きで家庭ではエレクトーンを習っている。

1.曲づくりの展開

幸子の曲づくりを観察によって先取りすれば、①擬音語・擬態語を作る、②曲の原形を

形成する、③曲に特徴を付ける、④曲に音楽的表情を付ける、という 4段階の可能性があ

る。

以下に、幸子の曲づくりの展開をこのプロセスに沿って見ていく。

①擬音語・援態語を作る

幸子は仲良しの春子達と 4人で自発的にグノレープを組んだ。そこで擬音語・擬態語を作

った。友達と顔を寄せ合って、身振り手振りを付けながら何やらげらげら笑っている。発

表時には幸子がグループ代表として、「せんごくじだいとか えどじだいのイメージj、「て

っぽうであなをあけました どんとあけたJ、「しゅーしゅーしゅーどん かちっしゅー

ぴたつj、等と自分違が決めた言葉について語った。春子はその横で、 fかちっというの

はけんじゅう〔拳銃〕でたまをこめるときのおと しゅーというのは〔的に〕あわせたか

んじJと付け加えた。彼等はこの擬音諾・擬態語を色画用紙に平仮名で書いた。三角の中

に丸のある絵も描いた。そして、曲づくりの際には楽譜として用いた(第 1時と第2時)。

幸子達は今、関心のある事柄を擬音語・擬態語とストーリーとして同時に出してきた。

これら 2つの言語はもともと直結しているので同時に出てきたと考えられる。

②曲の原形を形成する

いよいよ曲づくりである。幸子は先ず曲の原形を作った。それは援音諾・擬諒語の音色

や、擬音語・擬態語の持つリズムや、擬音語・擬態語の並び方、という擬音語・援態語の

形態から生まれてきた。

事例を通して説明する。

幸子はウッドブロックと木琴を音源として選択した(以後、音源、の選択に変更はなし¥)。

そして、ウッドブロックを等間賠で打ち、次に、木琴のグリッサンドを等間隔で鳴らし、

最後に、「河は呼んでいる (Guy Beart作調・作曲 水野汀子作詞)Jという歌のフレーズ

(ミードパ→ゃ/ミ}ド/レー/レミ77/レーミ/ト~一/レー)を借りてきて、これらを順番につないで鳴らし

た(第3時)。
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幸子グループが作った楽譜

この段階では自分が気に入った楽器で、しかも、「しゅーし
ゅーしゅーどん かちっし

ゅ-ぴたつ」という擬音語・擬態語の、「かちつ」という音
色に近いウッドブロックと、

「しゅーしゅー」という音色に近い木琴(グリッサンド)を
、音源として選択した。そし

て、「かちつ」という擬音語・擬態語のリズムからウッドブ
ロックの連打を、「しゅーし

ゅー」という擬音語・擬態語のリズムから木琴のグリッサン
ドを作った。また、「しゅー

しゅーJと言う語を発することが、「風」をイメージするこ
とにつながって、そこで、「そ

よ吹く風に小鳥の群れは」という歌詞を持つ、「河は呼んで
いる」という歌のフレーズを

思い出して借りてきた。そして、これらをつないで鳴らした
と考えられる。

更に、幸子は「しゅーしゅーしゅーどん」、「さんかく 〔
ム〕のところはじゅう〔銃〕

であなをあけますj と言うと、前回作った曲の各部分を長
くして鳴らした。その曲には始

まりと終わりの部分があったので、曲形式らしきものが備
わった(第4時)。

この段階では幸子が語った、拳銃でかちっと玉を籍めてしゅ
ーしゅーしゅーどんと穴を

あけるという筋書き通りに、 < rかちつ」という言葉に対応するウ ッドブロ
ック の連打

(序)・「しゅーしゅーJという言葉に対応する木琴のグリ ッ
サンド(中間部)・最後に終

止感のある既成の旋律のフレーズ(終結部) >を鳴らして
、このプロセス全体を通して、

序・中間部・終結部とい う形式らしきものを生み出したと
言える。つま り、ウ ッドブロ ッ

クの連打は序に、木琴のグリッサン ドは中間部に、既成の
旋律のフレーズは終止部になっ

たと考えられる。
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③曲に特徴を付ける

幸子は曲の原形を形成すると、次にその曲に特徴を付けた。ここではストーリーの創作

が重要な役割を担った。今ある材料(擬音語・擬態語や音や楽譜等)を結び付けてストー

リーを作ると、そのストージーの内容を音で写し出そうとしたのである。そのことがダイ

ナミックスや速度の変化、テクスチュア、新たなリズムという音楽的諸要素の働きとして

機能し、曲に特徴が付いた(第5時から第8時前半まで)。

事例を通して見ると、幸子は自分達が描いた楽譜を見ながら、「さんかくのところ し

ゅーとかぜがふいて せんそうでどんとおとがするJと言うと、風に対応した木替のグリ

ッサンドを、どんどん速くクレッシエンドしながら鳴らした。メンバーの春子とずれて重

ねて鳴らしていたこともあって、風がびゅーびゅー吹いているかのような雰囲気が曲に生

じてきた。

また、「さんかく〔ム〕のまと〔的〕をしんぞうをねらってうつ えどじだいのせんそ

うです」と言うと、銃に対応したウッドブロックを等開隔ではない<タンタタタタタンタンタ

ン・・・タンタタタンタンタン>等というリズムで、せき込んで鳴らした。そのことによっ

て、あたかも恐怖で胸が高鳴るかのような雰囲気が生じてきた。

更に、幸子は「さんかくのまと〔的〕をじゅうでいる〔射るJJ、「さんかくのところし

ゅーとかぜがふいてJと言うと、「じゅう」に対応させたウッドブロックの音と、「かぜj

に対応させた、 rr可は呼んでいるJという既成の歌のモチーフを同時に鳴らして、音の重
なりを生み出した。

この段措では、ストーリーに出てくる自然現象を本物のように音で表そうとしたことが、

ダイナミックスや速度の変化に、また、ストーリーを詳しくすることが新たなリズムにつ

ながった。更に、ストーリーの中身として複数の内容を思い浮かべたことが、音の重なり

を生じさせたと言える。

④曲に音楽的表情を付ける

幸子はこの段階で初めて立ち止まった。作った曲を振り返り、その曲にストーリーを付

けて、自分が音で、行っていることに意味づけをしたのである。曲づくりはこの時点から、

作った曲とストーリーの相互作用によって発展していった。曲にストーリーを付け、その

ストーリーに沿って鳴らし、その曲にまたストーリーを付けるという相互作用である。こ

こではストーリーのイメージを表すものとしての、表情農かで滑らかな流れを持つ曲が生

まれてきた。表情は速震やダイナミックスの変化、旋律(音階)という諸要素おいて現実

化された。また、ストーリーと曲の両方が新しく作り替えられていくので、曲づくりは筋

書きを持つ、歌や楽器演奏による総合的な作品として発展する可能性が出てきた。

では、幸子は曲にどのようなストーリーを付け、そのストーリーに沿ってどう鳴らした
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のだろうか。

ウッドブロックの連打と木琴のグリッサンドをつないだ曲に、「じゅうをならすところj

や、「かぜがふいてj という説明を付けた。そして、銃を撃つ場関に対応させて、ウッド

ブロックを激しく打った(高音と低音の両方をあちこち打つo 単音や重音で打つ。タンタ

ンタン灼タンタクタンタタ・・等とリズムを複雑にして打つ)。そのことによって、まるで渦

に巻き込まれるようなリズムが生じてきた。また、風が吹く場面に対応させて、木琴のグ

リッサンドを 2本のばちを重ねてどんどん速く強く鳴らした。ここではウッドブロックと

木琴の 2つのフレーズがつながっているという感じはなく、音の勢いに乗って 1つの流れ

となって一気に表れてきた。そのことによって、激しい銃撃戦が展開されている戦場を再

現するかのような、切迫した雰囲気が曲に生じてきた。

また、幸子は更にその表情を持った曲に新しいストーリーを付け、そのストーリーに沿

って鳴らした。

「はじめはものすごくかぜがつよくて しゅーとふきました。そのあとにまたしゅーと

かぜがきて さんかくのところのまるが〔幸子達はムの中にOを描いて、楽譜として使っ

ている〕 ひとりひとりみんなしんでしまう Jというストーリーを付けると、木琴を 1音

ずつレミソラシレミと打って繰り返したり、 ドレミファソラシドと上行・下行で鳴らした

りして、曲に新たな展開を付けた。全体的には音量を下げてゆっくり鳴らしていたので、

曲には落ち着いた静けさが漂っていた。

ここでは、「ひとりひとりみんなしんでしまう」というストーリーの内容が、レミソラ

シレミという律音階やドレミブアソラシドという長音階を順番に打っていく、視覚的な動

きと結び付いたと考えられる。

吏に幸子はその曲に、「じゅうをうつんだけれど かぜがひとつひとつつよくふいて

ひとりずっじゅうをむけて せんそうみたいにしにますJ、というストーリーを付けた。

そして、前回と同じように鳴らして、最後に「河は呼んでいる」の旋捧のフレーズを付け

足した。部分をつないで長くして曲を拡げたのである(第 8時後半から第10時まで)。

2.作品

第8時後半の作品を譜例 2-2として次頁に表す。第9時の作品を譜例 2-3として54

真に表す。 2つの作品は別々の日に作られているが、ストーリーの内容が連続しているの

で、 1つの作品として考えることができるであろう。

譜例 2-2の曲は、木製打楽器(ウッドブロックと木琴)の音色、無拍(グリッサンド)

や等間隅や単純なリズム、主に ABの反復 (Aはウッドブロックによる打音、 BI土木琴に

よるグリッサンド)、漸次の変化(どんどん速く強く)、 J=152の速度という諸要素によ

って構成されている。全l分30秒からなる曲である。

譜例 2-3の出は木製打楽器(ウッドブロックと木琴)の音色、無拍(グリッサンド)
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と等間隔のリズム、律:音階(レミソラシレミ)とハ調長音階、 ABA形式 (Aはグリッサ

ンドによる風が吹く場面。 Bはウッドブロックと木翠の打音による銃を撃って 1人ひとり

死ぬ場面)、 . .1 =130の速度、という諾要素によって構成されている。全 1分40秒からなる。

譜例2-2 所用時間 1分30秒 j =出

時間車由。 コ 10 15 20 25 

fじゅうをならすところj iさんかくのところしゅーとかぜがふいてJ

幸子
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り返しJJ J J J-J;jJ JJai--JJ J jJel--gi-
ノ

卵主主 擦る

- - ~"...，~~~/つ/' v--νrドF レ/伊1/'""1--'1--7一
/"yy r r r r ， ，. v ーブ¥//'-¥》 /手ペW ナワフペ

一二ご二三三』
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!is主語 柄イ寸き

7 フ刀ス

/戸、/¥¥;/モν一庁YJr'門刊ずサγv'¥ /?'ì-Y?"〆VÎ"'~p/Vス1
木歪者

;J「
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(3)春子の事例

春子は高等部 3年生 (18歳)である。知的障害の他に目立った障害はない。新版S-M社

会生活能力検査によると、社会生活年齢は13歳穏度、意志交換は13歳程度、集団参加は11

歳桂度、自己統制は13歳穏度、身辺自立は13歳程度、移動は13歳程度、作業は12歳程度で

ある。落ち着いて学習に取り組み、クラスのリーダーとして活躍している。

1.曲づくりの農関

春子の曲づくりを観察によって先取りすれば、①擬音語・擬態語を作る、②曲の原形を

形成する、③曲に特徴を付ける、という 3段踏の可能性がある。
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以下に、春子の曲づくりの展開をこのプロセスに沿って見ていく。

①擬音語・擬態語を作る

春子は幸子達と 4人で畠発的にグノレープを組んだ。彼等は集まって相談し擬音語・擬態

語を作った。発表は幸子が代表で行い、「せんごくじだいとか、えどじだいのイメージj

fてっぽうであなをあけました。どんとあけた。 Jrしゅーしゅーしゅーどん。かちつ

しゅ一 ぴたっJと、自分違が決めた について語った。そこで春子は、「かちっとい

うのは けんじゅうでたまをこめるときのおと しゅーというのは〔的に)あわせたかん

じ」と付け加えた(第 1持と第2時)

春子逮は今関心のある事柄を、擬音諾・擬態語とストーリーとして、同時に出してきた

と言える。

②曲の原形を形成する

曲づくりが始まった。恭子は先ずは曲の原形を作った。それは擬音語・擬態語の音色や、

擬音諾・擬態語の並び方、という言葉の形態から生じてきた。

実擦には、春子は木琴と大小2つのマラカスを音諌として選んだ。以後、音源の選択に

変更はない。そして、木琴の等間隠のグリッサンドを数田鳴らした後、マラカスをしやか

聞 54幽



しやかと等間隔で、数回振って鳴らした(第 3a寺)。

ここでは自分が気に入った楽器で、しかも、「かちつj という探音語・擬態語の音色に

近いマラカスと、「しゅ-Jという擬音諾・擬態語の響きに近い木琴(グリッサンド)を、

音色として選択した。そして、「しゅー」という語に対応させてグリッサンドを鳴らし、

「かちつ」という語に対応させてマラカスを振って、曲の原型と呼べるほどの素朴な音楽

を作ったと考えられる。

③曲に特徴を付ける

春子は曲の原形を形成すると、次にその曲に特徴を付けた。ここではストーリーの創作

が重要な役割を抱っていた。今ある材料を結び付けてストーリーを作ると、そのストーリ

ーの内容を音で写し出そうとした。そのことが楽器を鳴らす際の動きを導き出すことにな

った。また、相手(幸子)の音を刺激として、ダイナミックスや速度の変化も生み出して

いる C

実際には、春子は絵を見ながら、「けんじゅうでたまをいれるときをイメージしました

しゅーぴたつというのはじゅうをかまえて まとにあてるイメージJと言うと、卵型の

マラカスを数間放りあげて音を鳴らした。また、幸子とだんだん速く強くなるグリッサン

ドを合わせて鳴らした(第4時から第8持まで)。春子は第 9時と第10時の活動は学校行

事の関係で、参加していない。

ここでは弾が飛んでし、く様子を、マラカスを放り上げるという動きによって表したと思

われる。音で表し切れないことを楽器操作の動きに助けを借りたと考えられる。

2 f乍品

最終作品を譜例 2-2として53頁に記す。

曲は簡易打楽器(木琴と大小 2つのマラカ)の音色、無拍(グリッサンド。マラカスの

長い音や短い音)のリズム、 ABの反復 (Aはマラカスを振る、 Bは木琴のグリッサンド)、

だんだん速く強く、 J=153の速度によって構成された。全1分30秒からなる作品である。

第4節考察

以上、報告してきた 3人の事例を見たとき、曲づくりの過程として大きくは、(1)先ず

は曲の涼形を作り、 (2)次に、その原形を拡げ深め音楽的表清を付ける、という 2つの段

階が認められた。その両方の段階で言葉は音楽と密接に結び付いていた。

最初の、曲の原形を作る段階では音声・音響としての言葉の形態が作用した。すなわち、

言葉の音邑やリズムや並び方の特徴が一種の音楽として捉えられ、それが音で再構成され

時 55“



た。

曲づくりでは、青年達は擬音語・擬態語の音色に似たものを音色として選択し、擬音語

・擬態語のリズムと一体化させてリズム・パターンを作り、擬音語・擬態語の配列通りに

音を並べて曲の形式を生み出 したのである口

次の、曲の原形を発展させ表情を付ける段階では、言葉は意味を持つものとして働いた。

青年達は言葉の意味やストーリーの内容を酌むことから、曲の原形に意味づけを行い、

それに沿うように原形に手を加え、表情を付けていった。表情は具体的には音楽的諸要素

の働きとして現実化された。

曲づくりでは、青年達は擬音語・擬態語や、擬音語・擬態語を移して作った曲の原形か

ら、ストーリーを作っていった。そして、そのストーリーに出て くる内容(音響、自然現

象、場の状況等)を音で表そうとすることが、ダイナミックスやテンポや音の重なりや旋

律(音階)という、音楽的諸要素による表現効果を生み出すことにつながった。そしてま

た、その生み出された表現効果がストーリーの新たな展開を招く、という相互作用が見ら

れた。ストーリーと曲の両方が互いに作用しながら作られていくことから、ここに総合的

な芸術での作品づくりへと発展する可能性を見ることができる o

以上のことから、擬音語・擬態語を素材とした曲づくりにおいて、曲の原形に関しては

言葉の音声・音響としての側面が、そして曲の原形の洗練や表情づけに関しては、言葉の

意味・内容の側面が大きく関わると言うことができる。

章子グループ趨づくり 陽介グループ幽づくり

注

(1)新村出編『広辞苑~ 1991岩波書庖

(2) 金田一京助『国語辞典~ 1961三省堂
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第3章音楽行為にみられる言葉ど音楽(歌)どの関わり
一自分達が作った詩を素材として一

第 1節 歌づくりに連なる言葉

第 2章では言葉と音楽との相互の関連について、先ず、擬音語・擬態語を取り上げ、そ

れらの言葉が持つリズムや音色や形態から、主として楽器による曲づくりが行われる場合

に焦点をあてて分析・考察した。そのことを受けて、本章では言葉から音楽が発生するも

う1つのあり方としての、

について明らかにしたい。

の持つ意味から主として声による歌づくりが行われる場合

分析の対象として、 1996年 9月 25日から 10丹 20日まで計 7回行った、歌づくりの活

動の記録を用いる。歌づくりとは、本章では自分違が作った詩に旋律を付ける活動を言う

ことにする。この活動には 1年生から 3年生(16歳"-'18歳)までの、比較的障害が軽い

男女 7名が取り組んだ。その中から、特に活発に活動し自分の力で歌を生み出した幸子、

春子、陽介、昭夫(いずれも仮名)の計4名を抽出する。昭夫以外の 3名は、第2章の援

音語・擬態語を素材とした曲づくりの分析でも敢り上げた青年達である。

ここでは、彼ら各自が言葉と音楽をいかに結び付けて歌を生み出したのか、という視点

から分析する。

事例の分析にあたっては、1)各自のプロフィーノレは 1996年 5月に養護学校が実施した、

新版 S-M社会生活能能力検査の結果によって得られた発達像と、筆者の観察によって記す。

2)青年達の発話はすべて音声として受け止め、平仮名と片仮名で示す。 3)青年達が作る歌

は実音で記す。また、四分音符に相当する音は全角で、八分音符に相当する音は小さな文

字や半角で記す。

第 2節 歌づくりの概要

歌づくりの活動は 1996年 9月 2513 (第 1時)、 9月 30日(第2時)、 10月 7日(第3

時)、 10月 9日(第4時)、 10月 11日(第5時)、 10月 14日(第6時)、 10月 20日(第

7持)に行った。 1回の活動時間は 60分程度である。

最初、第 2章で述べた「擬音語・擬態語から曲を作ろう Jという活動と、本章で敢り上

げる歌づくりの活動は別々に行う予定であった。しかし、 1学期 (4丹から 6月まで)に

行ったこの曲づくりでは、前述したように青年達は擬音語・擬態語とは言っても、ストー

リーをまぜながら曲を作った。そこで2学期(9月と 10月)に行うこの歌づくりは、 1
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学期の活動の発展として位置づけた。そして、探音語・擬態語の曲とそこで生まれてきた

ストーリーを生かして、筋書きのある音楽作品に仕上げることにした。

筋書きは青年連が出してきたストージーを、筆者と青年達が相談して詩のような短い文

章にまとめた。この詩に旋律を付けることが諜題である。

倍人練習は教室や廊下、全体練習は体育館、発表は体育館の舞台で、行った。

準備物として、歌づくりではあるが楽器(打楽器<籍易打楽器、 ドラム類、オルフ楽器

>)を用意して、青年達が自由に使える場所に寵いた。舞台には、ミラーボーノレ(数多く

の小さな鏡でおおった球形の飾り)、影絵、絵画(美術専攻の青年達が作成)を用意した。

歌づくりの指導は筆者が行い、{也に養護学校の教員 2名が青年達の指導に付いた。舞台

練習は教員 8名が付いた。筆者は旋律に関する指導は一切行わず、彼らが出してくる表現

はすべて肯定的に受け入れた。要領を得ず困っている に限って、行動を引き出すため

に、「雰囲気を出して読もう J、「どんな感じ?こわい感じ?J、「大きな声で関こえるよう

に歌おう j、「楽器を使ってもいいよj 等の助言を行った。

以下に、第 1時から第7時までの活動の展開を説明する。

第 1時の高官半、約 30分は擬音語・擬態語の曲づくりを行った 15名全員で活動した。最

初に作品の筋書について相談し、それが決まると詩としてまとめた。

ここでは5つの詩が生まれてきた。

恵津が擬音語・擬態語の曲づくりで、語った、「ほし きらきらー きらきらー」という

ストーリーは、

fほしがきらきらかがやいて まちはしずかにねむりますj

陽介達が作った、「かたなと じゅうと にぶら〔不暁〕がたたかっているj、「やがと

ぶおとをどうじにイメージしましたJ、fうまのなきごえJというストーワーは、

「とつぜんたたかいはじまって やがとびうまがいなないたj

幸子達が作った、「はじめはものすごくかぜがつよくて しゅーとふきました そのあ

とにまたしゅーとかぜがきて さんかく〔ム〕のところのまる (OJが ひとりひとりみ

んなしんでしまうJというストーリーは、

「かぜがびゅーびゅーふいて みんなみんなしにました」

真里子達が作った「かねのおと かーんj というストーリーは、

「てんしがちじようにまいおりて まちはゆめからさめました」

「ふたたびへいわがおとずれて しあわせのかねがなりわたるj

という詩になった。

次に、その詩に旋律を付けるメンバーを決めた。今回、分析対象として抽出した、幸子、

春子、陽介、昭夫を含む 7名が自発的に、あるいは、筆者に誘われて歌づくりに取り組む
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ことになった。

第 1時の後半はこの 7名で歌づくりを行った。

最初、歌い手達は詩を選んだ。幸子と春子は、 fほしがきらきらかがやいて(略)Jとい

う詩に決めた。自分達の作った場面ではないが、詩の持つ雰由気が優しいので引き受けた。

陽介は告分が作った場面の、「とつぜんたたかいはじまって(略)Jという詩を選んだ。昭

も自分が作った場蕗の、「かぜがびゆ一びゅーふいて(略)Jという詩を選んだ。筆者は

それぞれの詩を紙に書いて一人ひとりに手渡した。

次に、個別に歌づくりを行い発表した。先に詩を音読してから歌った。 1田とは眼らず、

友達の感想、を開いたり、筆者の助言を得たりしながら、何度も歌いEました。

第 2時の前半約 30分は作品の構成について全員で、話し合った。

そして、

第 1場面「ほしがきらきらかがやいて まちはしずかにねむります」

第 2場面「とつぜんたたかいはじまって やがとびうまがいなないたj

第 3場面「かぜがびゆ一びゅーふいて みんなみんなしにましたj

第4場面「てんしがちじようにまいおりて まちはゆめからさめました」

「ふたたびへいわがおとずれて しあわせのかねがなりわたる」

という筋書きでつないでいくことにした。

各場面は、ア.最初にその場面を暗示する膏を作って鳴らし(以後、イメージ音と記す)、

イ.次に各場面の歌を歌い、ウ.最後に各場面の曲を演奏することにした。

次に役割を分拒した。ここでは歌い手であっても、自分達が作った擬音語・援態語の曲

を演奏することにした。

第2時の後半は役割に分かれて練習した。歌づくりは第1時と問じ要領で、行った。

第 3時では、歌う前にイメージ音を鳴らすメンバーと歌い手が合同で練習した。

第4時では、作品の筋書き通りに、ア.イメージ音を鳴らす、イ.歌う、ウ.曲を演奏

する、という順序で通し稽古を行った。

第 5時では、新たに影絵や照明によって舞台演出を行うグ、ノレープ(高等部の美術専攻の

青年連 11名)が加わって、全体練習を行ったヘ

第 6時と第 7s寺は舞台発表した。

作品の構成を表 3-1、活動の展開を表 3-2として次真に記す。

第 3節 歌づくりの諸事例

歌はいかにして生まれてきたのであろうか。そこで、言葉と音楽はどのように関わって

いたのであろうか。
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表 3- 1 作品の構成

音 楽 i照明| 演出
第 1場面 |暗転|ミラーボール
イメ}ジ音(トライアングノレ、鉄琴 I(光をあてる)
歌「ほしがきらきらかがやいて まちはしずかにねむりますj

一主主主著一 一一一一一一一一
第 2場面 |黄色|影絵
イメージ音(ケンガリ<金属製打楽器>) I (馬や戦いの場面)
歌 fとつぜんたたかいはじまって やがとびうまがいなない
た」

曲主主主命
第 3場面 一一一---------一一一一一一一除百一
イメージ音(リコーダ
歌 fかぜがびゅうびゅうふいて みんなみんなしにましたj

--蕗秀倒圃司園ーーーー四明 E 鮒削酬--ーーーー噂嶋明 W 掬旬刷輔副ー

第 4場面 !自然|絵画
イメージ音(金属性チャイムや鉄琴色 I r光のパラダイス」
歌「てんしがちじようにまいおりて まちはゆめからさめま
したj
歌「ふたたびへいわがおとずれて しあわせのかねがなりわ
たるj

演奏(ミュージックベノレやチャイム)

第 2時

出を行うグループが加わってI る

以下に、(1)昭夫、 (2)春子、 (3)幸子、 (4)陽介、の歌づくりを見ていく。

(1)昭夫の事例

昭夫は高等部 3年生(17歳)である。知的障害の他に目立った障害はない。新版 S-M

社会生活能力検査によると、社会生活年齢は 9歳程度、意志交換は 11歳程度、集団参加

は9歳程度、自己統制は 8歳程度、身辺自立は8歳程度、移動は 9歳程度、作業は 10歳

程度である。体を動かす活動が得意で体育や作業ではリーダーとして活躍している O
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1. 歌づくりの展開

昭夫の歌づくりを観察していくと、①断片的な旋律を作る、②断片的な旋律をつないで

歌を作る、③歌に音楽的表情を付ける、 という 3つの段階が見られた。

昭夫の歌づくりの麗開をこの道筋に沿って説明する。

①断片的な旋律を作る

昭夫は最初、話し言葉のリズムや抑揚を強寵して断片的な旋律を作った。

事例を過して見てみる。

昭夫は最初、所在ない様子で戸外の広場に座っていた。筆者が歌ってみようと促すと、

彼は「かぜがびゅーびゅーふいて みんなみんなしにました」とすらすら読んだ。 しカ通し、

「歌おう j と言うと、 困り果てて首ばかり振っていた。 そこで筆者が、 「雰閤気を出して

読もうJと助言言すると、彼は「しにましたJという歌詞で、小さい子どもに語り関かせる

ような抑揚やリズムを持つ言い方をした。歌う場面になると、 その歌詞だけ「しにましたj

と言葉のリズムを強調してはねるリズムで歌った。 また、歌を開いていた友達が、 r (この

かしは〕 さびしそうなかんじJと うと、昭夫は「みんなみんなJという歌詞では、
「みん

ーなみんーなj や、 fみん…なみんな・ Jと、言葉の長短を強調して歌った。 まだ、 音の高低はほ

とんど付いていなかった。 そのうちに、 fふいてJという歌詞では言葉の抑揚やリズムを

強調して、 「ふ伺いて・(ド"シト守・)Jや、 「ふいて・(ドシド・)J と歌うようになった。 このよう

にして断片的な旋律が現れてきた (第 1時と第2時)。

その旋律を譜例 3-1として示す。

言醤例3-1

非
包).・..・.. 仁nnロートト::tJ::::::g干ー n Tii「主主喝..唱が唱寄ι...，ι唱..唱...唱が 唱夢 ... ι...，ι唱が喝... . 喝..'

みんーなみ !V'---'-なみ λア二なみんな ふー
FF  Lす←草i-:;tI"

ふいてしにました

この方法では詩を読む段階から歌づくりが始まっている。誰かに詩を語り聞かせたり、

気分を出して読んだりすると、 言葉にほんの少しリズムや抑揚が付いた。 「歌おうJとし

たとき、言葉のリズムや抑揚が強調されて、断片的な旋律が生まれてきたと える。

②断片的な旋律をつないで歌を作る

断片的な旋捧がいくつか生まれると、 あとは歌い閉!I染んだ抑揚に落ち着いて、断片がつ

ながるようにして詩全体に旋律が付き、歌らしきものが まれてきた。

昭夫の場合は断片的な旋律が出てきても、 それが消えたり変化したりすることが多かっ

た。 「かぜが(ドド bシ)J という旋律は「かぜが(ドドド)Jになったり、 「ふ"いて・(ド司

bシド・)J という旋律は「ふ開いて・(ドー bシbシ・)Jに変化したりした。 また、 「びゅーび

ゆ一 (ドードー)J という旋律は現れたり消えたりした。 しかし、何度も歌っているうち
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に馴染んだ抑揚に落ち若いて、断片がつながり詩全体に旋律が付いた(第2時)0 

このような大まかな旋律は歌の原形と i呼ぶことができるであろう。

その旋律を譜例 3 2として表す。

宮警伊U3-2

」 以 」 」 ム. dlj iJ Jよヰム-ユ斗すすすすす卦
カ為 ぜ カ5 びゅー ぴゅー ふーいて みんなみんなしにましたー

最後の音は音程が不確かで、、 ドの音なのかシ(b )の音なのかは陵昧である。

③歌に音楽的表慣を付ける

このように一応、言葉が歌になったところで、昭夫はその歌に音楽的な表情を付けた。

表情は昭夫にとって詩の意味・内答に合うと感じられるテンポ等として表された。

事例を通して見てみる。昭夫が「かぜが(略)Jと歌い始める前に、友達がこの場面を

暗示するような、アルトリコーダーのひゅ~ ひゅ~ という弱く長い音を鳴らすと、昭

夫はそのわびしく感じられる音色に誘われるように、全般的にテンポをゆっくり落として

歌った(第 3時)。

更に全体を過した稽古に入ると、昭夫は「かぜがJと一音ずつスタッカートを付けて歌

うようになった。また更に照明で演出が入ると、昭夫は fびゅーびゅーj と一語ずつアク

セントを付けて歌うようになった。以後、この歌に大きな変更はない(第5時以陣)。

この段階では作品の全体像が見えてきた。自分の受け持つパートの役割や詩の持つ意味

・内容の理解も深まった。そのことによって昭夫は詩の意味・内容に合うと感じられるテ

ンポで歌うようになり、歌い方も意識的に工夫するようになったと考えられる。

2.作品

最終作品を譜例 3-3として表す。実際の歌はこの楽譜の通りであるが、高さは不安定

で正確なピッチで歌われているものではない。

音響例ト3

〉 〉

J 以 ~ -G- ... ι・ 以~や ~.3D) ，楓一手 l斗.ti.ユ以 (4)
カミ ぜ カt ぴゅーぴ申一 ふーいて み んなみんな しにました

旋律はソシ(b )ドという 3つの音からできていて、ソとドの 2つの音が中心的な音にな

っている(実際には、終止では音程が下がったりしている)。フレーズの終わりの部分(ふ喝

いて・。しにました一)に、大きな音価があてられて、段落感や終止j惑が感じられものとな

っている。 2拍子系であるが、最初の「かぜがJという部分は、言葉と一体となって 3拍
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になっているC 速度はJ=100程度である。
この歌は話し言葉と密接に結び付いている点で、「わらべ歌Jの旋律に近いものがある。

(2)春子の事例

春子は高等部 3年生(18歳)である。知的障害の他に目立った障害はない。新版 S-M社

会生活能力検査によると、社会生活年齢は 13歳程度、意志交換は 13歳程度、集団参加は

11歳程度、告己統制は 13歳程度、身辺自立は 13歳程度、移動は 13歳程度、作業は 12歳

程度である。落ち着いて学習に取り組み、クラスのリーダーとして活躍している。

1.歌づくりの展開

春子の歌づくりも昭夫の場合と同様ーで、①断片的な旋律を作る、②断片的な旋律をつな

いで歌を作る、③歌に音楽的表情を付ける、という 3つの段階が見られた。

このことについて以下に説明する。

①断片的な旋律を作る

春子は話し言葉のリズムや抑揚を強調する方法で、断片的な旋律を作った。

事例を通して見てみよう o

最初、春子は木琴を持ち出して、広場に座って一人で練習していた。筆者が「歌おう j

と促すと、歌詞を見ながら fほしがきらきらかがいて まちはしずかにねりますj とすら

すら読んだ。特に「かがやいてJと「ねむりますj という歌詞では、普段より気取って読

んだ。 r歌おう Jと言うとその部分だけ、 「かがやいて一 (レミミレミー)Jや「ねむります一(レミミ

レミー)J、と雷葉の抑揚を強調した旋律が出てきた。その旋律は歌うたびに、旬、がやいて一

(レミミミミー)Jや「ねむります一(レミミミミー)J、と少し抑揚が変化するものの大きな変更も

なく定着した。また、 fほしがJや「まちはJという歌詞は滑らかに読んだ。歌おうとし

たとき、 rIましが(ミミミ)Jやはちは(ミミミ)Jという旋律が出てきた。春子は首を左右に

振りながらリズムを取り、「ねむります」という部分で、木悲のグジッサンドを 1つ鳴ら

して歌っていた(第 1時)。

その旋律を譜例3-4として表す。

言警{?iJ3-4

-o 
木三~μ- 木ふ」凶ιー

if .o .. .. .o o ltずーム干すご トナプーナすす

かがやいてー ねむりますー かがやいてー ねむ型ますー ほしが まちは

春子の場合は詩を読む段階から歌づくりが始まっている。気分を出して読んでみると、

書葉にほんの少し長鰹のリズムや抑揚が付いた。更に「歌おう j としたとき、その言葉の
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リズムや抑揚が強調されて、断片的な旋律が生まれてきた。また、彼女は自分の声だけで

は表し切れないので、楽器の助けを借りて歌ったと蓄える。

②断片的な旋律をつないで歌を作る

このようにして断片的な旋律がいくつか出てくると、前の旋律が後の旋律を引き出して、

断片がつながるように詩全体に旋律が付いて、歌らしきものが生まれてきた。

事例では、春子は断片的な旋律が出てきても、「きらきら」や「しずかにJという歌詞

では、旋律が出にくく苦労していた。しかし、何度も歌っているうちに、「ほしが(ミミミ)J 

という旋律にヲiき出される形で、「きらきらいミレド)Jという旋需が出てきた。また、「まち

は(ミミミ)Jという旋律に誘われる形で、「しずかに(ミミ77(#)77 (#)J という旋捧が現れ

てきた。そして、この旋律は定着した。

つまり、前の旋律とのつながりで後の旋律が出て歌が生まれてきた。このようなまだ荒

削りなままの歌は、歌の原形と呼ぶことができるであろう。

また、彼女は r[歌の〕かんじ〔感じJJを出すために、「きらきらJと歌いながらモン

キータンプリンを振り、「ねむりますj と歌いながら木翠のグリッサンドを鳴らした(第

2時)。しかし、第3時以持、楽器を使用することはなかった。

この段階でも歌だけでは表し切れないので楽器に助けを情りていると言える。

その旋律を譜例3-5として表す。

宮警i91]3-5

-S 
尽守一三ーでケーコオu -守司F

ほしが

モンキ…タンプリンを筏る
合叫日一日山崎V

戸生三ト
司 ... ι 世・F 司 司V 曹司

きらきら かがやいて まち i立:

③歌に音楽的表情を付ける

しずかに ねむりま すー

このように一応、言葉が歌になると、春子はその歌に表情を付けた。表情は春子にとっ

て、持の意味・内容に合うと感じられるテンポや節閉しとして表された。

春子が「ほしが(略)しずかにねむりますJと歌う前に、友達がその場面を暗示するよ

うな、 トライアングルのち~ん ち~んという張りつめた音や、鉄琴の静かなグリッサン

ドを繰り返して鳴らした。春子はこの音に誘われるように、歌い始めの「ほしが(ミミミ)J 

という旋律を、それまでのテンポを倍にとる「ほしが一(ミミミー)Jという歌い方に変

更して歌い始めた。そのことで歌に犠やきかけるような雰囲気が生じてきた(第3時)。

以後、この旋律に変更はない。この後、彼女は友達と相談して、歌詞の最後に、「しずか

なしずかなよるでした」という新たな詩を付けて歌うようになっている(第4時)。

また、隠の中で天井に吊したミラーボーノレに光をあてて夜空を演出すると、春子は「き
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らきら(ミミレトゃ)Jと下行で歌っていた旋律を、「きらきらいいレ)Jと音高を揺らす旋律に変え

て歌うようになった(第 7時)。

このような歌の表情は場面を象徴するような音や照明を入れることによって、詩の持つ

意味・内容にイメージが喚起されたことから、自然に生み出されたと考えられるO

2.作品

最終作品を譜例 3-6として表す。

言普例3-6

......-ーず-----o 世

ま三正三ヨ 十一オーーづ-特函' ぷ j j j j j 

ほ しがー きらきら かがやいてーまちはー しずかに ねむりますー

J ~ ~ 当正 ~ J ] 
し ず 泊3 な し ず カミ な よ る で し たー

旋律は、 1小節目から 6小節目までは、レミファ(#)という連続する 3音で構成されて

いる。 7小節目から終わりまではドレミという連続する 3音でできている O いずれも真ん

中の音(前半はミの音。後半はレの音)が中心的な音になっている。核になる音が変化し

ているのは、歌詞の持つエネノレギーが、きらきら輝く情景から静かな夜の場面へと下がっ

たためであると考えられる。また、段落(かがやいて一。ねむります o よるでした)で

はいずれも大きな音価があてられて、終止感が感じられるものになっている。 2拍子系で

速度は 1=100麓度で、ある。

この歌は話し と密接に結び付いて生まれているという意味で、「わらべうた」の旋

律に通じるものがある。

(3)幸子の事例

幸子は高等部 3年生 (17歳)である。ダウン症候群による知的障害があり、新版 S-M

社会生活能力検査によると、社会生活年齢は 9歳程度、意志交換は 11歳程度、集団参加

は7歳程度、自己統制は 12歳程度、身辺自立は 11歳程度、移動は 7歳程度、作業は 10

歳程度である。音楽が好きで家庭ではエレクトーンを習っている。

1.歌づくりの展開

幸子の歌づくりについては、昭夫と春子の場合と異なり、断片的な旋律を作る段階はな

く、ただちに、① 1つのまとまった歌を作り、②その歌に音楽的表情を付ける、というプ

ロセスが見られた。そのことについて説明する。

“65酬



①まとまった歎を作る

幸子の場合は、音楽というのは違う音が並んでいて長い音や短い音がある、という自分

なりの理解を持って既成の旋律様式(5音音階)にあてはめたり、話し言葉の抑揚を強諦

したりして歌った。

では、幸子はどのような歌を作ったのであろうか。

彼女は教室の廊下に立奏用木琴を持ち込んで練習していた。そして、読まなくても歌え

るよと言わんばかりに、いきなり「ほしがきらきらかがやいてまちはしずかにねむりま

すJ、と読んでいるように歌った。詩の内容をあまり考えていないためか、歌詞を間違え

たり飛ばしたりして歌うことが多かった。しかし、何回か歌っているうちに、「きら一きら「

(レいドシサj と長短を付けて下行したり、「ねむります一(ドドレレミー)Jと長銀を付けて

上行したりするようになった。全体的には話し言葉の抑揚やリズムがそのまま歌になって

いるのであるが、上記の部分だけが話し言葉に治わないためか、筆者は開いていて違和感

があった。

また、彼女は歌い終わると、後奏を付けるように木琴を<ファ(#)ソ(#)ラ(#)ド(#) 

レ(#)/レ(#)ド(#)ラ(#)ソ(#)ファ(#)>と、 5音音階で鳴らした。但し、第3時以

降、楽器は使わなくなっている(第 1時と第2目的。

その旋律を譜例 3-7として表す。

音量例3-7

手ニニ二「
央筏トー十一一一一←一一一斗
.J 修-<1供

: I !! (十』ー斗一一÷一一斗
W 竺}“...."ず岡修師事 #耕唱が

ほ しが きらーきらかがゃい まちは

'オーず一手 .... ........匝..-
しずかに ねむります

:I;qタ特記事三1
1掴事"'+i醐 H

この段階では、幸子は話し言葉に沿ったり、既成の旋律様式にあてはめたりして歌った。

そして、歌だけで表し切れない場合、あるいは、楽器を鳴らす方がより楽しめる場合は、

楽器を使っていると考えられる。

②歌に膏楽的表情を付ける

一昨、歌が生まれてきたところでその歌に表情を付けた。表情は幸子にとって、詩の意

味・内容に合うと感じられるリズ、ムや旋律として表された。

幸子が「ほしがきらきらかがやいて(略)Jと歌い始める前に、友達がその場面を暗示

するような、 トライアングノレの張りつめた音や、鉄琴の静かなグリッサンドを鳴らした。

その音に誘われるように、幸子は「きらーきら(レレ→ゃシ)Jという旋律を、「きーらきら一(¥1

-レレレー)Jと間音を並べて長銀を付ける旋律に変えて歌った。以後この旋律に変更はない。

また、「ねむります一(ドドレレミー)Jと歌い上げていた旋律も、「ねむります一(ト。ドドドドー)J 
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と同音を並べた歌い方に変えた。しかし、その旋律が定着したわけではなく、上行で歌っ

たり同音を並べたりすることを繰り返していた(第~~n寺)。

更に、イメージ音を鳴らし、その場IIlIを象徴するような光による演出を行う(11:rlの中で

ミラーボーノレに光をあてて、患がきらめく夜の場前jを演出する)と、もはや「ねむります一

(ドドレレミー)Jと上行することはなく、「ねむり求す一(ト.'1，" 1，" 1，守 1，"-)  Jとi司音を並べた歌

い方に落ち着いて、話し言葉を生かした子守歌のような歌が生まれてきた(第 511寺)。以

後、このME律に変更はない。

このような歌の表情は場面を象徴するような音や照明による感覚的な刺激によって、 ~4j:

の言葉の意味をイメージできるようになったことで、生み出されたと考えられる。

2. 作品

最終作品を誠伊J3 -8として表す。

言普例3-8

一β
手三 : 
そ十-r----，; J ，;，;，; J J J .' J CJ J 4 :::::s同~弓「つ」世帯ぜ##

ほしが きらきら かがやいてー ふさミ ち l立 しじ孟為 iこ ねむりますー

肢体は、最初から 4小節目までは長 2I支音程の隣接する 2音(i':'、レ)、 5小節目から

7 小節 I~I までは連続する 3 音( bシドレ)でできている。前半は上の音(レ)、後半は真

ん中の音(ド)で終わっていて、いずれもそこに大きな官i:fllljがあてられ、段落感や終止感

が感じられるものとなっている。 2拍子系の歌であるが、ハましがj や「まちは」という

部分は言葉とー体となって 3拍になっている。速度は J=100程度である。また、 5小節目
から中心になる音が変わっている。それは歌詞の内容の持つエネノレギーが、「かがやいてj

から「ねむりますj に、 ドがったためであると考えられる。

この歌は話し言葉と密接に結び付いて生じている点で、「わらべうたJの旋律に通じる

ものがある。

(4)[場介の事例

!場介は高等音r¥3年生(17歳)である。知的障害の他に特に目立った障害はなく、新版 S-M

社会生活能力検査によると、社会生活年齢は 13歳恕度、意志交換は 13歳程度、集団参加i

は 13歳程度、自己統制は 13歳限度、身辺自立は 13歳程度、移動は 13歳程度、作業は 13

議程度である。何事に対しても真面目に取り組み、特にスポーツが得意である。高等部の

リーダーとして活躍している。
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1.歌づくりの態開

陽介も幸子と同様で最初から、①まとまった歌を作り、②その歌に表情を付ける、とい

うプロセスが見られた。そのことについて以下に記述する O

①まとまった歌を作る

陽介は長音階などの旋律様式にあてはめて歌った。

事例に沿って見てみる。

陽介は広場にハイハットを持ち出して練習していた。筆者が f歌ってみよう Jと促すと、

「とつぜん(略)Jと歌詞をすらすら読んだ。そして暫く考えて、「とつぜんたたかいはじ

まって やがとびうまがいなないた(ト1ゃレレミミレ/ミミミミミ・/レドレレミミソ/ミミミレミ・)J と、 ド

レミソの4音を用いて歌った。フレーズの豆切りや終止の部分ではハイハットを 1つ大き

く鳴らした。 この旋律は<ドト守レレミミソ/ミミミミミ・>等と、旋律がほんの少し変化する程度の

変更はあったが、最後まで大きく変わることはなかった(第 1時と第2時)。

この段階では5 階やヨナ抜き音階(2)の旋律様式にあてはめて作ったと言える。

②歌に音楽的表情を付ける

言葉が歌になるとその歌に強弱や速度の変化による表慣を付けた。また、歌い方を更に

工夫した。

陽介が歌い始める前に、友達が場面を暗示するようにケンガリ(韓国の民族音楽で使わ

れる金属製打楽器)の音を鳴り響かせた。その音に刺激されたかのように、陽介は「とつ

ぜんたたかいはじまって (cresc.)J とクレッシエンドを付けたり、「やがとびうまが (ri

t. ) Jとりタノレダンドを付けたり、「し、な、ない、たー」と区切って歌ったりした(第3時)。

更に、真昼を表す黄色の照明を入れて、馬が走っている影絵で舞台演出を行うと、「い

なないたJという歌詞では、各音にスタッカートを付けてフォルテ (f)で、歌ってみたりし

た(第5時)。また、恐ろしい事態が発生したというように、暗くて不安な声で歌う様子

も見られた(第 7時)。

この段階では筋書きを追って練習していくうちに作品の全体操が見えてきた。自分の受

け持つパャトの役割や、詩の持つ意味・内容の理解も深まった。そこでどうすれば感じが

出るかと、歌い方を色々に試したと考えられる。

2.作品

最終作品を譜例 3-9として表す。

育審例3-9

判 rit. ・‘・'
1 1"""""'1 F醐田千一-tr町 田園四 一二三一ーでご竺7・一ーで一

宇すす JJ J J ・ぷ ICJ CJ寸寸す寸 つどてr-.←.o……ごご バ

とつぜんたマたかい はじまって やがとびうまが いなないたー
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歌は 5音旋律(ドレミソラ)、 2拍子系、 a (トやド川市川ソソー)の反復、 J =76程度
の速度、クレッシエンドやリタノレダンドという諸要素によって構成されている。

この歌は 5音音階やヨナ抜き音階の旋律に通じるものがあると蓄える。

第 4節考察

以上、報告してきた 4人の事例を見たとき、歌づくりの過程として、(1)先ずは歌の原

形を作り、 (2)次に、その歌の原形に音楽的諸要素によって表憶を付ける、という 2つの

段階が認められた。

(1)の、歌の原形を作る段階では、断片的な旋律から歌づくりを始める青年もいれば、

最初から 1つのまとまりのある歌を作る青年もいた。

また、歌の原形は日常の話し言・葉の抑揚やリズムを強調したり、それまでに自分違が経

験してきた旋律様式にあてはめたりする方法で生み出された。

(2)の、歌の涼形に音楽的諸要素によって表情を付ける段階では、表'情は詩の持つ意味

・内容にイメージが喚起されることから、自然に生み出される現象が見られた。歌の表情

を引き起こした要因として、場面を象徴するような音や照明を入れることによって、スト

ーリーの状況設定がなされたことがある。歌い手である青年達は光や音の感覚的な耕激に

よって、詩の言葉の意味をイメージできるようになった。そこで、歌の表情は歌い手にと

って詩の意味・内容に合うと感じられるテンポや旋律や音色として表された。また、歌い

方も意識的に工夫され、歌にスタッカートやアクセントを付けたり、テンポやダイナミッ

クスの変化を付けるようになった。

以上のことから、詩に旋律を付ける歌づくりにおいては、歌の原形に関しては言葉の音

としての側面が、そして、歌の原形の表情づけに関しては、言葉の意味・内容の側面が

大きく関わると言える O

また、青年連が歌を作ってみようとしたとき、わらべ歌や5音音階(ヨナ抜き音階)に

通じる歌が生み出される現象がみられた。

注

(1)作品は高等部の青年全員 (26名)で、詩に旋律をつけて歌う (6名)、イメージ音を鳴

らす(6名)、擬音諾・擬態語の曲を演奏する(15名)、舞台演出を行う (11名)、に分担

して作った。

(2)ヨナ抜き音階とは明治期に行われた階名唱ヒフミヨイムナヒの、第4音のヨ(ファに

相当)と、第 7音のナ(シに相当)を外した音階である。西洋の長音i帯(または短音階)
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と臼本の五音音二階折衷形といわれ、明治後期に作られた軍歌や首文一致唱歌に多用されて

広まり、演歌など近代の大衆歌謡の基本にもなった。 この内容は海老潔敏 ・と参郷祐庚-・

西岡信雄 ・山口修監修(2004)W新編 音楽中辞典~ (音楽之友社)に基づく ョ

歌づくりを行い、舞台で発表する青年達

歌づくり
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第4章音楽行為におけるイメ』ジの働き
一童話『雪渡り』の詩を素材として一

第 1節 イメージの現れとしての発話

第 1章から第3章までの曲づくりと歌づくりの諸事例において、知的障害のある青年達

が、自分の感覚やイメージ等という内匝と表現媒体との相互作用を行って、作品を生み出

す姿が観察された。彼等は鮪動的に楽器を鳴らしたり歌ったりしているわけではなく、「表

現Jを行っていたのである。

そして、その「表現J行為は素材についてのイメージによって推進されている、と見受

けられた。つまり、イメージが表現の原動力になっていると考える。彼等の音楽行為を見

ていくとき、イメージの作用を抜きに語るわけにはいかないであろう。

そのことを受けて、本章では曲づくりを行う過程で起こる、知的障害のある青年達のイ

メージωの働きについて、それがどのようなものかを考察する。

イメージを其体的に把握する方法として、表したい内容と関わって曲づくりの過程で青

年達が出してくる、発話(つぶやきや発言等)に注目する。

資料として、当初、第 1章から第3章まで、で、扱った事例を活用しようと考えたが、イメ

ージを探るためには、青年連の発話が充分ではないと思われた。そこで、 2000年5月 10

日から 6月 28日まで計5@1行った、 r(既成の)詩から曲を作ろう j という活動の記録を

用いることにした。この曲づくりには 1年生から 3年生(16歳'"'-'18歳)までの男女 12名

が取り組んでいる O そこには喜々として言葉や身体の動きや音で、パフォーマンスを行い

自分の気持ちを豊に言葉で表す祐太と伸男(名前はいずれも仮名)の姿が見られた。その

表情やパフォーマンスや発話から、 2人はイメージを働かせて音楽行為を行っていると判

断した。この 2人を分析対象として抽出する。

先ずはビデオ記録から、表現したいイメージに関わって、彼等が出してくるつぶやきや

発言を、時間的経過に即して抜き出す。そのイメージ(発話)と、それに伴って現れてく

る雷葉や身体の動きや音によるパフォーマンスを対応させて、再者の関係を見ていく。

以下の事例に共通する事柄として、1)各自のプロフィーノレは、 2000年5月に養護学校が

実施した新版S-M社会生活能力検査の結果によって得られた発達像と、筆者の観察によっ

て記す、 2)青年達の発話はすべて音声として受け止め平仮名と片仮名で示す、ということ

がある。
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第 2節 曲づくりの概要

曲づくりのために筆者は 2つの詩を青年達に示した。

1 つは宮沢賢治の童話『雪渡り~ (2)の中に出てくる詩である。

f!l1こんこん却の子

乏生年舗のご/しJj/;が

結いたJ脅~投与と L て

お01Jf，ご火がっさ さやんまゃんまゃん

もう 1つは谷川俊太郎の詩である。

ずっとびとぴすげ ずっとん芝、

ふん!;"0bすれで すっとんとん

ehdめLぐわずに すっとんとんω ω<Taデ解すj

これらの詩を選択した理由は、内容が分かり安くリズムの調子もよい、韻を踏んだ言葉

の響きが面白い、また、童話の世界にある日本情緒も味わえる、と考えたからである。

この曲づくりは 2000年5月刊誌(第 1時)、 5月 24日(第2時)、 5月 31日(第3時)、

6月7日(第4時)、 6月 28日(第5持)、に計5回行った。 1回の活動持間は約 50分で

ある。但し、学校行事などの関係で、第 1時の活動は 20分稜度、第4時の活動は 30分程

度となっている。

曲づくりとは、楽器の音を中心として即興でまとまりのある音楽作品に仕上げていく活

動である。グループで、それぞれ1つの作品を作ることにした。

活動の展開は次の通りである。

第 1時では全員で活動した。先ず、筆者はこれら 2つの詩を色画用紙に書いて黒板に貼

った。そして、みんなで朗読した。次に、筆者が中心になってこれらの詩を言葉と身体の

動きと音で遊んだ。例えば、『雪渡り』の詩では、狐の格好をして鳴いたり跳んだ、りした。

また、狐の様子を思い浮かべて即興で楽器を鳴らした。第2時では、最初は全員で活動し

た。内容は第 1時と間じである。その後、曲づくりを行った。最初にグ、ノレーフ。を組んだ。

全 12名の青年達は自発的に、伸男クやループ(男子4名)、直江グループ(女子4名)、治

夫グ、ノレープ(男子4名)に分かれている。その後、曲づくりの詩を決めた。伸男グループ

と註江グループは、『雪渡り』の中の狐の詩を、治夫グループロの青年達は「すっとびとび
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すけj の詩を選んでいる。各グノレープに分かれて 15分躍度練習したあと発表した。ア.

最初、グ、ノレープで演奏を行い、イ.次に、車分が表したことを 1人ずつ言葉や動作で説明

し、ウ.最後に友達の感想、を聞いた。第3時から第5時までは全体活動はせず、曲づくり

だけを行った。発表の手順は第2時と閉じである。

尚、第4時では、学校行事の関係で授業に参加できない青年達がいたので、『雪渡り』

を選んだグノレープのメンバーは合同で曲づくりをしている。

以上の活動の展開を表4-1として宗す。

表4-1 Y活動の展開

活動時間 活動 内容

第1時 1.全員で活動
ア.w雪渡り』の中の「狐Jの詩と、 fすっとびとびすけj の詩を朗読する。
イ.筆者が中心となって、上記の詩を言葉と身体の動きと音で遊ぶ(狐の格好をし
て鳴し、たり挑んだりする。狐の様子を思い浮かべて即興で楽器を鳴らす。)

第2時 1.全員で活動
「狐Jと fすっとびとびすけJの詩を、言葉と身体の動きと音で遊ぶ。
2. 曲づくり
ア.グソレープを組む。グ、ループで 1つ詩を選ぶ。グループで、曲づくりをする。
イ.発表する。
1)グループで演奏を行う α
2) 1人ずつ言葉や動作で表したことを説明する。
ウ.友達の感想を開く。

第 3時か 1.曲づくり
ら第 6時 ア困グループで幽づくりをする(第4時は、 f狐Jグループは合間でう。
まで イ.発表する。

ウ.友達の感想、を開く o

活動は音楽室(兼サロン)で行った。授業は筆者が中心となって行い、青年達の指導に

養護学校の教員 1名が付いた。筆者は曲づくりが停滞している場合に限り、青年達の行動

を引き出すために声をかけたがあとは自由にさせて、彼らが出してくる表現はすべて肯定

的に受け入れた。

簡易楽器(ハンドノレ付きダブノレカスタネット、スレイベノレ、 トーンチャイム、タンプリ

ン、モンキータンプリン、木魚、ウインドチャイム等)、オノレフ木琴や鉄琴、打楽器(締め

太鼓、柄付き平太鼓、コンガ等)を準備して、青年達の手の届くところに置いた。

第 3節 曲づくりの諸事例

以下に、1)祐太と 2)伸男の、曲づくりにおけるイメージの展開とそれに伴うパフォーマ

ンスの変化を見ていく。
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(1)祐太の事例

祐太は高等部2年生(16歳)である。知的障害の他に特に目立った障害はない。新版s-

M社会生活能力検査によると、社会生活年齢は 12歳程度、意忠交換は 13歳程度、集団参

加は 13歳程度、自己統制は 12歳程度、身辺自立は 13歳程度、移動は 12歳程度、作業は

12歳程度である。普段から想像を膨らませてお話を作ることが好きな青年である。

1. イメージの展開とパフォーマンスの変化

最初、祐太は黒板に貼られた狐の詩を克て、 fわるきっねや」とぼそっとつぶやいた。

詩の中に出てくる狐の漠然としたイメージがわいたと言える。

その詩を見て、友達が「おしりにひがつきやてーJと可笑しそうに笑うと、祐太はそれ

に応えるかのように、「きゃんきゃんきやきやきゃん きゃんきゃんきゃん」と狐の鳴き

声を真似て断片的な音声で鳴いた。

筆者が詩を読みながらシンパルや木魚を鳴らしたり、狐の振りをして等拾で跳ぶと、祐

太も自発的に席を立って嬉しそうに狐の格女子をして跳び出した。更に、祐太は両手を前に

突き出し、拳をぶらぶらさせたり左右の手を交互に動かしたりして、美絵と向き合って等

拍で跳んだ。祐太の嬉しそうな表情からは、狐のパフォーマンスを楽しんでいる様子が伺

える(第 1時)。

いよいよ曲づくりである。祐太は仲良しの友達4人とグループ。を組んだ。彼等は相談し

て、狐を演じる役(3人)と楽器を鳴らす役(1人)に分かれた。

祐太は狐を演じることにして、「ごんたこんすけJと独り言を言いながら、色々ある楽

器の中からそンキータンプリンを選び頭に乗せた。そして、上体を屈めて頭を垂れ、 fこ

んこん」と鳴きながら狐の掠りをして等拍で跳んだ、。

ここでは悪戯で愛矯のある狐の具体的なイメージがわいてきたと考えられる。

そこで祐太はモンキータンプリンを首に掛け、伸男が鳴らす締め太鼓の音に乗って、狐

を演じる仲間 3人と並んで跳んだ。そのことによって動きや音の重なりが生じてきた。パ

フォーマンス終了後、祐太は「きつねのきょうだいのイメージでててよかった」と感想を

言った(第 2時一1)。

仲間と一緒にパフォーマンスを行ったことによって、狐の兄弟という生活感情と結び付

いたイメージがわいてきたと思われる。

更に、彼らはA(楽器を鳴らす)と B (朗読)という 2つの部分をつないで曲を作るこ

とにした。最初に楽器を鳴らしてそのあと朗読するのである。祐太は伸男の締め太鼓のリ

ズムを模倣して首に掛けたモンキータンプリンを打ち (A)、仲間の詩の朗読を聞きながら、

「きゃんj と合いの手を入れたり、「きゃんきゃんきゃん」と甲高い声で鳴いた (B)。そ

して、 fみんなでしをよみがつきをなら〔した)Jと自分の行為について説明した。仲間が

r [祐田君〕はきゃんていうとこ こえ〔声〕でかしリと言うと、「おしりにひ〔火〕つい
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たからあっかつてん びっくりしたんと自分のお尻を指しながら説明した(第 2時-2)。

このようなパフォーマンスを行っているうちに、自分が狐の「こん助」になったような

気分になり、「あつかった」という感覚的イメージが起こって、高音での言葉の抑揚を生

じさせたと考えられる。

更に祐太は仲間の締め太鼓の等間隙の音に乗って、嬉しそうにパフォーマンスを繰り広

げた。右手にモンキータンプリン、左手にタンプリンを持って、両手を回したり、アンバ

ランスに動かしたり、上下に動かしたりしたのである。戯けて首を振っているので、まる

で狐が踊っているようなパフォーマンスになった。 2つのタンプリンのジングソレからは、

強い音や弱い音、長い音や短い音、音の重なりが発生していた。そこで祐太は、「このタ

ンプリンはおしりがもえているかんじがしたJと説明した(第3時一1)。

ここでは狐の尻毘が燃えているような映像的なイメージがわいて、タンプリンの多様な

音に結び付いたと考えられる。

また、直江たちの「おしりがもえている」という状況を表す木琴等の音に乗って、祐太

達は長短や抑揚を付けて、「こん こん こ~ん きゃんきゃん・・」と鳴きながら、背

中を丸めて跳び居った(第 3時一2)。更に祐太は長短や抑揚を一層強諦して、「こ~んこん

こん きや~んきゃんきや""-'''''-'んj と、甲高い声で鳴くことを楽しんだ(第3時一3)。

このような音楽行為を踏まえてイメージが動きを持ってきた。そこから祐太は音楽とし

て自律した表現を求めるようになる。

彼はタンプリンを鳴らすことを止めて、高音の響きに特徴があるトーンチャイム(金属

製打楽器)を音源として選び、 1つ打つてはトーンチャイムに患を吹きかけ、火を消す動

作を行った。そして、「これは〔トーンチャイム〕はきつねがびっくりしてとびまわって

いるところj と説明した(第3時一3)。

ここでは「ひ、っくりし〔たJJだろうと狐の気持ちを想像した感情的なイメージや、生

き生きとした動的なイメージが生じている。そのイメージを音で表そうと、高音に音源、を

求めて断片的に鳴らすと、そこから生み出される響きにイメージが喚起され、楽器に息を

吹きかけて消すパフォーマンスが起こったと言える。

更に、トーンチャイムとウインドチャイム(金属製打楽器)の音色をつないで鳴らして、

驚いたようにのけ反ったり、 トーンチャイムに患、を吹きかけて火を消す、 ドラマ的なパフ

ォーマンスを繰り広げた(第4時一1)。

しかし、このパフォーマンスは間もなく、 トーンチャイムを一つ打つてはその余韻を聞

く行為に変化していった。彼は、「これは〔トーンチャイムを指し〕きつねがとびまわる

ところ」と説明している(第4時一2)。

ここでは跳び限るという動的なイメージが起こったと考えられる。

更に、 トーンチャイムに替わってハンドル付きダ、ブノレカスタネットと大型スレイベノレを

両手に持ち、仲間の締め太鼓の等間隔の音に乗って、膝や両手でダイナミックにリズムを
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取りながら、交互や同時に手を振った。このような苦楽的な動きを行ったことによって、

長い音や短い音、強い音や弱い音、音の重なり、にぎやかな音やせわしい音が生じてきた。

祐太は「きつねがおしりにひがついて おどろいてはしりまわっているところすずやカス

タネットで〔表したJJと説暁している。

ここではこれまでのような断片的な説明ではなく、孤の様子を詳しく描写した言い方が

なされ、ストーリー性のあるイメージや、ストーリーと音楽の要素(音色)とを関わらせ

たイメージが起こっている。それらのイメージは音楽の多様な構成要素と結び付いて、表

情のある曲を生じさせている。

また、「音がわかりにくい〔あわせにくいJJという、音楽演奏に関してのイメージも起

こってくる(第5時一1)。

音楽として自律したこのパフォーマンスにおいては、それをよりまとまりを持って演奏

するために、仲間と拍を合わせようという意識が出てきたと言える(第5時-2)。

以上の、祐太の『雪渡り』の由づくりにおける、イメージの展開とそれに伴うパフォー

マンスの変化との関係を、次買に表4-2として表す。

2. まとめ

祐太の曲づくりにおいては、最初、音楽として自律する以前の、言葉と動きと音による

パフォーマンスが生み出され、それぞれが変化していった。それに伴ってイメージの変化

も生じてきた。イメージの変化はパフォーマンスの変化を生み出し、パフォーマンスの変

化はイメージの変化を生み出すことになって、両者は相互作用によって進展していった。

具体的には以下のようなプロセスが見られた。

内界に、①漠然としたイメージが生じたとき、それに伴って音声や動きによる断片的な

パフォーマンスが表れてきた。以後、このイメージとパフォーマンスは次々と作り替えら

れてし1く。

パフォーマンスを行う中で、②狐の具体的なイメージがわいた。そこで楽器を選択し、

音声や動きや音による狐になってのパフォーマンスを行っていると、③生活感情と結び付

いたイメージが起こって、パフォーマンスにおいては音や動きの重なり等が生じてきた。

また、④感覚的イメージも起こって、抑揚(高音)のあるパフォーマンスとなった。更に、

⑤映像的イメージがわいて、複数の媒体の要素を用いた表情のあるパフォーマンスとなっ

た。また更に、⑤感情的なイメージや動的なイメージが起こって、音楽として自律した表

現が成立してきた。ここではドラマ的なパフォーマンスも表れてきた。パフォーマンスが

表惜を持ってくると、これまでのイメージを総合的にまとめた、⑦ストーリー性のあるイ

メージや、ストーリーと音楽の要素とを関わらせたイメージが起こって、それらのイメー

ジはより多様な音楽の構成要素と結び付き、表情のある曲となった。音楽として自律した
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このパフォーマンスにおいては、③音楽演奏に関してのイメージも起こって、それをより

まとまりを持って演奏するために、仲間と拍を合わせようという意識が出てきた。

表4-2 イメ…ジの展開とパブオーマンスの変化
'活 i パフォーマンス イメージ

動|言築; 動き 7 音 発話 4ぷニど

1:1 j 斗------+材きつね
①漠然としたイメ

ージ

きゃんきゃんき-----

やきやきゃん ;関手を前につき出し、拳I~

きゃんきゃんき Jをぶらぶらさせたりしてi 一一一~ー-一一一'
ゃん :等拍で跳ぶ l 一一一~全半ごんたこんすけ I (号兵体的イメージ
こんこん s上体を腐め頭を垂れて等lモンキータンエJよふ」ート一一一一

s狛で跳ぶ i吐「
i 一一- 引きつねのきょうだi③生活感情と結び

l仲間3人と並んで銚ぶ (モンキータンプリンの----れ、のイメージ |付いたイメージ

，音色、仲間との音の重I~ みんなでしをよみ

，なり I~\\\ ‘ j がつきをならした

きゃん i 之 j 一一 寸ぢしりにひがつい i④感覚的イメージ
きゃん きゃん-一一 たからあっかつて 1(熱かっただろう

きゃん(高音) I ー~斗- ん !と狐の身になり想

一一---一一L てy:っくりした |像)

狐の締り r，lij :=手を回した;モンキータンプリンと1-台十タンプリンはおし|⑤映像的イメージ
り、アンバランスに動か!タンプリンの音色、 /〆1りがもえているか
したり上下に動かしたり;多僚な音(強L、音や弱1/1んじ
するO主ぎを綴る し音、長い音や短い音、 I~〆 | 

Jt苦の設なり) i、
こ~ん こんこ l背中を丸めて跳ぴ閉る ¥ 

んさや~んき ¥ 
ゃんきや~~ん ¥ 

等(長短、拘]傷、 ¥ 

甲高い 吋これ〔ト}ンチャi⑥感情的イメージ

3.作品

船 田 j音楽として自律したき受i λイム〕はきつねがI(びっくりしただ
:トーンチャイムに怠を吹;現 I/'〆|びっくりして とiろうと狐の心理を
:き掛け火を消す sトーンチャイムの音魚長f びまわっていると i想像)、動的イメー
ヨドラマ的なパフォーマン r¥ |ころ iジ
ス(驚いたようにのけ反(トーンチャイムとウイ

ったり、 トーンチャイム;ンド・チャイムの音色

に息、を吹きかけて火告と消，告とつなぐ

丈軌11l__明側側噸
:トーンチャイムを 1っし一一二|これはきつねがと i⑤動的イメージ
:打つ i¥ |びまわるところ

音楽的な動き(膝や両手 sハンドル付きダブルカi¥¥ |きつねがおしりに 1(1)ストーリー性の
でダイナミックにリズム s スタネットと大型スレ ~I ひがついて おどlあるイメージ
をとって振るイベルの音色、 /1ろいてはしりまわ|ストーリーと音楽

;多様な構成要素(強い1/1っているところ |の諮要素を関わら
;音や弱い音、長い音やi〆 |すずやカスタネッ|せたイメージ

:短い音、音の議なり、 i¥ |トで

4い音) l 込!おとがわかりにく |③音楽演奏に関し
仲間と拍を合わせて鳴|時一一 iぃ lてのイメージ
主主之よ主主

最終作品を次頁に譜例 4-1として表す。

作品はハンドソレ付きダブ、ノレカスタネットとスレイベノレの音色、長い音や短い音、強い音

や弱い音、にぎやかな音やせわしい音、 abの反復 (aはダブ、ノレカスタネット。 bはスレイ

ベノレ)、 2つの楽器の音色を重ねる、 .. 1 =116の速度という藷要素を扱って、構成されてい
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る。全41秒からなる曲である。

譜例4-1 所用時間 41秒 J = 116 

日寺荷車車 。 10 22 32 

祐太 r~きつねがおしりにひがついて おどろいてはしりまわっているところ、すずやカスタネットで」

伸兇 fきつねがひがついたところ。まえとおなじがつきやけど、リズムやたたきかたをかえたj

41 

祐太

ダブノレカスタネット

/'/1/1--"1/1'γγy d ガ7/J竹11/}11 寸?レ/)-'vレ.-V r • ， I 

援る 庁 7Y17 つ仲1パ刊/}， /fぺ'VT"n

/，り?グJ1-)〆げ /仰'y.〆介 fおわり J11 

?ナ?づグノ/
スレイベル

伸男

総め太鼓 n封一く憶しー

(2)伸男の事例

~~~ -，~~\ -~:ll ，~，-

次に、伸男の曲づくりにおけるイメージの働きを見ていく。

JJ J) I ;ß;P ~J 1¥ 

h丘二一

伸男は高等部 3年生(1 7歳)である。知的韓警の他に目立った障害はない。新版S-M

社会生活能力検査によると、社会生活年齢は 13歳程度、意志交換は 12歳程度、集団参加

は 11歳程度、自己統制は 13歳程度、身辺自立は 13歳程度、移動は 13歳程度、作業は 12

歳程度である。落ち着いて学習に取り組んで、いる。体を使う活動が得意でリーダーとなっ

て活躍している。母親がピアノを弾く等、家庭でも音楽に接する機会が多い。

1 .イメージの展開とパフォーマンスの変化

伸男は黒板に貼った狐の詩を見てみんなと一緒に大きな声で朗読した。筆者が詩を読み

ながらシンパノレや木魚を鳴らしたり、仲良しの祐太たちが狐の真似をして鳴いたり跳んだ

りしているのを見て、おかしそうに笑っていた。

そのうちに伸男も自発的に狐の動作をし始めた。正夫達が鳴らす楽器の音に乗って、仲

間 6人でい「こんこんこんこんこんこんJと鳴きながら、両足を揃えて膝を折り腰を落と

して等拍で跳んだ。そして、「ぼくとまるたくんとなおえちゃんで きつねをやりました

たろうくんはきつねにばかされたねこ〔猫〕をしましたj と説明した(第 1時)。

ところで、我が国では一般的に「弧j は人を臨すとされている。伸男にはそのような狐

に対する漠然としたイメージがわいた言える。

また、祐太が「きゃんきゃんきゃん」と鳴きながら喜々として跳ぶ姿を見て、「おっち

ょこちよいのきつねゃなーj と笑いながらつぶやいた(第2時前半)。

伸男には悪戯でお調子者の狐という其体的なイメージが起こったと考えられる。
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そこで伸男も「おっちょこちょい」の狐を演じるように、戯けた表情で首を振り木翠を

無造作に打って仲間と遊んだ。

このような活動を踏まえていよいよ曲づくりが始まった。伸男は祐太たち 4人でグノレー

プを組んだ。そして、みんなで棺談し、伸男 1人が楽器を鳴らして、あとの 3人が狐を演

じることにした。

伸男は「いいことひらめいたj と独り言を言って、締め太鼓を音源として選択し(以後、

音源の選択に変更はない)、くとん・とととととととととととどとん・(Jコ l..lDJJJJJJJ).. 1 A ) 
>と、始めはゆっくり鳴らして加速し最後は一打、というまとまったリズムを 1本のばち

で繰り返して鳴らした。

このリズ?ムは歌舞伎の下鹿音楽等で使われる、ゆっくり始まり次第に加速、その後大き

く一打してーまとまり、という漸次加速めリズムに似たところがある。伸男には、詩を読

み狐のパフォーマンスを行ううちに、日本情緒と結び付いた感覚的なイメージが起こり、

日本的な音色の選択や日本人に馴染みの深いリズムにつながった、と考えることもできる。

更に、伸男は r(狐になって動作を行う人は〕がつきのテンポにあわせてほしいj と言

った(第2時凶1)。そして、自分は締め太鼓を注意深く漸次加速で鳴らして、「こまかくい

った〔締め太鼓を細かく刻んで鳴らしたJJと感想を述べた(第 2時一2)0

ここでは音楽の技術的な側面に目を向けた発言がなされていることから、演奏に関して

のイメージが起こったと言える O

この時点から、伸男は映換や音響や動きを伴ったイメージを持つようになる。

「きつねこんこんきつねのこ きよねんきつねのこんすけが やいたさかなをとろとし

て おしりにひがつききゃんきゃんきゃん・ Jと朗読しながら、「きゃんきゃんきゃん.J 

と言葉のリズムに一体化させながら締め太鼓を鳴らした。演奏では、「きゃんきゃんきや ー

ん・ j のリズムを繰り返して鳴らしているうちに、いつしか4拍目の休符が取れて連続す

るパルスのリズムになり、速度も次第に速くなっていった。伸男は狐ね踊りをしている祐

太と顔を見合わせ、 2人で楽しそうに戯けて首を前後に振って鳴らした。演奏終了後、 fき

つねがはしっているみたいでおもしろかったJ、「きょうはきつねがないているところだけ

きゃんきゃんきゃんのところやった〔楽器を鳴らしたJJと説明した(第3時一1)。

ここでは、仲間と狐の振りをしたり楽器を鳴らしたりしているうちに、詩の中の狐が身

近なもの止なってきて、孤が鳴いているという音響的イメージが起こり、「きゃんきゃん

きゃんj というリズムが生じてきた。また、狐が走っているという映像的で動的なイメー

ジも起こって、そのイメージは連続するパルスのリズムや次第に速くなる速度の変化につ

ながったと考えられる。

また、直江遠の「おしりがもえているj 様子を表す木翠等の音に乗って、伸男は「こん

こん こん こんJと鳴きながら背中を屈めて眺び回り、尻尾に火の付いた狐が熱がって

いる様子を、仲間と入り乱れて楽しそうに演じた。(第 3時一2)。
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このようにパフォーマンスが表情を持ってくると、イメージも豊かなものになってきた。

祐太がトーンチャイムの高音を響かせて、 fきつねがびっくりしてとびまわっているとこ

ろJを鳴らすと、伸男は締め太鼓のパルスのリズムを打ちながら、「きゃんきゃんきゃんj

と鳴いた。そして、「きつねがおしり きがついてきゃんきゃんいっているところならし

た」と説明した(第 3時一3)。

ここでは断片的な言い方ではなく、尻尾に火がついて驚いて鳴いている狐の様子を、詳

しく説明した言い方がなされている。これまでのイメージをまとめた、ストーリー性のあ

るイメージが起こったと言えよう。そのイメージは音(締め太鼓)と言葉(音声)の結合

を生じさせている。

曲づくりは吏に表情のある演奏へと変化していく。伸男は最初、締め太鼓の連続するパ

ルスのリズムを無造作に打っていたが、締め太鼓の打つ場所を変化させたり(鼓閣の左右

や前後を打つ)、 2本のばちを交互に忙しく動かしたりして打った。そのことによって音

色やリズムの変化が生じてきた。また、クレッシエンドも付いてきた。そして、「きつね

がひがついたところをあらわした まえとおなじがつき〔締め太鼓〕やけど リズムやた

たきかたをかえてj と説明した(第4時は欠席。第5時一1)。

ここではストーリーと音楽の諸要素とを関わらせたイメージが起こっている。そのイメ

ージは音色やジズムやダイナミックスの変化と結び付いて、曲に音楽的表情をもたらした

と言える。

更に、仲間と拾を揃えて鳴らそうとするようになった(第5時一2)。

ここでは演奏に関するイージが起こったと言える。

以上の、伸男の曲づくりにおけるイメージの展開と、これに伴うパフォーマンスの変化

との関係を、次真に表4… 3として表す。

2. まとめ

以上を整理すると次のようになる。

伸男の曲づくりにおいては、言葉と動きと音によるパフォーマンスが生み出され、それ

が変化していった。それに伴ってイメージの変化も生じてきた。イメージの変化はパフォ

ーマンスの変化を生み出し、パフォーマンスの変化はイメージの変化を生み出すことにな

って、再者は相互作用によって進展していった。

具体的には以下のようなプロセスが見られた。

内界に、①漠然とした狐のイメージが生じたとき、それに伴って狐の音声や動きによる

断片的なパフォーマンスが現れてきた。更に詩を読み仲間のパフォーマンス等を見ている

うちに、②狐の具体的イメージがわいて、戯けた表情で、のパフォーマンスとなった。ここ

では自本情緒と結び付いた、③感覚的なイメージも起こって、日本音楽の音色の選択がな

され自本的なリズムも現れた。更に、④演奏に関するイメージも起こって、技術的な側面
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に意識を向けた演奏を試みるようになった。また更に、パフォーマンスをしながら楽器を

鳴らしているうちに、⑤多様なイメージ(映像的イメージ、動的イメージ、音響的イメー

ジ)が起こって、言葉と一体となったリズムやダイナミックスの変化が生じた。このよう

に曲が特徴を持ってくると、これまでのイメージを総合的にまとめた、⑥ストーリー性の

あるイメージや、⑦ストーリーと音楽の諸要素とを関わらせたイメージが起こって、多様

な構成要素と結び付いた表情のある曲となった。

介、品 日 ， ， 、， .ー~ ' ..... 、ら'"、- ， ， 

活 パフォーマンス

動 言葉 s 動き 音

発
』

， 

E要 --
こんこんこんこ腹筒手足そ落を揃えて膝を折り、
んこんこん としてき事拍で跳ぶ ~ 

戯けた表情で首を振る *琴を無造作に打つ
旭町

締め太鼓の音色、書者次

e 加速のリズム(始めは
B 

ゆっくり次第に加速、

最後は一打)

1 

きつねこんこん

きつねのこ き g 

よねんきつねの:戯けて主主を前後に振る I rきゃんきゃんきゃんj
こんすけが :という言葉のリズムと

(路)おしりに l ;一体化させて鳴らす

ひがつき さや: :J!ll:続するパルスのヲズ 4

んきゃんきゃん: ;ム

:次第に速く
s 

こんこん こん。仲間と入り乱れて、体を

こん ;屈めて銚び間る

時間ー司自由ーーー目四時制 J 園田時四申『ー-- - --ーーーー国神帝国圃

きゃんきゃんき: :パルスのリズム

ゃん ' 
鼓uiiの左右や前後へ移動。連続するパルスのリズ
して打つ。ばちをせわし;ム、音色やリズムの変

く動かして打つ ;イ~、クレッシエンド 、

仲間と拾を撤えて鳴ら

そうとする

3. イ乍品

作品を譜例4-1として 78頁に表す。

この作品は締め太鼓の音色、等間隔のリズム(パノレスのリズムを中心に)、 ab(a rま音を

重ねて鳴らす。 bは音をばらばらに鳴らす)、クレッシエンド、 J= 116の速度を扱って構

成されている。長さは全 41秒である。
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第4節考察

童話『雪渡り』の詩を基にして、音楽行為におけるイメージの鋤きについて、 2人の事

例を取り上げて述べてきた。

青年達の内界には表したいものと関わってイメージが起こり変化していった。それに伴

って、所産としての言葉と動きと音によるパフォーマンスも変化し、イメージとパフォー

マンスの両者は相互作用によって進展していった。つまり、青年達はイメージを働かせて

表現を行っているのである。

2人には以下のようなイメージの変化のプロセスが見られた。

祐太の場合は、①漠然としたイメージ、②具体的イメージ、③生活感憶と結び付いたイ

メージ、④感覚的イメージ、⑤映像的イメージ、⑤感情的イメージ、動的イメージ、⑦ス

トーリー性のあるイメージ、ストーリーと音楽の諸要素とを関わらせたイメージ、③演奏

に関してのイメージ、というプロセスであった。

伸男の場合は、①漠然としたイメージ、②具体的イメージ、③感覚的イメージ、@演奏

に関してのイメージ、⑤映像的・動的イメージ、音響的イメージ、⑥ストーリー性のある

イメージ、⑦ストーリーと音楽の要素とを関わらせたイメージ、というプロセスであった。

また、 2人には次のような共通するイメージの展開が認められた。

イメージは最初、対象に対する漠然としたものであったが、パフォーマンスを始めると

具体的なイメージがわいた。そのイメージは表現の相互作用を行っているうちに、感覚的、

映{象的、動的なイメージへと作り替えられ、そして、今までのイメージすべてをまとめた

ストーリー性のあるイメージとなった。それに伴い、作品もより多様な構成要素と結び付

いた、まとまったものになった。

また、異なるイメージのE基調も見られた。

祐太には生活感情と結び付いたイメージや感情的イメージが起こったが、伸男にはこれ

らのイメージは起こっていない。そして、伸男には音響的イメージが起こったが、丸太に

は起こっていない。

間じ詩を読んでもそのどこに注目するのか、何に共鳴するのかが違うためにイメージも

異なってくる。イメージが異なると当然、音楽表現も違ったものになる。そのことによっ

て、それぞれ特徴のある個性的な作品が現れてくる。そこに意味があると言える。

注

(1)教育哲学を専門とする西園芳信は「イメージとは以前に知覚された感覚的性質を伴う

対象についての心的表象を言い、ここには感覚と蓋結したイメージ(視覚的イメージ、聴

覚的イメージ)、創造や記憶、と結び、ついたイメージがあって、表現活動は様々な素材につ
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いてのイメージによって推進される j と言う。

この内'容は、西国芳信 「第4章 芸術的経験におけるく芸術の知>の機能と音楽による

表現の論理j ~ r芸術の知j の能力の育成を目的にした小学校音楽科カリキュラム構成に関

する教育実践学的研究J兵庫教育大学平成 14年度博士論文 pp.56-59に基づく 。

( 2 ) 宮沢賢治 ・ たかしたかこ 『雪渡り~ 1990倍成社 p.29

(3)谷川俊太郎 ・中地雅之『ことば ・あそび ・うた一子どものための音楽-~ 1994日本シ

ョット株式会社 p.19

曲づくりをする青年達 1
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!井]づくりをする青年逮 2
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第5章知的障害者のある青年遠の音楽行為における独自性
一身体性と言語性一

第 1章から第4章まで論じてきた、曲づくりと歌づくりの諸事例において、知的障害

のある青年達が言葉や身体の動きや音で遊び、自分の内にあるものを何の飾り気もなく

出してきている姿を観察し、考察してきた。そこで現れてきた音楽行為には、健常者と

呼ばれる青年には見えにくい、しかし、決して奇異や異常という意味ではない、見てい

る者も一緒に楽しませ感動させるような、独特の面白さがあった。

では、そのような直白さはどこにあるのだろうか。それは青年達が音楽行為を行う捺

の身体や言語という媒体の扱いや、媒体の働きにあると考える。曲づくりは本来ならば

音を中心とした活動であるが、青年連は何のためらいもなく、言語や身体の動きを介在

させて、自身満々に表現する。そして、驚くほど繊細で敏感な作品を生み出してくる。

本章ではこのようなことを受けて、知的障害のある青年の音楽行為の独自性について、

身体と言語が音楽行為においてどのように作用したのか、また、身体や言語が音楽と結

び付いてどう表現を生み出したのか、これまでに扱ってきた 15事例を基に見解を述べ

る。

第 1節 音楽行為における身体の作用

知的障害のある青年達の音楽行為における身体の作用として、①言葉・身体の動き・

音のパフォーマンスを行う身体、②動作自体で何かの表現媒体となる身体、③動きを介

させて楽器を操作しようとする身体、という 3側面が観察された。これらの身体は音

楽行為を行う際の表現媒体として、また、対象を捉えるための媒体として、その両方で

表現を生み出すことに作用している。そこに、素朴で、音と音以外の表現媒体を結合し

たユニークな作品が現れてくる。

このことについて順番に説明していく。

①雷葉・身体の動き・音のパフォーマンスを行う身体の作用

青年達は曲づくりとは言っても、題材と関わって擬人化の遊びを楽しむ姿が観察され

た。言葉や身体の動きや音を満喫する中で、口からは呂常会話とは異なる抑揚やりズム

を付けた音声が、手足や全身からは動物の格好を真似た動きが生じてきた。生き生きと

した身体の作用そのものを通じて、繊細で生気溢れる、言葉・身体の動き・音を融合し

た表現が生み出されているのである。

②動作自体で何かの表現媒体となる身体の作用

曲づくりにおいては、日常生活、天候異変、戦いのシーン、乗り物、等に関する事柄
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を表そうとする姿が観察された。しかし、音だけでは充分表し切れない場合がある。あ

るいは、身体の動きを使う方が適切であったり、また、その方が活動がより楽しめる場

合もある。そこで音と一緒に身体の動きも使う。彼等は昔と身体の動きとの境界をさほ

ど意識していない。そのことによって、音楽とは無関係のように思われる身体の動きと

音が同居した、一見素朴であるがユーモア溢れる作品が生み出されている。

③身体の動きを介在させて楽器を操作しようとする作用

青年達は自らの身体の動きを介在させて楽器演奏を行っている。1)生命体としての身

体の動き、 2)リズムを捉える身体の動き、 3)表現したいイメージと関わって楽器を操作

する際に出てくる身体の動き、について説明する。

1)生命体としての身体の動き

曲づくりでは、身体を前後に揺すりながら等間隔で拍を刻んだり、左右に揺れながら

等関隅でグリッサンドを行ったりして、曲を作る青年達の姿が観察された。前者は自身

の心拾に調和させて打っているように、そして、後者はーまとまりの線的な音が等間隔

で生まれてくることから、呼吸に調和させて擦っているように感じられる。筆者は前者

をパルス (puIse)のリズム(1)、後者をプレス (breath)のリズムと呼ぶことにする。実際、

青年遠の曲づくりはパノレス型とプレス型のリズムを基盤として展開され、音楽の原型と

呼べるほどシンプノレな曲を生み出している。そこで現れてくる音は、まさに青年達の肉

体に備わっている生命の音、と言えるのではないだろうか。

2)リズムを捉える身体の動き

年遠の中には身体を動かすことが得意な人がいる。そんな彼らは表したいことを一

旦、全身の動作や手の動きで表し、そこで捉えたリズムを音に反映させる。そのことに

よって、身体の動きと一体化したリズムが生み出される。事例を思い出してみよう。ボ

ールの跳ねる様態を垂直に 1つ跳び上がる動作で表して、スタッカートの単音を生み出

した青年がいた。

3)表現したいイメージと関わって、楽器を操作する際に出てくる身体の動き

青年達が何かを表そうとするとき、イメージしたことが無意識に楽器操作の際の身体

の動きとして出てくることがある。例えば、「きつねが〔お尻に〕ひがつい〔て]Jと言

いながら、締め太鼓の鼓屈をあっちこっち移動しながら打って、そのことによって狐が

熱がっている様子を表している青年がいた。その身体の動きは音色やダイナミックス等

の音楽の諸要素による表現効果を生み出している。同時に、目で見ていても音を聞いて

いても面白い表現を展開している。
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第 2節 音楽行為における言語の作用

音や身体の動きだけではなく、言語(発話)を介在させて曲を作る姿が観察された。

同年代の健常者と呼ばれる人たちであれば、通常はあまり声を発したりすることなく、

主に楽器音を秩序づけて曲を作ると考えられるが、青年遠の場合は様々な言語(発話)

を用いて、音と言語(発話)が混然一体となった曲を生み出している。また、短い詩を

用いてわらべ歌や 5音音階(ヨナ抜き音階)に通じる歌を作っている。

その言語には、①音響・音声としての側面と、②意味・内容を表すものとしての側面

があり、その両方で音楽行為に作用している。

このことについて説明する。

①音響・音声としての言語(発話)の作用

音声・音響としての言語(発話)に、1)擬音語・擬態語、 2)合函的な言葉や掛け声、

3)からかい言葉、 4)断片的な言葉、 5)短い詩が現れている。これらの言語は内にあるも

のを表す際の表現媒体として、また、表したい対象を捉えるための媒体として機能して

いる。

1)擬音語・擬態語

擬音語・擬態語は青年達の身近にあって自分で操作できる媒体である。彼等は擬音語

・擬態語を発して表したい対象の質を捉え、その擬音語・擬慈語に備わっている音楽的

属性を感じ取って、それを楽器音に変換し、曲を作る。具体的には、擬音語・擬態語の

音色は楽器の音色(音源)の選択に、擬音語・擬態語の持つリズムはリズム・パターン

やリズム・フレーズの形成に、擬音語・擬態語の配列は音楽の構成に関わっている。

年達はこれらの音楽の諸要素を組織して、曲の原形と呼べるほどの荒削りなものを生み

出す。

2)合図的な言葉や掛け声

合国的な言葉や掛け声も、楽器を中心とした曲づくりの中にあっては声の音色となっ

て、音と言葉の融合を生み出している。青年遣は音にまぜて、「おわり」という言葉を

曲の終止で使ったり、また、仲間と気勢をあげ拾子を合わせようとして、「こりやJや

「さいごのしあげだj 等という掛け声を発している。特に、勢いのある掛け声はダイナ

ミックな身体の動きを導き出し、若者のエネノレギーが爆発したかのような、元気のある

作品を生み出している。

3)からかい言葉

膏と身体の動きと友達をからかう言葉が混然一体となって曲の中に現れている。例え

ば、音を鳴らし雷の身体動作を行いながら、「にせもんのパーンツあーかいのJ、と日常

会話とは異なる抑揚やリズムを付けて叫んでいた青年がいた。この歌は意味・内容をさ
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ほど探求していない点で、音声化された言語であると言える。 fからかい歌」が即興で

盛り込まれたことで、曲は一層楽しく豊かなものとなっている。

4)断片的な言葉

音や絵や動き等の今ある材料を結び付けて、日常生活と関わった事柄を断片的な言葉

で語っている。例えば、「ゅうえんち、ゴーカート」等という言葉を発している。その

言葉はまだ箱書きを持つまでには歪らない。そしてまた、その内容を音で表そうとする

が表し切れない場合が多い。そこで身体の動きに助けを借りている。そのことによって

音と動きの結合が生じている。

5)銀い詩

自分逮が作った短い詩を材料に、ア.わらべ歌に通じる歌や、イ .5音音階(ヨナ抜

き音階)による歌を生み出している。

アについて。短い詩の中で自分が印象深く感じた言葉を強調すると、その言葉の抑揚

やリズムが強調されて歌の萌芽が生じてくる。そして、その詩の意味が感覚的に把提で

きるようになると、その内容に合うと感じられるリズムや旋律として表されて、わらべ

歌に通じる歌が生まれてくる。青年遠の歌は言語(発話)と密接に関連しているのであ

る。

イについて。鎧い詩をそれまでに自分たちが経験した旋律様式にあてはめることによ

って、 5音音階(ヨナ抜き音階)に通じる歌が生まれてくる。

②意味・内容を表すものとしての言語(ストーリー)の作用

曲づくりにおいては音声・音響としての言語だけではなく、意味・内容を表すものと

しての言語が現れてくることもある。ストーリーである。青年達は曲の原形を形成する

と、その原形にストーリーを付けるようになり、その内容を音で写し出そうとする。そ

のことがダイナミックスや速度の変化等の音楽的諸要素の使用につながって、曲に特徴

が出てくる。更に、作った曲を振り返り、その曲にストーリーを付けるという、曲とス

トーリーとの相互作用によって曲を発展させていく。そのことが音楽的要素の機能の範

聞の広がりにつながり、曲に表情が得られるようになる。つまり、青年達は晋を連ねて

ストーリーを緩っていくのである。

事例を思い出してみよう。擬音語・擬態語を題材に曲を作った幸子は、曲の涼形に心

臓をねらって銃を撃つというストーリーを付けると、銃と心臓に対応させてウッドブロ

ックを急き込むリズムで鳴らした。更にそこに、みんな死んでしまうというお話を付け

ると、緩やかなパルスのリズムや律音階を効果的に用いて、音で物語を展開していった。

以上述べてきたように、知的障害のある青年達は絵本や言葉や詩で遊び、その中で驚

くほど繊細な曲や、言葉のリズムや抑揚を強調した、技巧を礎らしたりするのではない

自然なままの歌を生み出した。
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彼等が表したものは自分が経験したことで特に印象深く感じたこと、例えば、雷、遊

園地、乗り物、戦い、動物等であった。

彼等の音楽行為には健常と呼ばれる人達には見えにくい、独特の面白さが見られる。

特に、音を秩序づけていく音楽という芸術であっても、ためらいもなく言葉や身体の動

きを介在させて表現するところがユニークである。そのことによって、あっと驚くよう

な意外性と素朴さを併せ持つ作品が現れてくる。

彼等は自分の気持ちをごまかしたりはしない。そして、何の飾り気もなく自分を出す

ことができる。だから、紋切り型の表現ではない、その人独自の音楽を生み出している。

音楽行為がそのままその人なのである。

青年達の音楽は最初から障害者という偏見を持って見られ、その良さに闘が向けられ

ない場合もある。確かに、リズムも形式もシンフ。ルで、旋搾はほとんど出てこない。歌は

2音から 3音で歌われ、音程も不確かである。しかし、青年達の音楽は生のエネノレギー

に満ち溢れている。また、その音楽からは安らぎやぬくもりが依わってきて、我々を何

か惹きつける力がある。

筆者は今回の研究を通して、知的障害のある青年達の音楽も、現在に生きる人間の音

楽文化を支える一翼を担っていると感じた。

今後の課題として、アウトサイダー・アート等、障害者による芸術活動が活発に展開

される現在において、青年達の音楽を社会の中でどう位置づけるのか、また、社会の中

にどう提示していくのか、等の問題について検討していくことがあると、筆者は考えて

いる。また、知的障害のある人の生の音楽行為を描き出した研究は見られないため、国

際的にも意味あるものとして受け止められると考えられるので、この論文で、示した内容

を更に英語によっても公にしていきたい。

注

(1)有拍のリズムの基盤となるものをパルス (pulse)と呼び、 f規則的にあらわれる確に

等しい刺激の連続j とする言い方は、 G.W.クーパー・L.B.メイヤー/徳丸吉彦訳(1968) 

『音楽のリズム構造』音楽之友社の用法に基づく O
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3447)くhttp://www4.ocn.neJp/-yama-kei/3syouken/hourei/syougaisyanokenrisengen.htm-> 

障害者基本法「第 1章 総長日」

1993 くhttp://www.houko.com/00/01/S45/084.HTM・〉

「今後の特別支援教育の在り方についてJの最終報告

2003文部科学省調査研究協力者会
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くhttp://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotoul018/toushin/030301.htm・〉

米国精神遅滞協会第10販『知的障害:定義、分類および支援体系』

(American Association on Mental Retardation: AAMR， Mental Retardation: Definition， 

Classification， and Systems 01 Supports 10th Edition) 2004米国精神遅滞協会柴田広・渡辺勘

持(訳)日本知的障害福祉連盟

WrCDぺ0精神および行動の障害一臨床記述と診断ガイドライン新訂版一』

(WHO， International Statistical Classification 01 Diseases and Related Health Problems.・ICD-IO)

2006融道男・中根充文・小見山実・岡崎祐士・大久保善朗監(訳)医学書院 p.236

「国際生活機能分類一国際障害分類改訂版一J(日本語版)

厚生労働省く加p://www.mhlw.go.jp/houdou/2002/08/h0805・l.html>
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初出一覧

{第 1章}

事例(1)は、

「知的障害児の表現活動における言葉、動き、音の関連性J~教育方法学研究』第21

巻 1996年日本教育方法学会 147-157頁

事例 (2)と事例 (5)は、

「知的障害児の創作活動における音と動きの関連性について一授業分析を通して一」

大阪教育大学平成 5年度修士論文 1994年 53-129頁

事例 (6)は、

「知的障害児のことば・動き・音の表現ーオノレフ研究所における研修を通して -J~ろ

う教育科学~ 38 (4) 1997年 29-41頁

[第 2章]

事例(1)と事例 (2)は、

「第 2章 ことばから始まる 第 1節〈操音詩から曲を作ろう)J ~音楽による表現

の教育』晃洋書房 1998年 37-45頁

[第 3章]

事例(1)から事例 (4)までは、

「第2章 ことばから始まる 第 2節(戦いのあとに〉という詩によるふし作り」間

上 1998年 45-55真

[第 4章}

事例(1)は、

f知的障害児の表現活動に見られる音楽の生成の様相一『雪渡り』の詩に音楽を作ろ

うという授業の分析を通して一J~学校音楽教育研究』第 8 巻日本学校音楽教育実

践学会 2004年 155-163頁

を基に新たな視点を付け加えて書き改めたものである。
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知的障害のある青年達の音楽行為
一曲づくり・歌づくりの事例分析による一

【論文要旨】

1 研究の呂的と方法

本研究の自的は知的障害のある16歳から18歳までの青年達が、音楽にどう関わっていく

のかを探ることである。

①青年達はし、かに音楽行為を展開するのか、また、展開し得るのか。

②青年遠が自己の内にあるものを表現する際に、身近にある言語が表現媒体としてどう

機能し、曲(楽器による作品)や歌を生み出すのか。

③また、表現する際に内面のイメージがどう働き、イメージと作品との開には、どのよ

うな関連が見られるのか。

④青年達の音楽行為には健常と言われる青年には見えにくい、しかし、奇異や異常とい

う意味ではない独特の面白さがある。そのような独自性がどこにあるのか。

研究の方法は事例分析に中心をおく。

筆者はある養護学校(現在は特別支援学校)高等部の、比較的障害が軽度な青年達を対

象として、カール・オノレフ (CarlOrff)の音楽教育のアプローチを取り入れた、筆者独自の

「曲づくり」と「歌づくり Jの活動を講想し、実施した。その活動の記録をビデオカメラ

で詳細に録画した。その中から曲づくりと歌づくりの発想や手法に特徴があり、特に意欲

的に活動したとみられる15名の青年達を抽出する。その記録を研究目的に沿って分析・考

察する。

知的障害とは、認知や言語という知的機能が明らかに平均より低い、適応行動に障害が

ある(意志の交換や日常生活や社会生活等に関すること)、というこれら双方の障害が 18

歳以前に現れる場合を知的障害と捉える。

曲づくりとは楽器音を中心として、その使い方や組織の仕方を試行錯誤しながら、即興

で自分なりのまとまりのある音楽作品に作り上げていく活動、歌づくりとは短い詩に自由

に旋律を付ける活動、と定義する。

2 先行研究と本論の特徴

先行研究として、①障害者の芸術教育、②障害の特性と芸術、③芸術と福祉(アウトサ

イダー・アート((Outsider Art))やアーノレ・ブリュット ((ArtBrut)))等がある。本論文は①

教育、②芸術、③福祉、のどの分野の研究とも重なるところがあるが、知的障害のある

年遠の音楽行為の生の姿を描き出す点に特徴がある。つまり、学校の授業という社会的に
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整えられた環境ではあるが、青年連が何らかの抑制や制約から解き放たれたときに出して

くる、個としての自発的な表現を、一貫した観察と考察に基づいて描き出す。

この研究は青年達の作り出す音楽を知り、それをどう解釈するのかに向けて踏み出す、

音楽学的研究につながると考える。

3 論文の構成と内容

論文は序章に続く 5つの章から構成される。

第 1章 絵本『ころころころ』を題材とする曲づくりの諸事例

青年達の音楽行為の特徴的な点を絵本を題材とする曲づくりを過して紹介する。

ここでは、青年達が絵本を言葉(擬音語・擬態語やストーリー)や身体の動きで遊び、

言葉と音楽、動きと音楽を結び付けて曲を生み出す姿が観察された。

第 2章「音楽行為にみられる言葉と音楽(曲)との関わり一擬音語・擬態語を素材として一」

言葉、特に擬音語・擬態語からの由づくりに焦点をあてて、言葉と音楽がいかに関連し

ているのかについて考察した。

その結果、曲づくりにおいて と音楽は密接に関連している、曲の原形を形成する段

階では擬音語・擬態語(言葉)の音声・音響としての形態が、曲を拡げ深める段賠ではス

トーリー(言葉)の意味・内容の側匝が作用していることが分かつた。

第 3章「音楽行為にみられる言葉と音楽(歌)との関わり一自分逮が作った詩を素材として

言葉の中でも矩い詩を取り上げ、音楽と歌との関連に焦点をあてて考察した。

その結果、歌は日常の話し言葉の抑揚やリズムを強調したり、それまでに経験してきた

旋律様式にあてはめる方法で生み出されることが分かつた。また、作品としてわらべ歌や

5音音階(ヨナ抜き音階)に通じる歌が生まれてきている。

第 4章「音楽行為におけるイメージの働き一意話 f雪渡り』の詩を素材として-J

曲づくりを行う過程で起こる内屈のイメージの働きについて探った。

青年遠の内面には表したいものと関わってイメージが起こり、そのイメージは変化して

いく。イメージの変化に伴って作品も変化していく。つまり、イメージと作品の両者は相

互作用によって進展していく。青年達もイメージを働かせて曲を作っているのである。

第 5章「知的障害のある青年達の音楽行為における独自性一身体性と言語性一J

これまで、に扱ってきた 15事例を基に青年遠の音楽行為の独自性について検討した。

彼等の音楽行為の独特の面白さは、曲や歌を作る際の身体や言語の働きにあると考える。

音楽行為における身体の作用として、①言葉・身体の動き・音のパフォーマンス(擬人

化の遊び)を行う身体の作用、②動作自体で何かの表現媒体となる身体の作用、③身体の

動きを介在させて楽器を操作しようとする作用、等が認められた。

音楽行為における言語の作用としては、①音声・音響としての言語(発話)の作用と、
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②意味・内容を表すものとしての (ストーリー)の作用があった。

①音声・音響としての言語として、I)援音語・擬態語、 2)合図的な言葉や掛け声、 3)か

らかい言葉、 4)断片的な言葉、 5)短い詩、等が現れている。

特に、探音語・擬態語は曲づくりに大きな役割を果たしている。青年達は擬音語・擬態

語を発して表したい対象の質を捉え、擬音語・援態語に備わっている音楽的属性を感じ取

って、それを楽器音に変換して曲の原形を生み出してくるのである。

また、曲の中にからかい歌が盛り込まれたりすることもある。そのことによって曲は一

層、楽しいものとなっている。

②意味・内容を表すものとしての言語にストーリーがある。青年達は曲の原形を形成す

るとそこにストーリーを付け、その内容を音で写し出そうとした。そのことがダイナミッ

クスや速度の変化等の音楽的諸要素の使用につながって曲に特徴が出てくる。

以上述べてきたように、知的障害のある青年達は絵本や言葉や詩で遊び、驚くほど織綿

な畠や、言葉の抑揚やリズムを強調した自然な歌を生み出した。

彼等が表そうとしたものは日常経験したことで印象深く感じたことであった。それを何

のためらいもなく、言語や身体の動きを介在させて表現する。そこがユニークである。こ

こではあっと驚くような意外性と素朴さを併せ持つ作品が現れてくる。

彼等の音楽は最初から障害者という偏見を持って見られ、その長さに自が向けられない

場合もある。確かにリズムも形式もシンプノレで旋律はほとんど出てこない。歌は 2音から

3音で歌われ、音程も不確かである。しかし、青年達の音楽は生のエネルギーに満ち描れ

ている。また、その音楽からは安らぎやぬくもりが伝わってきて、我々を何か惹きつける

力がある、と私は考える。

今後の課題として知的障害のある青年達の音楽を社会の中でどう位霞づけ、どう提示し

ていくのか等について検討することがある。また、このような内容の論文は見られないの

で、英語によって国際的なものにしていきたい。
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Musical Expression of Y ouths with Mental Retardation 
-Through an Analysis of the Music Making Process -

The purpose of this dissertation is to clari命 themusical expression of youths with mental 

retardation合om16 years old to 18 years old. 

For this pu叩osemusic making was planned and implemented by a teacher at a senior high school， 

who is the researcher of this paper. 

The data on the selected fifteen youth's music making was observed from the following 

viewpoints. 

① How musical expression is developed? 

② How do words work as an expression medium to generate music? 

③ How do youth's inner images work in musical expression? What is the r・elationshipbetween the 

inner images and the music as a production? 

④ What is the strong unique point in their musical expression? 

As the result the following were clarified: 

① Music making is composed of 2 stages. 

At stage 1， the original form is made. 

At stage 2， the original music's form is spread and refined and the music gets more dynamic. 

② In the above process， the words and music are closely related. 

At stage 1， the words formed as sound works on the music. That is to say， the sound， rhythm and 

intonation are fitted into music and they are composed to music again using instrument or voice. 

At stage 2， the word as meaning and content works on music and they give expression with 

musical elements on music. 

③Music making is promoted with the images. The images occured in the youth's inner world and 

they change according to the matters meant to be expressed. In the process of production， the change 

in images also affects changes in music. That is to say， the images and music both develop while 

interacting with each other. 

④ The musical expression of intellectually-disabled youths excelled more especially in the 

relationships between word， movement and sound. 

Y ouths also produced nursery rhymes. 
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Their music was filled bejewelled with unique expressions and thus this researcher was deeply 

moved and found it truly enjoyable. Their music is very simple， and also filled with the energy of 

life and able to charm people with comfort and warmth. 

Through this research， 1 think that their music is a vital part in the contemporarγmusic cuIture. 
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